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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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prologue - Call your name






　黒猫が言う。

「人間て、星に願ねがうんだよね。モモもなんか願ってみる？」

「うーん。どうしようかな」

　真っ白い少女は綺き麗れいに笑った。

「──気が向いたらね」
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　　　　♪




　夏が好きだった。

　だから、今は嫌きらいになりたかった。

　そんな彼に、彼女は微ほほ笑えんだ。

　プールの傍そば、彼女は笑った。

　夏の暑い日。

　プールサイド。

　綺き麗れいに笑った。

　水みな面もに映る月は、ゆっくりと揺れる。




　手を伸ばす。

　届かない。

　ずっと。

　戻らない。

　きっと──







　　　　♪




　傷付くのは、いつも自分じゃなくて、他ほかの誰だれかだった。そのたびに、何な故ぜ、自分じゃないのかと思った。

　傷付くのは、いつも大切な何かだ。




　彼は、本を読むでもなく、勉強をするでもなく、放ほう課か後ごの図書室の窓まど辺べに立って外をぼんやり眺ながめていた。

　夏がくる前に、浅あさ野の水み月つきは部活を辞やめた。

　中学三年。

　──夏。

　それは特別なシーズンになるはずだった。

　男子バスケ部に所属していた水月は、ポイントガードというポジションで、レギュラーだったし、部員たちから多少なりとも信しん頼らいされていた。

　なのに、辞めた。

　つまらなかったワケでもないし、退屈だったワケでもない。

　理由のひとつに、思ったほど身長が伸びなかったということが、まあ、あるといえばあるし、ないといえばない。

「将来の夢はメジャーリーガーです！」

　と、バスケに夢む中ちゆうだった幼いころの自分が羨うらやましくさえ思える。

　だいたい、この時点でダメダメだったのだ。

　メジャーリーグは、ベースボールのプロリーグである。バスケのプロリーグはＮＢＡ……。

　水月が部活を辞めた大きな理由は、〝あのこと〟があったからだ。

　自分には、他に何かやることがあるような気がしたのだ。

　なんとなく、感じた。

　が、実際辞めてみると、ことのほか何にもすることがない。

　ようは──暇ひまだ、ということ。

　友人たちはみんな、引退間近の残り少なくなった部活動に打ち込んでいる。

　それに対して、小学校からこれまでずっとバスケバカだった水月は、暇をもてあましてしまっていた。

　図書室にきたのは、エアコンが効きいていて、この暑さから逃のがれられるかと思ったからだ。

　が、しかし、全然そんなことはなかった。

　この世界の温度は年々、ブッ壊こわれているとしか思えないイキオイで上昇し続けている。

　なのに、この中学ときたら、環かん境きようエコロジーを謳うたって節電を開始し、エアコンを稼か働どうさせていないのだ。

　水み月つきは、バカかと大声で叫びたくなった。

　自分が体育館でうだるような暑さの中、バスケに打ち込んでいた去年は寒いくらいにエアコンをガンガンに効きかせていたろうに。




　リン、リリン──




「──っ！」

　少しドキリとした。

　けど、傍そばの窓に取り付けられた風ふう鈴りんが、風に揺れただけだった。

　あの──鈴の音じゃない。

　窓から見える夏の風景。

　水泳部がプールで練習中。

　少ない部員数からすると、大きすぎるように感じるプール。

　水面が太陽光線を反射して、水月の目に飛び込んでくる。

　部活を辞やめたクセに、今だけ、水泳部に入りたいと思った。

　今なら──

　そういえば、明日あしたはプールの授業がある。

「明日…か……」

　水月は、自分自身も聞こえないような声で呟つぶやいた。

　本人にその意識はなく、表情も変わらない。だが、その言葉はひどく震ふるえて、声量を大きくしても、ちゃんと聴きき取れなかったろう。

　明日が今日きようよりもいいとは限らない。

　だから、今を精一杯生きる。

　部活は、つまらくも退屈でもなかったが、よく考えれば、なんとなくやっていた。

　このまま〝なんとなく〟でやっていても、そこそこ楽しめただろう。

　けど、本気でそこを戦場として、自分の価値を探してるヤツらと一いつ緒しよにいてはいけない。

　このままでは、真しん剣けんな想おもいに水を差してしまうかもしれない。

　そんな風に思ったからこそ、水月は辞めた。

　何かやることがあるはずだ。

　何かやれることがあるはずだ。

　自分は一体、何がしたいんだ。

　しかし、何も思い浮かばない。

　そうして、ただ、日々は過ぎていく。

　時間の流れはゆるやかに、でも、ほんの一いつ瞬しゆんだ。

　刹せつ那な的速度で去っていく。

　なのに、それなのに、

　どうやら自分は、もうすぐ、




　──死ぬ。




　らしい。




　　　　♪




　──リン。




　鈴の音ねがした。

　その音とともに現れた、少女の姿をした真っ白い死しに神がみは言った。

「──あなたは、死ぬことになる」

　少女の死神は、幼いようでとてもオトナびた不思議な声で、彼にそう言った。

　彼は自分の部屋のベッドのうえで、それを聞かされた。

　死神の少女は、丁てい寧ねいに『死神「Ａ」の一〇〇一〇〇号』と記された身分Ｉ証明Ｄカードをわざわざ提示してきた。

　その白い姿に目立つ赫あかい靴くつ、傍かたわらに黒猫を連れ、小さな手には少女の身の丈たけ以上ある大おお袈げ裟さなカマらしきモノがあった。

　死神っぽくないのが逆にそれらによって、さらに強きよう調ちようされてしまう。

　普通なら、こんなふざけたヤツにこんなことを言われたら、どんなリアクションをすればいいのか判わからない。病院にでも連れて行ってやろうか、とかいろいろ考えてしまいそうだ。

　だけど、彼は、「そうか」と納なつ得とくした。

　納得できてしまった。

　それは感覚的なモノで、人を好きになることと同じで、特に理由はない。

　なんとなく、なんとなくである。

　なんとなく、以前からそんな気がしていたような、気がする。

　バカバカしいと思うが、少女が死神なのだと納得できた。だから、自分は言われた通りに死ぬのだろうと思った。

　やはり、何な故ぜだかよく判らない。

　最後に少女はこう言った。

「あなたは死ぬ。だから、精一杯──生きないとね」

　変なヤツ。

　死を宣告した相手に、生きろと言う。

　不思議なヤツ。

　去り際に微ほほ笑えんだ。

　黒猫が、「じゃあな」と鳴いた。

　変わった猫だ。

　喋しやべった。




　　　　♪




　辺あたりは暗い。

　だから、月や星の瞬まばたきをいつもより近くに感じることができた。

　水み月つきは、水面に仰あお向むけに浮かんでいた。

　服を着たまま、水の中にいた。

　バレないように自宅を抜け出た水月は、見付からないよう注意して、この場所に忍び込んだ。

　時刻は夜の十時を廻っている。それでもまだムシムシとした暑さが夜を支配していた。

　しかしそれが逆に、木の葉のようにたゆたう水月には、水のひんやりとした気持ちよさを引き立てるよい材料になっていた。

　放ほう課か後ご、図書室の窓から見たプールよりも、実際ここにこうして浮かんでいると、さらに広く感じる。

　学校は夜になると、警けい備び会社のセキュリティーによる管理と警備員による見廻り管理が行われる。しかし、それは校内が中心で見廻りがプールまでくることはほとんどない。

　きたとしても、物音を立てず水の中に身を潜ひそめていれば、まず見付からない。

　夜のプールで泳ぐことを水月に教えたのは、この中学の生徒だった姉だった。

　当時小学三年だった水月は、姉の昴すばるに、

「おもろいトコに行くぞ」

　と連れられ、今日きようと同じように夜のプールに忍び込んだ。

　プールは、道路に面した場所にある。校舎を囲うフェンスさえ乗り越えれば、直接プールにたどり着ける。が、プールから一歩でも出ると、すぐにセキュリティーに引っかかったり、警備員に見付かったりしてしまうだろう。

　もちろん、水月はそんなつもりはない。ただこうしてプールに漂ただよって、空を眺ながめるだけだ。

　同じ夏のあの日、昴といっしょに同じようにこうしていた。

　気持ちがいい。

　あの日とは、違う心地よさ。

　あの日、昴すばるは笑っていた。

「夜のプールって、水に空が映るから、なんか宇宙を泳いでるみたいだろ？」

　とか言って、夜空に手を伸ばした。

　黄おう金ごんの月をその手につかむように。

「魚はいつもこうして、水を探しながら、宇宙を旅してんだな」

　昴は楽しそうに微ほほ笑えんだ。

　そのころの水み月つきも、今の水月も、昴が何を言っているのか、言いたかったのか、理解できなかった。

　懐なつかしい想おもい出だ。

　風に水が揺れる。

　そのたびに、水月の身体からだもゆるやかな波に上下した。

　気持ちがいい。

　宇宙を泳いでいるのだ。

　そんな体たい験けん、宇宙飛行士にしかできないと思っているヤツがほとんどだろうけど、俺おれは今、宇宙を泳いでいる。

　ザマーミロ。

　世界中のヤツら。

　ザマーミロ。

　ここにいない誰だれかさん。

「昴もきたらいいのに……ああ、そうか……。もう何回もやってるしなぁ、昴は……もういいのか……」

　呟つぶやき、ひとりごちる。

　ヒュー……、と水みな面もを滑すべる風が水月の顔を撫なでた。

　ヒヤッとした。

　少し寒くなってきたかもしれない。

　ずっと水の中で、しかもほとんど動かなかったため、ずいぶん身体が冷えてしまったようだ。

　今日はもうあがろう。

　水月はプールサイドに向かおうと、無む警けい戒かいにチャプチャプと音を立てて泳いだ。

　そのときである。

「えっ──」

　誰かの息を飲み込むような声がした。

　プールサイドに人がいる！

　身み構がまえる水み月つきだったが、その人物と思いがけず目が合ってしまった。

「──っ！」

　その相手の顔を水月はよく知っていた。

　まさか、と思ったが、それは相手も同じだっただろう。

　それもそうだ。こんなところで逢あうとは。

　マジかよ!?

　彼女は──藤ふじ島しま豊ゆた花かは、水月のクラスメイトだ。




　　　　♪




「…………なに、してんだ？」

　自分でもバカなことを訊きくな、と思いつつ水月は他ほかに言葉が浮かんでこなかった。

　水月は、自分の想おもいの中に入りすぎていて、周囲に対する警けい戒かい心を失なくしていた。

　だから、豊花がプールに自分と同じようにして忍び込んできたことも、プールサイドにいたことも気付かなかった。

「ちょ、ちょっと、あんたなにしてんの!?」

　彼女は、豊花は水月の問いには答えず、ひどく焦あせったように言った。
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「お、おいっ。そんな大きな声出すなよ！　警けい備び員いんに見付かんだろうがっ！」

　声を殺して、水み月つきは怒ど鳴なった。

　と、彼女は一いつ瞬しゆん口に手を当て、今度は小こ声ごえで言った。

「なんで浅あさ野のがここにいんの!?」

「それは、おまえにも言えるだろ」

　としかし、水月は返した。

　見ると彼女は、キャミソールに大きめのデニムのオーバーオール、足もとはビーサンの組み合わせで、夏場のラフな、ちょっとそこのコンビニまでスタイルだった。

　それをさらに判わかりやすくするように、コンビニ袋を手にさげている。

　だがしかし、何な故ぜに、コンビニの帰りに学校のプールに忍び込む必要があるんだ？

　とか、思ったが、水月は他ひ人とのことを言える立場ではない。

　両者とも怪あやしいことになんら変わりはないのだから。

　ふたりは対たい峙じしたまま、沈ちん黙もくした。

　すると、豊ゆた花かの方から、言いにくそうに切り出した。

「あのさ……浅野さ……」

「なんだよ……」

　急にモジモジとしはじめた豊花に、水月は、とてもうさんくさいモノを感じた。

　なんなんだ、そのおしとやかモードは！

　普ふ段だんはあんながさつなクセに！

　男と女。

　誰だれもいない。ふたりきり。

　それで、男を前に、女はもじもじと。

　まるで告白シーンのようだが、まずそれはない。こんな状況下で、それはまずありえない。

　告コクったら、アホだ。アホ。

　が、次の瞬間、まずありえないはずの、告白を豊花は──したのだ。

　ただし、浮うわついたようなヤツではない。

　もっともっと、切せつ羽ぱ詰まったデンジャーなヤツだった。

「さっき、あたしさ……ここに放はなしちゃったん…だよね」

「放した？　何を？」

　当然、水月は訊きき返した。

　何を言っているのか見当も付かない。

「あー、いやー、そのさ。とにかく、浅野、早くプールからあがった方がいいと思うんだよね。うん」

「そりゃ、あがるけどさ。だから、なんなんだよ。なにがどうした？」

　再度、訊たずねる。

「あのさ……あたしさ……」

「うん」

「ピラ……をさ」

「ビラ？　ピラ？　なに？」

「だから、ピラ……を放した……で」

「うんん!?　聞こえないんだけど!?」

　風が少し強く吹き付け、豊ゆた花かの茶系にカラーリングされた長い髪の毛を揺らし、水の温度をさらに下げる。

　さっきからもう、身体からだが冷ひえて、ブルブル震ふるえはじめていたが、水み月つきはプールから出るタイミングを逸いつしてしまっていた。

「もうじれってぇな。早く言えよ」

　寒い。

　唇くちびるがもう絶妙なコバルトブルーになっているに違いない。

　違いないってゆーか、ぜってぇ、そうだ。

　はやくしろ。はやくゆえ。もったいぶるな！

　そして、ついに言った。

　彼女は言った。

　はっきりと、とんでもないことを──

「さっき、プールにピラニアを放はなしたって言ってんの、バカ！」

「な、なに言って──も…もしかして……マジ……？」

「…………マジ」

　豊花は、コクリとうなずいた。

　なるほど。そのコンビニ袋はピラニアを入れてきたワケね。

　ってッッ!?

「それを早くゆえぇぇぇ────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────ぇぇぇぇえ〜っっっっ!!」

　悲ひ鳴めいは、それでも限りなく小こ声ごえだった。




　　　　♪




　浅あさ野の水月と藤ふじ島しま豊花。ふたりは、中学二年のクラス替えではじめて顔を合わせた。

　小学校も違うし、中一のときは、クラスのある棟も違った。

　最初、水み月つきの豊ゆた花かに対するイメージは、「今イマ時ドキで、男みてぇな名前のヤツ」だった。

　一方の豊花の水月に対するイメージは、「能天気で、女みたいな名前のヤツ」だった。

　その程度の印象のふたり。

　しかし、ふたりには妙な因いん縁ねんがあった。

　二年生のときはほとんど口もきいたことのなかったのに、三年生になると、急に水月と豊花の接点は増えはじめた。

　最初に授業をサボったのも同じ日。

　しかも仮け病びようで保健室に潜もぐり込んだふたりは、隣となり同どう士しのベッドに並んだ。

　豊花は学校の教室で化け粧しようしていたのを教師に見付かりそうになって、メイク道具一式が入ったポーチをブン投げた。

　校舎二階の教室の窓から投げ捨てられたポーチは、丁ちよう度ど、下を歩いていた水月の頭に直ちよく撃げきした。ファンデーションまみれになった。

　購こう買ばいで焼きそばパンの最後のひとつを同時に手にして、

「俺おれが先だ」

「あたしが先だ」

　と殴なぐり合いの喧けん嘩かになりそうになり、やっぱり、水月は豊花にブン殴られ、焼きそばパンも持っていかれてしまった。藤ふじ島しま豊花おそるべし。

　理科の教師が適当に言った出席番号のせいで、ふたりは仲良く、『理科係』なるモノに任命された。小学生かッ。

　本人たちの意図しないところで、それでもふたりは確実に重かさなっていった。

　そして、ピラニア放ほう流りゆう事件──

「アホか」

　と、それだけ言って、水月は昨夜、プールをあとにした。

　なんとか無事、ピラニアの餌え食じきにはならなかった。

　まあ、別にいい。

　自分もバカなことをしていた。

　それに、もうすぐ自分は死ぬことになっているのだ。

　それくらいどうってことない。

　ピラニアのエサになるのは、ゴメンだが。

　どうってことはない。

　もう昨日きのうのことだ。

　どうってことない。

　今、ここにいるのだから。

　ただ、もう少し時間が欲しいだけ……。

　だから、別にいいんだ。




　だから、水み月つきは翌朝、豊ゆた花かと顔を合わせても何も言わなかった。

　何のリアクションも起こさなかった。

　が、豊花はバツの悪そうな表情で、授業がはじまっても終始、水月のことをチラチラとうかがっていた。

　あんなことがあったのに、あまりに水月が普通で自然体のままだったのが、かえって気にかかったのだろう。

　授業中たまに、黒板から視し線せんをはずし窓の外をぼんやりと眺ながめることはあったが、その他ほかは何も変わらない。

　友達と吞のん気きに話をしたり、やはり窓の外を見ていただけ。

　いつもの、豊花が知っている限りの、能天気が服を着て歩いているような水月がそこにいた。

　ただ、外を眺める表情がとても不安で切なかったことに豊花は気付かなかった。

　それは水月本人さえも気付けていなかったことだから。




　体育の時間。

　お昼前の四限目。太陽が頭の真上をゆっくり通過中。

　プールには最高。

　──のはずだった。

「プール中止だって」

　と、誰だれかが言った。

　教室中に、男子生徒の多くの悲ひ鳴めいが氾はん濫らんし、女子生徒の多くは歓かん喜きに踊った。

　この年代になるとさすがに、同じ歳としの異性の前で、水着姿（おまけに競泳用のやぼったいやつ）になるのは嫌いやなのだろう。

　当たり前だ。中には、イヤらしい目で女子を見る男や子つだっている。

　いるのだ。当然だ。そういう歳とし頃ごろだ。

　悲しいかな、思春期の性サガというヤツだ。




　プールの授業中止の理由をクラスの男子は、あれこれと話し合う。

　蒸むし暑い体育館で、プールから変更になったバレーはあまりにもキビしかった。

「なんで、ダメなワケ？」

「なんか、プールに魚の死し骸がいが浮いてたんだってよ」

「魚？　なんだよ、ソレ!?　そんなので、中止かよ」

　水月は、トスをあげながら、そんな話に耳を傾かたむけていた。

　そりゃあ、死ぬよな。

　ピラニアもさすがに、塩素漬づけじゃあな、くたばって当然だっつーの。

　けれど、水み月つきは何な故ぜ、豊ゆた花かがピラニア放ほう流りゆうという暴ぼう挙きよに出たのか、なんとなく判わかったような気がした。

　おそらく、彼女の狙ねらいは──コレだったのだ。

　彼女は今日きようのプールの授業を中止にさせるため、あんなことをしたのだろう。

　それもしばらくはずっと中止になるくらい、ちょっとした問題になるよう。

　結果、豊花の策さく略りやくは見事成功した。

　プールは中止。

　男子はバレーボール。

　女子は謎なぞの創作ダンス。

　水月は、そういえば、と思い当たる。

　豊花と同じクラスになった中学二年から記き憶おくをたどる。

　水月は、豊花の水着姿もプールの授業に出ているのも見たことがない。

　何しろ、プールサイドに立っているのを見たのですら、昨夜ゆうべがはじめてだった。

　うーん、そこまでして嫌いやなプールって……。

　豊花に対して、水月は深夜に忍び込んでまでプールに入っていたのだ。

　とにもかくにも、どうしても豊花はプールの授業を阻そ止ししたかったのだろう。

　しかしながら、長期にわたっての中止にはなりそうにはない。

　ピラニア殿は勇敢にプールと戦うも、塩素にヤラれて、天国に召されてしまっておられるのだから。

　それに犠ぎ牲せい者しやは誰だれもいない。

　ピラニアの被害はなかったのだ。

　教師たちは面めん倒どうをさけ、生徒の『イタズラ』程度で、事を収めてしまうに決まっている。

　オトナは面倒を嫌きらう。

　教師なんて面倒臭くさい仕事を選んだクセに。

　残念だったな。藤ふじ島しま豊花。

　とか、毒づいて、水月はトスをあげた。

「超必殺、稲いな妻ずまスパークっっ！　れぢぇんど！」

　トスに反応した男子生徒が、試合相手のコートに、雄お叫たけびながらスパイクを叩たたき込んだ。

「よっしゃ！　水月、ナイストス！」

　スパイクを決め、満足げにそいつは言った。

　これはこれで、わりとみんな楽しんでいるようだ。




　体育館のスペースを半分に割った向こう側では女子が、謎なぞの創作ダンスに取り組んでいた。

　端はたから見て、どう考えてもおかしい振ふり付けと、不ふ可か思し議ぎなリズムで踊っている。

　というか地じ団だん駄だ踏んでいるか、シコ踏んでいるようにしか見えない。

　その中に、豊ゆた花かの姿を見付けた。

　彼女は案外、楽しそうに友達とあーだこーだとやっている。

　豊花が跳はねるたび、長い茶髪が無作為に空中を舞まう。

　他ほかの髪が長めの女子生徒は、みんなひとつやふたつに結んでまとめているというのに、豊花は何もしていない。

　汗でくっついたりして、気持ち悪くはないのだろうか？

　それに暑いだろう。

　動きにくいだろう。

　そういえば、豊花が髪の毛を結ゆっているのも見たことがないなぁ、とか水み月つきは思った。

　まあ、別にいいか。

　理由なんかないんだろう。あったとしても、それはきっと普通のことだ。

　ひとそれぞれ、なんらかの理由がある。

　俺おれだって……そうだ。




　　　　♪




「言いたきゃ、勝手に言えば。あたしは、べつにかまわないから」

　藤ふじ島しま豊花はそう言った。

　かまわないというわりに、怒った風に「言うんじゃねーぞ、てめぇ。言ったらどうなるか判わかってんのか、コラ」というような逆ギレ感大ありの恐るべき寛かん大だいな態たい度どで。

　さすが、伊だ達てにイマドキ娘じゃねぇ。

「──言わねぇよ」

　とそれだけ水月は返した。

　豊花が、水月にそんなことを言ってきたのは、ふたりで理科係の仕事をしているときだった。五限の授業が実じつ験けんのため、昼休みだというのに教師に呼び出されたふたりは、理科準備室に入った。

　しばらくは無む言ごんで実験の用意をしていたが、沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか、ついに豊花が切きり出してきた。

　ピラニアの犠ぎ牲せいのお陰で、プールは見事もくろみ通り中止になった。

　けれど、その裏工作を知る水月のことが、豊花はどうにも気になっていたのである。

　彼女は思い切って切り出したが、水み月つきからは何とも気の抜ける返事があった。

「言わないの？」

　豊ゆた花かが疑って訊きく。

「だから、ゆわねぇって」

　いつもの能天気な調ちよう子しで、水月はもう一度、言った。

　ようやく彼女は信じたのか、ふー、と大きく息を吐いて深呼吸する。

　少し緊きん張ちようしていたようだ。

「あ、そう。なら…べつにそれはそれで…いいんだけどさ」

　途と端たん、豊花の表情は崩くずれ、次に、自分がすごんだのがバカっぽく思えたのか、恥じらうように、髪の毛をいじる仕し草ぐさを見せた。

　そんな彼女に、今度は水月が訊いた。

「つーかさ。ピラニアなんて、おまえどっから持ってきたんだ？」

　と、豊花は、ああ、とうなずいた。

「アレ、お父さんの趣しゆ味みなんだ。うちのいたるところに熱帯魚の水すい槽そうがあって。もう、うち自体が水槽みたくなってんの。マジ、あれだけはやめてほしいってゆーか」

「へぇ……」

　納なつ得とく。

　さすが藤ふじ島しま豊花。焼きそばパンでパンチを見み舞まったオンナ。

　父親のペットをパクってまでプールを阻そ止ししたとは。

　エキセントリックだ。

　それに、意外なことも発見した。

　水月は、へぇ、とか思って、豊花のことをマジマジと見てしまった。

　するとその視し線せんに彼女は、

「なに、見てんだよ」

　また不ふ機き嫌げんになった。

「ああ、わりぃ。思わず」

「思わずなに？」

「いや。藤島って、あーほら、なんか、っぽいじゃん？　なんつーか、イマドキっつーかさ。だから、父親のことクソオヤジとか、クソジジイとか呼んでんのかと思ったら、『お父さん』とかって。意外だなってさ」

「なっ──!?」

　豊花は耳まで真っ赤になった。

　沸ふつ騰とうしたヤカンのように、頭のてっぺんから湯ゆ気げが噴ふき出しそうだった。

「バカじゃん!?」

　彼女は赤くなった顔を見られたくないのか、うつむいてしまった。

「気にしたんなら悪かった。べつにちゃかすつもりで言ったんじゃねーから。ただ、意外だって思っただけでさ」

「うるさい！」

　やはり彼女は怒っているらしい。

　うーん。

　どうしたものかと、水み月つきは困った。

　それで、仕方なく自分の恥ずかしい過去の話をすることにした。

　誰だれにも話したことがない、とっておきの（不ふ可か抗こう力りよくでなってしまった）やつだ。

「まだ、『お父さん』ならいいじゃん。俺おれなんかさ小学んときまで、オヤジのこと〝ダディ〟つってたからな」

　すると、豊ゆた花かが、パッと顔を上げた。

「は？　マジで──？」

「マジで。オヤジがギャグでそう呼ぶようにし向けてたんだよ。昴すばるも…あ、アネキもそう呼んでたから、ぜんぜんおかしいとか思わなかったんだよな。ったく、バカオヤジめ」

「ぷっ……」

　豊花は今にも吹き出しそうだった。

　一いつ生しよう懸けん命めい笑いをこらえている。

　オヤジよろこべ。

　どうやら、ようやくギャグは成功したみたいだぞ。

「マジに浅あさ野のが？　ダディつって？　そのナリで？　その田舎いなかの不良少年みたいなナリで!?」

「うっせーよ。こーゆーナリで悪かったなっ！　ゆってたよ！　だいたい、ここは田舎だっつーの！　あーもう!!　言わなきゃよかった！」

「ご、ごめん。だって、浅野って……ぷぷっ」

「ったく、笑いたきゃ、笑えよ」

　なんかどっかで聞いたような科白せりふだ。

「ごめんごめん。……はー、おかしっ」

　彼女は、コロコロと笑った。

　まるで、意外な場所で意外なモノを見付けたような気分になって、水月はまた彼女に見入ってしまった。

「ん？　あ…。笑ったの気にさわった？」

　豊花が訊きいた。

「いや、べつに」

　としかし水月は首を振ふった。ただ、

「なんかさ。藤ふじ島しまって、案外笑うとイケてんだな」

　いつものひょうひょうとした能天気な感じで水み月つきは言った。

　それがよけいその科白に真しん実じつ味みを帯おびさせてしまった。

「──ッ!!」

　彼女の顔はさっきよりもずっと紅こう潮ちようしていた。

「あ。これも、べつにちゃかしたつもりじゃ──」

　科白せりふの途中で、豊ゆた花かが遮さえぎった。

「──しねっっ」

　もうこれ以上ないというくらいに、彼女は恥はずかしそうにしていた。

　彼女は照れて笑った。

　はにかんで綺き麗れいに笑った。

　水月も笑った。




　　　　♪




　本当は笑えなかった。

　案外、こういうのは笑えないもんなんだな。

　笑うのって疲れるかも……。

　嫌いやでも思い出される。

　あの少女の言うところでは、自分はもうすぐ死んでしまうのだ。




　そんな自分を自分で今、笑っている。

　笑い飛ばしてしまいたかった。




　　　　♪




「明日あしたは何ど処こだ？」

　と探してみるが、見付かりそうにない。

　きっと見付からない。

　もしかして、明日はやってこないかもしれない。

　ずっと届かなくて。

　ずっと戻らないまま。

　だから、精一杯、今を生きる。

　残された時間があとわずかだとしても、一いつ生しよう懸けん命めいに──

　今しかない。

　今──、ただそれだけ。




　理科室で、水み月つきはもうひとつ、彼女に質問をした。

「今度はどうやって、プールを阻そ止しするつもりだ？」と。

　豊ゆた花かは、はたと考え込んで、

「い…いろいろ……あるじゃん。そんなの」

　とか口ごもった。

　どうやら、ぜんぜん思い付いてないようだ。

「じゃあさ──」

　簡かん単たんな方法がある。

　水月はそう言いかけて、やめた。

　それをやったら、プールは中止になるだろう。事と次第によって、この夏の間、プールの授業は失なくなるかもしれない。

　だからこそ、言わなかった。

　そんなことをすれば、自分がプールに忍び込んだりできなくなってしまうじゃないか。

　自分本位かもしれないが、これもまたお互い様だ。

　何しろ、自分はもう少しで死んでしまうのだから。




　──リン。




　　　　♪




　薄うす暗ぐらい部屋。

　白色の壁かべのポスター。

　ポップスターがロックンロールを謳うたってる。

　隅っこのベッド。

　そのうえ。

　彼は、うずくまるように膝ひざを抱えていた。

　そんな彼のもとを、また、あの少女が訪たずねてきた。

　白い姿の死しに神がみ少女。

　空間から湧わき出るように現れ、そのまま空中にふわりと浮かんで、彼を見おろしている。

　まるで、死ぬことを確認しにやってきたように思えた。

「何しにきた？」

　水み月つきは言った。

「キミのこと見にきたんだけど」

　誰だれかに頼たのまれたような口くち振ぶりだ。

　ふざけたヤツ。

「調ちよう子しはどう？」

　また、おかしなことを言う。

　死ぬヤツに、調子を訊たずねてどうするというんだ、まったく。

「まあまあ…だな」

　彼は答えた。

「そう？　あたしには、そんな風には見えないけど」

　少女はオトナびた口調で言う。

　だったら、訊きくなよ。とか思いつつ、彼は何も言わなかった。

　すると、少女の傍かたわらに寄り添そうようにしていた黒猫が、ぴょこん、と彼の足もとに降り立つ。

　それまで飛ぶために出していたらしい、コウモリのような羽は根ねを黒猫はしまった。

「なんだなんだ、わざわざきてやったのに。その態たい度どは」

　器用に喋しやべる黒猫は黄おう金ごん色の大きな瞳ひとみをクリッとさせ、彼を見やった。

「ダニエル。そんなこと言わないの」

　少女が黒猫を制した。

「でもさ。モモがこうやって訪たずねてきてるってゆうのに、このクソガキが」

「だから、そういうこと言わないの。ほら、落ち込んでるのよ、この子。──自分が死ぬって判わかっちゃったから」

　言って、少女は噓うそっぽく笑った。

　なんだ。

　俺おれを笑いにきたのか。

　やっぱり、死しに神がみか。

　リアルじゃないクセに。

　見た目は俺よりガキじゃないか。

　ワンピースに、赫あかいシューズ。

　それじゃ、ただのガキじゃないか。

　いや、むしろ、それがリアルなのかもしれない。

　真しん実じつみたいなフリしたこの世界の噓よりも、こんな噓っぽい真実の方がまだ、マシだ。

「もう、俺を迎えにきたのか──？」

　彼が訊くと少女は、そうじゃないと首を振った。

　黒猫も真ま似ねして、首を振る。

　首くび輪わに付いたやけに大きな鈴が、リリンと鳴った。

「まだ、もう、ちょっと──先。もう少しね」

　少女は言う。

　楽しそうにして言う。

　けれども、彼にはそれがちっとも楽しそうには聞こえなかった。

　声は弾はずんでいるのだが、無理に弾ませているように感じた。

　顔を背そむけて、少女の方を見ていないせいか、

　それとも──

　まあ、いい。

　あと少しある。

　そのことに、少しだけ彼はほっとしていた。また、夜のプールに入って、星を眺ながめられる。あの宇宙を泳ぐことができる。

　それだけでいい。

　やっと、あそこに行くことができたんだ。

　今さらだけど、大切な場所があるんだ。

　あと少し。

　もう誰だれも代わりにならなくていいんだ。

　誰も傷付かなくていい。

　もう自分の代わりに、誰も──死ななくていいんだ。

「うーん。ちょっと違うんじゃない」

　唐とう突とつに、少女が言った。

「え──っ？」

　はじめて彼は顔をあげた。

「キミは、自分の代わりに誰かが傷付き、そして命を落としてしまっていると思っているみたいだけど。それは違うんじゃない？」

　少女は、ふわり、と身をひるがえし、彼に近付いてきた。

　吐と息いきが、その白く透すき通るような肌はだ、温度さえも感じられるような距きよ離りに顔を寄せてきた。

「それは代わりじゃなくて、そのひと自身の──〝運命〟なの。誰も誰かの代わりなんてできない。あの子の代わりはあの子しかできなくて、キミの代わりもキミにしかできない。自分は自分でしかあり得ない。自分自身なの。たったひとり……」

「だったら、俺おれはどうやって死ぬんだ」

　誰も巻き込みたくない。そう思って、彼は訊きいた。

「それは教えられない」

　としかし、死しに神がみは切り返してきた。

「もし仮かりに教えたとしたら、それから逃のがれようとして、運命が変わっちゃうかも知れないだろ？」

　と黒猫が偉そうな口くち振ぶりで、主人の科白せりふに付け加えた。

「じゃあ、運命は変わらないのか？」

　彼は運命は決まっているような、少女と黒猫の口振りに苛いら立だった。

　運命が決まってしまっているのなら、何な故ぜ、自分はここにいるのだ。

　生きて呼吸をしているのだ。

　何かを探しているのだ。

　自分の代わりに死んでしまったヤツがいるんだぞ。自分をかばって。

　昴すばるは──そうやって死んでしまったんだ。

　それさえも〝運命〟の一ひと言ことで片付けてしまうのか？

　すると、少女はやけにあっさり言った。

「そうね。簡かん単たんに言ってしまえば──変わらないんじゃない？　だって運命ってゆうのは〝命を運ぶこと〟だから。君たちが生きてゆく限りは、きっとそれは変わらないんじゃない。やっぱり」

「…………そうか……」

　なんだか、妙に納なつ得とくできて、なんだか、妙に笑えた。

　少女の言う運命には、どうしてか、希望ってモノがあるような気がした。

　死に逝ゆくはずの彼が、そう感じたのだ。

「それに、誰だれかが代われる人生なんておもしろくないでしょ」

　少女は、去りぎわに薄うすく笑って、言った。

「じゃあ──がんばって」

　やっぱり、変なヤツ。

　何をがんばれというんだ。

　言われなくてもやるよ。

　──生きるさ。




　生き抜くさ。




　　　　♪




　水み月つきと昴は、五つ歳としが離はなれていた。

　両親は男の子が欲しかったらしい。一番最初の生まれてくる子供の名前を男の子っぽいモノしか考えてなかった。

　しかも考えた名前に愛着が出てきてしまった結果、長女には男みたいな名前が付けられた。

　次の子供は、女の子をと考えた名前は、女の子のばかり。が、生まれたのは男の子。

　このときもやっぱり考えていた名前に愛着があって、結果、やっぱり長男には女みたいな名前が付けられてしまった。

　しかも、最初の子ということで、強く育って欲しいという両親の願ねがいが少しだけズレた方に行って、長女なのに男の子のように育てられてしまった。

　昴すばるは、表情や容よう姿しは女の子なのだが、どうも男勝まさりな性格になっていた。

　カワイイより、カッコイイというイメージを持たれてしまう。

　天体好きの両親の影えい響きようで、昴も水み月つきも、空を眺ながめるのが大好きだった。

　特に昴は、宇宙というヤツに興きよう味みを惹ひかれていた。

　よく手を伸ばして、夜空の星をつかもうとしていた。

　水月は、バカだなぁ、そんなことをしても届かないのに、とか思いながらも、そんな姉のことが好きだったし、尊そん敬けいしていた。

　でも、そんな昴は──死んでしまった。

　いなくなった。

　あの夏の暑い日。

　昴はいなくなった。

　夜のプールに忍び込んで、ふたりで笑いあって、またやろう、とか言ってたのに。

　魚のフリして、もっと宇宙を泳ぎたかったのに。

　泳ぐことが好きだった昴は、中学の水泳部に所属していた。

　水月はその日、部活終わりの姉を迎えに、中学校を訪おとずれた。

　今日きよう、またプールに忍び込もうと約束していたからだ。

　わくわくした。

　どきどきした。

　なんだか、待ちきれずに昴を迎えに行ったのだ。

「すばるっ！」

　校門の前で、手を振ふる水月に、昴は笑って歩み寄った。

「水月、まだだぞ」

　優やさしい声。

　真っ黒に日焼けした肌。

　短かめの髪。

　すべてが今もあの日のまま。

　あのままの姿で、水月の記き憶おくの中で笑っている。

　変な感じだ。

　自分は、もうあのときの昴すばるより歳とし上うえになってしまっているなんて。

　バカだなぁ。

　なんで、俺おれなんか助けたんだよ。

　なんのとりえもない俺を。

　昴は、二年生なのに、水泳の地域の選手に選抜されたり、大会で優勝したりしてたのにさ。

　将来を有望視されてたって、やつなんだろ？

　なんで、死んじゃうんだよ。

　なんで、俺の代わりに死ぬ必要があんだよ。

　なんで……。

　昴が死んだあの日、ふたりは、夕焼けの中にいた。

　あの日、俺とふたりで歩いていなかったら。

　あの日、俺が昴を迎えに行かなかったら。

　あの日、俺と約束なんてしなかったら。

　何かが少しずつズレて、何かが少しだけでも変わっていたら、きっと昴がいなくなることなんてなかったのに……。

　赫あかいこの世の終わりのような、美しい景け色しきの中で、ふたりは長い影かげを連れて、笑いあって。

　それは、次の瞬しゆん間かん、

　──轟ごう音おん。

　──残ざん響きよう。

　──悲ひ鳴めい。

　──不協和音。

　様さま々ざまな〝音〟が混じり合っていた。

　気が付いたら、水み月つきは病院のベッドのうえにいた。

　昴が死んだと知ったのは、それからしばらくあとだ。

　ビル工事の現場のすぐ傍そばを通っていた水月と昴の頭ず上じように、鉄骨が降ってきたのだ。

　原因は突とつ風ぷうのせいで、鉄骨を持ち上げていたクレーンが傾かたむいたからだった。

　昴は鉄骨から水月を守るため、水月のことを突き飛ばした。

　そして、自分は鉄骨の下した敷じきになり、死んでしまった。

「なんでだよ……なんで……」

　ベッドのうえで水月は膝ひざを抱えたままだった。

　あの少女も黒猫もいない。

　だけど、身動きひとつとれずにいた。

　開あけっ放ぱなしの窓から、射さし込む光はない。

　部屋の中は薄うす暗ぐらい。

　ただ、暗くら闇やみにぼんやりと浮かぶ白いカーテンが、吹き込む風に揺れていた。

　──でも、いいんだ。

　次はやっと自分の番だ。

　もう誰だれも代わりにならなくていい。

　と、部屋をノックする音がした。

　母親だった。

「水み月つき、ごはんだから降りてきなさいって言ったでしょ。水月？　入るわよ。──ちょっと何やってんのよ？　電気もつけないで」

　母親は、部屋に入るなり顔をしかめた。

　そして、灯あかりのスイッチを押す。チカチカと蛍けい光こう灯とうが瞬またたいて、部屋を照らし出した。

　母親はすぐ、ベッドのうえにうずくまる水月の姿を発見した。

「なにやってんの？」

「────」

　水月は何も答えなかった。

　はぁー、と母親はため息をついて、呆あきれた風に言い出した。

「あんたねぇ、突然部活やめたと思ったら、毎日ぼーっとさー。あ、ぼーっとしてるのは前からか……じゃなくてさ。しゃんとしなさいよ。しゃんと。最近なんかおかしいわよ、水月」

　水月は、大丈夫だよ、と小さく、仔こ猫ねこが鳴くように答えただけだった。




　昴すばるがいなくなってから、水月はずっと夜のプールには行かなかった。

　──行けなかった。

　約束をしていた。

　ふたりで行くんだって。

　なのに、あの日は、何な故ぜかどうしてもプールに行きたかった。

　泳ぎたかった。

　水の中を。

　星降る宇宙を。

　自分もやがて死ぬのだと知ったから。

　もしかすると、もう二度と夜空を泳ぐことができなくなるかも知れないから。

　もう一度、あの大切な場所に行きたかった。

　大切な場所があるんだと確かめたかった。

　でも、結果的に〝ふたり〟になった。

　彼女に逢あったんだ。




　　　　♪




　──かつて、人間が魚だったとき、

　きっと水を探していたんだよ。

　だから、泳ぐのが好きなんだろうな。

　あと、宇宙とかね。




　そんな風に昴すばるが言っていたのを思い出した。

　理科準備室の小さな水すい槽そう。

　メダカの類の熱ねつ帯たい魚ぎよが、泳いでいる。

　グッピーだっけ？

　チャッピーだっけ？

　水み月つきは作業をしていた手をとめ、ぼーっとそれを眺ながめていた。

「──あんたって、なんか羨うらやましいよね」

　後ろから、豊ゆた花かがそう声をかけてきた。

　ん？　と惚ほうけたような顔で水月が振ふり向くと、彼女は、ぷっ、と吹き出した。




　豊花はよく笑う。

　喜き怒ど哀あい楽らく。感情というやつがハッキリしているのだ。

　ここ何週間で、それがよく判わかった。

　あいかわらず、水月は豊花と行動が重かさなってしまう。

　今だってそうだ。

　でも、どうせならそれを楽しんでやろうと思うようになっていた。

　今しかないのなら、今を精一杯楽しむんだ。それに豊花は楽しいヤツだ。

　男友達のように冗じよう談だんを言い合えるし、気き遣づかいをしなくていい。

　そのことは、今の水月にとってずいぶん楽だったし、救われるような気さえした。

「浅あさ野のって、自分の自由を持ってる気がするんだよね。自由の意志ってゆーの？　なんだかよく判んないけど、そんなカンジ」

「それって、おまえもそうじゃん？」

　水月は思った。

　自分は自由な〝フリ〟をしているだけだ。

　自由なフリして、自由に囚とらわれ、振り廻されている。

　無理しているだけなのだ。

　すると、彼女は水月の心をそのまま写し取るように、

「あたしは、フリだよ。フェイク。自由気ままにやってるようなフリしてるだけ。窮きゆう屈くつなフリして、自由を気き取どってるだけ。あたしは、浅あさ野のみたくなってみたいな」

　そう言った。

　しかし、水み月つきは、自分でも気付かないうちに首を振ふっていた。

　そして思い出していた。

　あの少女が言ったことを。

「誰だれも誰かの代わりなんてできないんだよ」

　自分で言って、自分でハッとなった。

　結局。

　本当は、自分も、誰もが知っている。

　自分は自分自身。

　たったひとり。

　みんな、誰とも代われないということを知っている。

　知っているからこそ、こうなりたいとか、ああなりたいとか望むのだ。

　水月が自分の代わりに死んだ──昴すばるみたいになりたかったように。

　水月は昴が大好きだった。

　それは今でも変わらない。

　昴は、星が好きで、泳ぐことが好きで、たくさんのことを水月に教えてくれた。

　なのに、死んだ。

　水月をかばって、星も水もない、乾いたアスファルトのうえで、

　──死んだ。

　代わりになりたい水月は、代わりになれなかった。

　努力はしてみたが、昴のようにはなれない。

　自分は惨みじめなヤツだ。

　卑ひ怯きようなヤツだ。

　それなのに、それなのに、

　彼女は、豊ゆた花かは、はにかんで言うのだ。

「なんかさ、せっかく夏なんだからどっか、行きたいよね」

「どっかって？」

「えっと──ほら、海とか、プール？」

「つーか。おまえ、海とかプール入んの？」

「あ……べ、べつにそこじゃなくてもいいし。何ど処こだっていいかな…って」

「そんなら、夏関係なくねぇ？　夏っぽさ無視でよくねぇ？」

「……ち、違う。あたしは、浅野とどっか行きたいのッ！」

　言って、豊ゆた花かは、ハッと口をつぐんだ。

　それって、まさか、おい……。

「なんつーか、それってさ。もしかして、俺おれのこと……気に入ってるとか？　まさか…な？」

　あくまで水み月つきは冗じよう談だんっぽく訊きいた。

「ん…んなわけないじゃん！」

　としかし、彼女の顔は、みるみる紅くなっていく。

　ということは、つまり、そうである。

「ま、マジかよ……？」

　すると、彼女はコクリとうなずいた。

「どうやら、マジ──みたい」

　頰ほおを桜色にしながら、少しうつむき加か減げん、落ち着かない様よう子すだった。

「だいたい、俺の何がいいんだよ」

　バカなことを訊いているのは、判わかっている。判っているが……。

　と、彼女は逆に、

「あのさ。浅あさ野のの好きな食べモノって、なに？」

　訊いてきた。

「なんだよ。いきなり……」

「いいから、ほら、ゆって」

「うーん……ハンバーグ……。かな」

「なんか、らしいね」

「悪かったな、お子様で。それがどうしたんだよ？」

「ハンバーグ、なんで好きなの？」

　ますます、理解ができなくなっていた。

　好きなもんは好きだからしょうがない。

　食べたいんだから、食べる。

　それでも水月は、

「それは…えーっと、おいしい…からだろ」

「じゃあ、そんなカンジ」

「はっ──？」

　わけが判らない。

　豊花が水月を好きなのと、水月がハンバーグを好きなのが、同じ？

　おいしいってこと？

　彼女は笑った。

　よく判らないが、好きというのはどうやらそういうもんらしい。

　はあ、と水み月つきはため息をひとつこぼした。

　彼女の気持ちはうれしい。

　豊ゆた花かはかわいいし、一いつ緒しよにいると楽しいし、話だって合う。互いによけいな気き遣づかいを必要としない。

　でも──

「俺おれさ、もうすぐ死ぬんだよ」

　豊花は虚を衝つかれたように、驚おどろいた。

　それから、じっと水月のことを見つめ、沈ちん黙もくした。

　ポコポコと、熱ねつ帯たい魚ぎよの水すい槽そうのエアポンプの音がやけに大きく聞こえる。

　が、やがて、その目に涙が溢あふれかえっていることに気付き、水月は戸と惑まどった。

「ふ、藤ふじ島しま……っ？」




　──パンッ。




　乾いた音が、湿し気けった室内に鳴った。

　左の頰ほおが、ジンジンとした。

　殴なぐられたのだ。

　豊花に、思いっきり。

「あたしのこと好きじゃないんなら、それでいい。けど、なにもそんなバカみたいな冗じよう談だんでちゃかさなくたっていいじゃん！　あたしの想おもいを笑わなくたって──」

　その科白せりふが終わるか終わらないかで、彼女はこの場から逃げ出していた。

　ピシャッ、

　と激はげしくドアが閉められた。




　誤ご解かいだ。

　本当のことなのに。

　噓うそみたいな本当だ。




　でもそれを知らない彼女のことを水月は傷付けてしまった。

　俺は誰だれかを傷付けたくないだけなんだ。

　なのに、何な故ぜなんだ。

　なんだかもう……。

　全部、ワケが判わからなくなってきた。




　──リン。




　　　　♪




「あーあ、泣かせた」

　死しに神がみの少女がそこにいた。

　いつの間まにか、そこに立っていた。

　傍かたわらの黒猫が、ぴょこんと熱帯魚の水すい槽そうが置かれた台のうえに飛び乗る。

「ねぇ、モモ、モモ！　これ、おいしい？」

「やめた方がいいんじゃない？」

　黒猫の問いに、少女は肩をすくめた。

「おまえ──何しにきた」

「おまえじゃない。『モモ』って呼んでよね」

「なっ？」

　驚おどろいた。

　この死神は名前があるらしい。

「あたしは一じゆう〇まん〇と一ん〇で〇ひやく号だから、一ひ〇や〇くと一ひ〇や〇くで『百モ々モ』ってワケ」
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　死しに神がみの少女、モモはそう言って、おどけた。

「ダニエル。ほら、もういいでしょ。こっちおいで」

「わかったぁ」

　少し名な残ごり惜しそうだったが、ダニエルと呼ばれた黒猫は、ふわりとジャンプして、モモの腕の中に飛び込んだ。

「キミの死の支払いはあの娘この涙？」

　モモが言う。

「違う」

　水み月つきは答える。

「なんで、俺おれなんだ……」

「なにが？」

「これが俺のことじゃなかったら、藤ふじ島しまと、好きだとか、嫌きらいだとか、ちゃんと言えたかも知れないのに……」

「だったら、ちゃんと言えばいいじゃん。好きだって」

「言えるかよ。俺はもうすぐ死ぬんだろ!?」

　水月は苛いら立だった。

　すると、モモは、水月の前に現れてからはじめて、真しん剣けんな表情になった。

　まるで今までふざけていたのが、〝フリ〟だったとでもいうように。

「そんなのあなただけじゃない。だから、言ったでしょ。──がんばれって」

　何を言ってるんだ。

　自分じゃない？

　だったらなんなんだ。

　死ぬのは自分であって、他ほかの誰だれでもない。

　他の誰でも……。




　水月の心に、少女も黒猫も答えず、消えた。




　　　　♪




　次の日。

　豊ゆた花かは笑っていた。

　精一杯の笑え顔がおで笑ってくれた。

「やっぱり、あたし、浅あさ野ののこと好きだから。うん、それだけ。だからいいの。浅野があたしのこと嫌いでも、なんとも想おもってなくても」

　そう言って彼女は笑う。

　つられて、水み月つきも笑った。

　でも、ちょっと切なかった。

　心が少し──痛かった。




　リビングのテレビが、チカチカと映えい像ぞうを発信し続けていた。

　午後九時を廻ったころ。

　テレビでは、流は行やりのミュージシャンが主演した映画をやっていた。

　ただ、ぼんやりと水月はそれを眺ながめていた。

　音はほとんど耳に入ってこない。

　目に映る映像だけが、脳の方までかろうじて達していた。

　テレビで、時代のロックスターが悲しいフリをしていた。

　ロックスターは悲しいフリがうまかった。

　それを自分はアホ面づらで見ている。

　テレビで、稀き代だいのストーリーライターが真ま面じ目めなウソをつき続けていた。

　ストーリーライターは真面目なウソがへただった。

　それを自分はアホ面で眺めている。

　なんだかそれがとても悲しかった。




　どうやら、自分は、死ぬことに、




　──怯おびえている。




　らしい。




　　　　♪




　その夜。星降る水の中を、水月は泳いでいた。




　泳ぎ疲れたら、魚はどうする？

　何ど処こへ行くんだろう。

　ミナソコに身体からだを沈め、そこから歪ひずんだ夜空を眺ながめる。

　月が水みな面もに映っている。

　三み日か月づきが揺れた。

　他ほかには何もない。

　音も聞こえない。

　ここは宇宙だ。

　透明の宇宙だ。

　すべてが透すき通って見える。

　そんな中で、昔、聞いた声がした。

「醜みにくい夢ほど醒さめないんだって。テレビで言ってたろ？　だから、星に願ねがうんだ。この死体のような未来が夢でありますように──って」

　優やさしい声は、昴すばるのモノだ。

　透き通って、心の奥の方に入っていく。

　親は両方とも、昴に大きな期待を持っていたに違いない。

　両親から、昴を奪うばってしまった。

　奪ったのは、自分。

　だから、自分が昴の分の命も期待もすべて背負って、行くつもりだった。

　けど、水み月つきにはできなかった。

　昴のようになることも、自分自身のことさえうまくできなかった。

　運命は決まっている。

　最初から、こうなることは決まっていた？

　これが、たったひとつの歩ける道──

　水月は、真夜中の水の中を漂ただよって、沈む。

　プールの底。

　空に手を伸ばし、やめる。

　あの月をつかもうとした。

　また手を伸ばし、そして、またやめる。

　でももう、見えなくなる。

　見れないんだ。

　あんなに見ていたのに。

　なれなかったんだ。

「自分は自分。他の誰だれでもない」

　今さらに、あの少女の言葉が響ひびく。

　手を伸ばす、あの向こうへと──

　そのときだった。

　誰かが水月の手をつかんだ。

　しっかりと握にぎりしめ、水月はミナソコの宇宙から、またこの世界へと戻された。

「浅あさ野の！　大丈夫!?」

「………………なんで……藤ふじ島しま……？」

　そこに彼女がいた。

　泣いていた。

「だって、だって…浅野、ぜんぜん浮かんでこないんだもん！　死んじゃったのかと思った！」

　豊ゆた花かは、水なんだか涙なんだ判わからないモノで顔をぐしゃぐしゃにしていた。

　彼女はきっと、水み月つきがここにいるような気がして、プールにやってきた。

　プールの中の水月に気が付き、彼があがってくるのを待っていたのだが、いつまでたってもあがってこない。

　豊花は怖くなって、ついには、水月を助けるためプールに飛び込んだ。

　父親のピラニアを放はなしてまで入りたくなかったプールに、飛び込んだのである。

　彼女の身体からだは震ふるえていた。

　そうだ、彼女はきっと──

「お、おい。おまえ、水嫌きらいなんじゃ!?」

「ううん……違う。そうじゃない」

　としかし、彼女は首を振ふった。

　だったら、どうして──？

　すると、豊花は答えるように言った。

「怖かった。ただ、そんだけ。浅野が死んじゃうと思ったら、どうしようもなく怖かった。あたしにはなんにもないから。浅野だけだから」

　そう言って笑った。

　無理して笑え顔がおを作っていた。

「よかった……浅野……」

　彼女はぎゅっと水月の身体を抱きしめた。

　そうしたら途と端たんに、水月も涙が溢あふれてきた。

「ありがと…な」

　という声も震えていた。

　笑っていたかったけど、感情が涙が言うことを聞いてくれない。

「俺おれ…なんか──死にたくないみたいなんだよな。俺、無理してやりたいこととかやんなくって、昴すばるの代わりになりたくて……でも俺じゃぜんぜんダメで…できなくて……。でもさ……でも、俺、生きたいんだ。──生きたいよ。生き残っていたいんだ。ちゃんとここにいたいよ……死にたくねぇよぉっ……」

　泣いた。

　みっともなくてどうしようもないくらい泣いた。

　はじめて、心の奥おく底そこの言葉を声にした。

　いつの間にか見えなくなっていたモノ。

　いつの間にか失なくしてしまったモノ。

　その代わりに手にしてきたいろんなモノ。

　昴すばるを失くして、代わりに昴を失くしたという喪そう失しつ感かんを得た。

　そうやって、得ることは失うことであり、失うことは新たに何かを得ることだった。

　この場所にも、この大切な場所に今はちゃんといる。

　ふたりで。

　彼女と──




　　　　♪




「あいつ、変わるかな？」

「さあ、どうかな」

「とか言って、モモは信じてるんでしょ？」

「さあね。でも──大変なのはこれから」




　　　　♪




　それは、触れると壊こわれてしまいそうなくらい儚はかなくて。

　だけど、生きていける気がした。

　生きて行ける気がしたんだ。




　ふたりは放ほう課か後ごの街まち中なかを歩いていた。

　水月は、豊ゆた花かにきちんと、自分のこと、死しに神がみのことを話すことにした。

　信じてもらえるとは思ってない。それはもう、ひどくふざけた話なのだから。

　だけど、彼女にはちゃんと話しておきたい。

　すると、豊花は、きょとんとした顔になった。

　朝からずっと吹き続けている強い風に、乱れる髪を押さえながら、彼女は訊きいた。

「あなたは死ぬことになるって、言ったの？」

「まあ、確かそんなだった」

「で、いつ死んじゃうとか、言ったの？」

「そりゃ、もうすぐだろ？」

「もうすぐって、いつ？」

　子供のように、あげ足とりの彼女はしつこく訊きいてきた。

　だが、それは水み月つきについてちゃんと知っておきたかったからだ。

　けれどもそれが、とても肝かん心じんなことを水月に気付かせた、

「ん──？」

　もうすぐ、っていつだ？

　死ぬとは言われたけど、いつ死ぬとかなんかとか、そういや言ってなかったぞ！

　よく考えてみれば、自分こそあの死しに神がみのことを信用してなかったんじゃないのか？

　だから、話もちゃんと聞いてなかったんじゃ。

「うーん……」




「……うーん」

　考えても聞いてないモノは、自分で判わかるはずもない。

　唸うなりながら考え込む水月。

「それじゃーさー、いっしょじゃん」

　不意に豊ゆた花かが言った。

「は？　なにが」

「だから、いっしょだって言ってんの」

「だから、なにが？」

「いつ死ぬか判らないのって、それって、浅あさ野のもあたしも変わんなくない？」

　ああ、そうか。そうなんだ。

　誰だれもがそうだ。みんな、そうやって生きているんだ。

　結けつ末まつを知っていても、生きていくんだ。

　死神少女が言っていた。

　運命とは〝命を運ぶこと〟だと。

　なるほど。それは決まっていることだ。

　──人は命を運んで生きる。

　それが人の生きる道なんだ。

　そういう意味かよ。まったく。

「あーあー」

　とか、呆あきれた風に水月はため息をこぼした。

　それから、おかしくなって笑ってしまった。

　丁ちよう度どそのとき、ビル工事のすぐ傍そばを通った。

　カンカン、と鳴る金属音のせいで、ふたりの声はかき消された。

　その瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな突とつ風ぷうが吹き付けた。

　そういえば、台風が近付いているとか、テレビで言っていたのを思い出した。

　そして──景け色しきが揺れた。

　紫むらさきの太陽が、ぐらりと歪ひずむ。

　いや、違う。

　現実に景色が揺れているわけじゃない。

　水み月つきの中で、過去がフィードバックしているのだ。

　過去と現在が重かさなり合う。

　ハッとなって水月は辺あたりを見廻した。

　と、少し先を小学生くらいの男の子が通りかかっているところだった。

　とっさに、水月は走り出し、その子に飛び付いていた。

　その途と端たん、




　──ガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァンッッッ!!




　という猛烈な音が辺り一いつ帯たいに轟とどろいた。

　空気を揺らし、ビリビリと鳴る。

　水月は、男の子をかばっていた。

　あの日の昴すばるのように。

　今度は、自分が。

　突風のせいで、ビル工事の鉄骨が崩くずれ、真下を歩いていた男の子に降り注そそいだのだ。

　身体からだが半なかば無意識のうちに、何かに衝つき動かされるように動いていた。

　豊ゆた花かの悲ひ鳴めいは、鉄材の落下音にかき消された。




　ああ、俺おれは死んだんだ。

　やっと、これで昴のようになった。

　昴のように……。

　あと、ちょっとだけ生きてたかったな。

　もうちょっとだけ、笑っていたかった。

　彼女の傍そばでさ……………。

　……ん？

　あれ？

　おや？

　んん？

　んっ!?

「浅あさ野の──っ！」

　彼女の声が聞こえる。

　どんどん近くなってくる。

　白く眩まぶしい光が、水み月つきの中に射さし込んだ。

「────」

　覆おおいかぶさるようにした腕の中に、男の子がいた。

　何ど処こも怪け我がはない。

　一方の自分は、あちこちと痛むし、あちこちから血が滲にじんでいる。

　でも、

「──浅野っ！」

　重かさなった鉄骨の間から、彼女の顔が覗のぞいた。

　ほっとした。

　痛みは、彼女の顔を見たら吹っ飛びそうだ。

「なんだか、俺おれ──死んでないみたいだ」

　水月は、昴すばるが死んだあの日のことを思い出していた。

　ふと見あげた空に、光の軌き跡せきのような点が見えたのだ。

　それは白い姿をした少女だった。

　まるで、逆の存在のような姿で笑う死しに神がみだった。

　そして、記き憶おくが再びフィードバックする。

　──思い出すことができた。

　あのとき、昴の魂たましいを迎えにきたのは、今空に浮かぶ死神の少女だった。

　水月はずっと忘れていた。いや、思い出すことができなかったのである。

「キミはまだ死んじゃダメ。生きて。自分の分を生きるの。でもそれにはキミの心は綺き麗れいすぎる。きっと、生きて行くには邪じや魔まになる」

　少女は手を伸ばし、幼い彼の頰ほおに触れる。

「だから、持っていく。今あたしと出で逢あってしまったことを、今のキミの痛みを、キミのお姉さんといっしょに天上へね。それじゃ──がんばってね」

　やがて、ヒカリになった。




　　　　♪




　事故現場から助け出された彼に彼女は抱き付いた。

　それは、抱き付いたとかのレベルではなく、飛び付いたといっていい。

「ぐ、ぐぉっ……」

　彼は、身体からだ中の痛みに苦く悶もんしながら、よろめきながら、それをしっかり受けとめた。

　なんだか、やっぱり泣けてしまった。




　そして、それを上空から見み届とどけていた少女も涙をこぼしていた。

「なに？　もらい泣き？　ほんと、モモっていつまでたっても泣き虫なんだから」

　コウモリのような羽は根ねをはためかせ、黒猫は主の涙を乾かすようにした。

「うるさいなー。いいじゃん、べつに」

　少女は、ペロリ、と舌を出した。

「ったく、わざわざあいつの姉さんに頼たのまれてたからって、噓うそついて、あいつのこと変えようとしたり。まったく、ボクにはよく判わからないよ」

　すると、少女は言った。

「噓なんかついてないけど？　あたしはただ、がんばれって言っただけ」

「ふ[image: ][image: ][image: ][image: ]ん。それだけで十分おせっかいだと思うけどな、ボクは」

　やれやれ、といった風に黒猫は器き用ように前まえ脚あしを組んだ。

　少女は、涙目でも綺き麗れいに笑った。

「前から言ってるでしょ。あたしはおっせかいなんだよ──」




　──リン。




　数十年後、彼はその生命いのちをまっとうすることになる。




　　　　♪




　運命は人の身の上に巡めぐる、幸不幸の成り行き。

　運命は長い一生を支配するモノ。

　人生はその道のり。

　だから、道はひとつじゃない。

　さんざん迷って、やっと其そ処こへ辿たどり着く。

　まだまだ、あるさ。これからさ。




　だろ？

　ちいさな死しに神がみさん──




　その日、夜空の下で彼女は言った。

「ほら、ここ。あるでしょ？」

　言って、彼女はいつもおろしている長い茶髪をアップにして見せた。

「んー……ん？」

　──あった。

　それは、ともすれば見過ごしそうなくらい小さな小さな〝傷きず跡あと〟だった。

　彼女がプールに入るのを嫌いやがった理由は、まさにこれだったのである。

　髪を長くして隠かくしていた傷跡。

　子供のころに負ってしまって、今なお残る傷跡。

　プールに入るとき、学校の規則では水泳キャップをかぶらなくてはいけない。ダサいし、そのためには、豊ゆた花かは髪をアップにせざるを得ないだろう。

　ずっと見えないところでも傷になった傷。

　よく判わからないが、女の子というのはそういう生き物らしい。

　まあ、いいか。

　だって、彼女は今──

「……あーあ、明日あしたのプールだるいなぁ……」

「えっ？　入んの、プール!?」

　彼は少し驚おどろいて訊きいた。

　あんなにまでして、入ることを拒こばんでいたのに。

　すると、彼女は言った。

「だってもういいし。見せちゃったから、コレ。浅あさ野のに見せられたんだから、だいじょうぶ」

　夏の暑い日。

　月明かり、ゆらめく水みな面も、風の波は紋もん。

　プールサイド。

　彼女は笑った。

　その笑え顔がおのために、できること。

　そうすることによって、想おもい出の場所が失なくなるかもしれない。

　それでもきっと彼は笑える。




　──今なら笑えた。




「それならそれでもいいけど。いい方法あるんだけどなぁ」

「いい方法？」

「こうすればいいだけだ──」




　そう言って、彼は、四角い水すい槽そうの栓せんを開放した。




　やがて、空からっぽになる水槽。
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　　　　♪




　少女は煙草たばこに火を点つけた。

　吸い込んだ煙が肺を通って、ため息と一いつ緒しよに外へ吐き出された。

「タバコ、好き？」

　少年が言った。

「べつに……」

　としかし少女は、答える。

「じゃあ、なんで吸ってんの？」

　少年は首を傾かしげる。

「…………うーん──判わかんない。何で吸ってんだろ……嫌きらいなのに……タバコ」

　少女も首を傾げた。

　自分で自分がよく判らない。

　なんて、不思議なことだろう。

「なんでなんだろうね」

　少年は、楽しそうに笑った。

「てゆうかさ」

　少女が息を吸い込むと、タバコの先が赤く熱ねつを発する。

「なに？」

　少年が訊きく。

　少女は、大きく煙を吐く。

「なんでアンタがここにいるわけ？」

「どういう意味？」

「って、おいおい……。アンタ──死んでんじゃん」







　　　　♪




　雨のあとには、虹にじってやつが出てもいいものだが、最近見ていないのは気のせいだろうか。

　香か川がわ理り胡こ子こは、学校指定のバッグの中から、無む造ぞう作さに押し込まれていたマフラーを引っ張り出した。

　夕暮れ間ま近ぢかの街まち中なか。雨が降ったこともあり、だいぶ肌はだ寒ざむくなってきていた。

　学校をバックレて街をブラブラしていた理胡子だったが、降り出した雨を逃のがれるため、ファストフードでしばらくやりすごすことにした。

　二時間ほど雨は降っていたが、この時間になってようやくやんだ。

「…………………」

　温かい場所にいたせいで、外に出ると気温がとても低く感じる。

　さらにはいじわるなことに、冷たい秋風が理胡子の短いギンガムチェックのスカートをフワリと浮かせた。

　ブルブルッ、と全身が縮ちぢみあがった。

　じゃあ、スカートを長くしてみようという考えには、もちろんいたらず、理胡子はブレザーのポケットに両手を突つっ込んだ。

「なんでこんな寒いんだっつーの……」

　とか、ブツクサ大自然に文句を言っても仕方がない。

　ダラリと右のソックスが下がっている。その足で理胡子は道みち端ばたの空あき缶かんを蹴け飛とばした。

「あー……ダルぃ……」

　なんだか、身体からだがやたらと重い。

　それは気温の変化のせいか、それとも、コーヒー一杯で二時間も粘っていたからか、はたまた、頭の痛い悩みのせいか。

　まあ、おそらく全部だろう。

　特に悩みの種は、とても他人に言えたもんじゃない。

　だから、よけいイタイ。それに、別のところも心なしか痛いような気がする。

　気持ちがどんどん内へ内へと入っていってしまう。

　今の理胡子は憂ゆう鬱うつが制服を着て歩いてる感じだ。

　その制服もここら辺あたりでは、わりと有名で、お嬢じようさまってほどでもないが、中高一いつ貫かんのエスカレーター式のわりとお堅い女子校である。

　しかも、わりと制服がかわいくて、それを目当てに入学したいという者までいる。

　で、わりと目立つのである。街中では。

　良くも悪くも目立ってしまう。

　おまけに、理り胡こ子こは十四歳という年ねん齢れいのわりには、顔立ちも整ととのっていて、ひとが振ふり返り見るほど綺き麗れいで大人おとなびている。軽く化け粧しようなどもしているので、それっぽかったりする。いわゆるイマドキの女ジヨ子シ校コー生セー。

　なので、それっぽい野や郎ろうにからまれることもしばしば。

　別に、それっぽいからって、中なか身みまでそれっぽいワケじゃねぇよ。と理胡子自身は思っている。見た目で判断すんなよと。

　が、往おう々おうにして人は見かけで判断することがある。

　それは、この場合もそうだった。

「ねぇ」

　と、理胡子を背中越しに呼び止める声。

「………………」

　まるで、聞こえていなかったとばかりに理胡子は無視する。

　しかし、男は、いや、男たちは執しつ拗ようだった。

　男たちは、三人。理胡子を取り囲むようにして、通せんぼした。

「ねえ、キミ。ちょっとさぁ、訊ききたいことがあんだよねぇ」

　ロン毛をうしろで結んだ、いまだ夏気き取どりの茶色い男が、ニタニタと笑いながら言った。

　残りのふたりも髪の毛の色や長さが違うだけで、服装も見た目もよく似ている。

　ツマンナイヤツラ。

　妙に歯の白い喋しやべり担当らしい男が、無視を決め込む理胡子になおも続ける。

「キミさぁ、大ダイ女ジヨのコでしょ？　俺おれら、ここら辺のことあんまよく知らないんだよねぇ。だからさぁ、ちょっと案内してくんない？」

　ハァー、と理胡子は、露ろ骨こつに面めん倒どう臭くさそうに、大きくため息を吐ついた。

　こいつらは、かわいそうに──バカなんだろう。

　ダイジョというのは、理胡子の通う大おお見みヶが丘おか学園の通称だ。女子校だから、ダイジョ。

　どうやら、こいつらは制服でナンパ相手を値ね踏ぶみしているのだろう。

　アホか。

　んな、ナンパマニュアルにももはや存在しないような科白せりふで、何ど処この誰だれが、ホイホイついて行くというのだろうか。

　相手にするなら、もっとバカ相応のバカ女にしろ。

　あー、ウザイ。

　あー、頭イタイ。

　あー、ぶん殴なぐりてぇ。

　ひどく間まが悪かった。理胡子のイライラが臨りん界かい点てんに達しようとしていることにはまったく気付かず、男は、間ま抜ぬけ面づらで言う。

「てゆーかさぁ」

　あー、逆説んなっつーの。

　あー、なんであたしだけ。

　あー、ウゼェ。

　あー、コイツの息の根とめてぇ。

　──よし、殺ヤろう。

　スゥー、っと今度は大きく息を吸い込み、理り胡こ子こが、しつっこく喋しやべり続ける野や郎ろうのちっちゃいゴールデンボールでも力の限り蹴けり上げてやろうと決め、まさにそれを実行しようとした瞬しゆん間かんのことだった。

「────ッ!?」

　思わず、ハッとして正面を向いた理胡子と野郎の目があった。

　と、野郎はそれを勘かん違ちがいした。

「あれ？　どうしたの？　俺おれの顔になんか付いてる？　ってゆーか、俺の顔に興きよう味みある、みたいな？」

　しかし、理胡子はまったく聞いていなかった。

　キョロキョロと辺あたりを見廻す。

　今──誰だれかに呼ばれたような気がした。

　知り合いなら、うまくこの場を抜け出せるチャンスだ。

　お粗そ末まつなモノを触らなくてすむ。

「────香か川がわさんっ」

　ほら、また聞こえた。

　でも、何ど処こにいるワケ？

　声はすごく近くで聞こえるのに……。

「香川さん、こっちこっち」

　その声で、理胡子は後ろを振ふり返った。

　ギョっ、とした。

「やあ」

　と非常にゆるい声で、彼は右手を挙あげた。

　なんとも印象に残りにくい平へい凡ぼんな顔。

　知り合いはまあ、知り合いだった。

　昨日きのうも逢あったばかりだ。ちょっと、シチュエーション的にはアレだったが。

　彼は──柳やなぎ原はら一かず朋ともは、理胡子の小学生のときの同級生だ。

「なんだかにぎやかだね、香川さん」

　柳原は、理胡子に群むらがった野郎共を指して〝にぎやか〟と表現した。

　理り胡こ子こは、これの何ど処こがにぎやかなんてもんなのよ、と呆あきれた。

　しかし、それ以上に、まったくなんであたしだけこんなことに、とか、よりいっそう頭が痛くなるような気がした。

　一応、柳やなぎ原はらは知り合いというか、知ってはいるが、こんな風に馴なれ馴なれしくされる憶おぼえはない。

　陽ひ焼やけして一いつ見けんたくましそうにみえる男たちとは違い、この柳原は、あからさまにひ弱そうだ。色白で、ほっそりしていて、殴なぐったら、すごく軽く吹っ飛びそう。

「あのとき以来……かな？」

　柳原は、周まわりをまったく意に介せず、やけに遠くを見るように思い出すように言う。

　三人の男たちが、理胡子に何か言っているようだが、彼女はそんなところではなく、

「……あたしは、昨日きのう逢あったけどね」

　と言いながら、理胡子は嫌いやなことを思い出していた。

　そうだった。

　こいつとは〝アレ〟があったんだ。

　忘れられると思ったのに……。

　あーもう！　やばい……あたし、そうとうキテんのかも……。

「いやー、びっくりしたなぁ、あのときは。まさか、香か川がわさんとあんなところでバッタリ出くわすとは思わなかったもん。ねっ」

　ねっ、じゃねーよ。それはあたしの科白せりふだっつーの。てゆうか、『あんなところ』はよけいなお世話だよ。

　あー、ウザイ。

　てゆーか、ん？

　ふと、理胡子は自分を囲かこんでいた男たちの様よう子すが、変なことに気付いた。

　さっきまで、ニヤついた笑みを浮かべていたのに、今は、あっけにとられたように、ぽかんとして理胡子のことを見ている。

　あー、まったくどいつもこいつも、いったい──

「なんなの!?　アンタもさ、いきなり現れて。アレがなんだってゆうのよ。今さらなんか文句でもあるわけ？」

　理胡子は柳原に突つっかかるように言った。

「ううん。とくには」

「なら、消えてくれる？　あたしの目の前からさっさと消えてくれる？　てゆうか、あんたらもおんなじ…………って、あれ？」

　ついさっきまで理胡子を取り囲んでいたはずの男たちの姿がそこになかった。

　すでに理胡子からは離はなれ、急ぎ足で歩いていく男たちの背中が見える。

　なに？

　どういうこと？

　まあ、いっか。

　しかし、男たちが理り胡こ子このことを「気味ワリィ女」と言っていたことを彼女は知らない。

　なんとなくは、判わかっていた。

　男たちが、理胡子から逃げるように離はなれていったのは何な故ぜか？　なんとなく、そうじゃないかなと思った。

　でも、まさか。

　だってさ──




　　　　♪




「香か川がわさん、靴くつ下したさがってるよ」

「…………………」

　柳やなぎ原はらが言うが、無視だ。

　理胡子は、何ど処こかあてがあるワケでもなく、ただフラフラと歩き廻っていた。

　何故かその間、ずっと柳原が後をついてきている。

「なんか、カッコ悪いよ。女の子なんだから、もう少し服装とか気にした方がいいと思うな、僕は」

　ウッサイ。

　アンタにそんな説教されたくない。

　カンベンしてくれ。

　ただでさえ、頭が痛いのに、これ以上悩みごとを増やさないで。

　ハァ。

　今日きようはため息ばかり出る。

　原因は色々ある。色々ありすぎて、ごちゃごちゃになってる。頭の中で、憂ゆう鬱うつという名前の大サーカス団を旗はた揚あげして、ただ今、公演の真まっ最さい中ちゆうだ。

　ハァ。

　ため息の数などいちいち数えてないが、千回は余裕で超えてるだろう。

　理胡子は、バッグの中から白っぽい箱はこを取り出した。

　タバコだ。無む造ぞう作さに一本を手にし、口にくわえる。

　最近になって、気分を紛まぎらわすために吸いはじめたので、さまになってない。

　タバコの箱とそれを包むセロファンの間に挟はさんであった銀色のジッポを手にして、理胡子は火を点つけた。

　だいたいこのジッポもひとから、なかば強ごう引いんにもらったモノだ。

「タバコ吸わないなら、ちょうだいよ」

　とか言って。自分も吸わないクセに。

　でも、今は吸っているんだから、オッケーでしょ？

「フゥー…………」

　吸い込んだ煙が肺を通って、ため息と一いつ緒しよに外へ吐き出された。

「タバコ、好き？」

　不意に、柳やなぎ原はらが訊きいてきた。

「べつに……」

　としかし、理り胡こ子こは言う。

「じゃあ、なんで吸ってんの？」

　理胡子の答えに、柳原は、はてと首を傾かしげた。

　と、理胡子も、

「…………うーん──判わかんない。何で吸ってんだろ……ホントは嫌きらいなのに……タバコ」

　首を傾げた。

　自分で自分のことがよく判らない。

　なんて、不思議なことだろう。

　自分のことなのに。

　好きだから、好き。

　嫌いだから、嫌い。

　何な故ぜ、そんな風に何もかもが素直になれないんだろう。

　どうして、そうなれないんだろう。

「なんでなんだろうね」

　柳原は、楽しそうに笑った。

　なんで、コイツは笑ってられんだろ？

　とても、笑ってられる状況にないはずだ。アンタは。

　そして──あたしも。

「てゆうかさ」

　理胡子が息を吸い込むと、タバコの先が赤く熱を発する。

　フゥー、と理胡子は煙を吐く。

「なに？」

　柳原はやはり笑いながら。

　ちょっとだけ、ムッとした。

　ぜんぜん、笑えないっつうの……。

　理り胡こ子こは言った。

「なんでアンタがここにいるわけ？」

「どういう意味？」

　柳やなぎ原はらは、きょとんとして訊きいてきた。

　カンベンしてくれ。

「って、おいおい……。アンタ──死んでんじゃん」




　　　　♪




　柳原一かず朋とも。

　中学二年生。

　──享きよう年ねん十四。

　つい三日ほど前、柳原は死んだ。

　事故だった。

　このところの連れん日じつの雨のせいで足あしもとはぬかるんでいた。

　歩道橋の階段で足を滑すべらせた老ろう婆ばを助けた柳原は、その際、今度は自分が足を踏み外し、真まっ逆さか様さまに階段を転げ落ちた。

　それだけだったら骨折ぐらいですんだはずだったのに、打ちどころが悪かったらしい。

　死んだ。

　あっけなく。

　理胡子は、家が近いという理由で、小学校の同級代表として葬そう式しきに出席させられた。

　特に面めん識しきもなかったはずなのに。

　あのときの〝アレ〟以外は。

　彼氏といっしょにいるところを見られた。

　それだけなら、ぜんぜんかまわないのだが、その彼氏がというより、彼氏と自分の関係が少しやっかいで。

　柳原には、理胡子が彼氏とホテルから出てくるのを目もく撃げきされてしまったのだ。

　ホント、あのときは焦あせった。

　あんなトコで、知ってる顔に出くわすなんて……。ったく。

　でもそれを知っている唯ゆい一いつのヤツが死んでしまった。

　あ…思い出した。

　柳原の葬式に出たくらいから、なんだかよけいに頭が痛くなってきたのだ。

　飾られた写真の中で笑う柳原がとても腹はら立だたしかった。

　なに笑ってんだよ。

　自分だけ、こんなクソみたいな世ト界コから逃げ出したクセに。

　あたしが困ってんのが、そんなに楽しい？

　卑ひ怯きようなヤツ。自分だけ逃げ出した。

「──なのに。なんで、アンタは戻ってきたワケ？」

　理り胡こ子こは訊きいた。

　柳やなぎ原はらに。──いや、柳原のいわゆるひとつの〝幽ゆう霊れい〟に。

　河原の堤てい防ぼう沿ぞいを歩いていた理胡子は、急に立ち止まってすぐ後ろを歩いていた（どうやら足は見える）柳原に振ふり向いた。

「はははっ。まだ未練があったんだよね、この世に」

　たよりなく柳原は笑った。

　笑えねぇー。とか、理胡子は逆に眩暈めまいがしそうだった。

　そうだ。この状況はとても笑えたモノじゃない。

　さっきから、理胡子はすれ違う人すれ違う人に微び妙みようなリアクションを取られている。

　コソコソと後ろ指差すヤツ。

　まずいモノを見たというように、慌あわてて目をそらすヤツ。

　最初から、理胡子なんて存在してないように、無視で通すヤツ。

　それもこれもみんな柳原のせいだ！
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　変人扱いされてんじゃん、あたし！

　どうやら、柳やなぎ原はらが見えているのは理り胡こ子こだけのようだ。

　先ほど、理胡子をナンパしてきた三人組は、突とつ然ぜん、空中（柳原）に向かって話しはじめた理胡子をアブナイヤツだと思い、さっさと逃げていったのである。

　カンベンしてくれ。

　あー、頭イタイ。




　──リン。




　鈴の音ねがした。

　やけに、耳の奥の方、頭の中で響ひびく音だった。

　見れば、いつの間にか柳原の足もとに、猫がいっぴき。こっちを見ている。

　まるで、いきなり湧わいて出たようだ。

　変わった猫だ。

　黄金の瞳ひとみに、首くび輪わに付いた大おお袈げ裟さなくらい大きな鈴、それに全身真っ黒なのに何な故ぜか、しっぽの先せん端たんが、ほんの少し白くなってる。

　妙につまんでみたい気になる。

　なので、

「おいで、おいで」

　理胡子は膝ひざを折って猫を手招きしてみた。

　すると──

「なれなれしくするな、人間っ！　ケガするぞ!?」

　と言った。

　猫が。

　少年のような可か愛わいらしい声で、憎にく々にくしいことを。

「へ──っ？」

　これには面喰くらった。

　柳原の幽ゆう霊れいには動揺すらしなかったというのに。

　そして、彼女の大きな瞳ひとみはさらに大きく開かれることとなった。

「────────っ」

　今度こそ本当に空間から湧き出るようにして──少女が現れたのである。




　　　　♪




　真っ白い姿の少女は、重力を無視して、フワリと地面に着地した。

　白い少女は、浮うき世よ離ばなれしたすごく綺き麗れいな顔をしていた。

　その表情は幼くもありオトナびてもいる。

　少女の手には、巨大なカマがにぎられていて、理り胡こ子この中であるモノのイメージと合がつ致ちしたが、その少女の姿や一いつ見けんしたときの雰ふん囲い気きが、あまりにもそれとはかけ離れているため、考えからはすぐに切り離された。

　しかし──

「どうも、死しに神がみです」

　と少女はふざけもしないで言った。

　おまけに少女は、黒猫に呼びかける。

「ダニエル、あれ」

「オッケー、モモ！」

　黒猫が器用に二本足で立ち上がり、しっぽを身体からだの前に持ってきた。しっぽのその白い部分を前まえ脚あしでつかみ作った輪わの向こう側から、

「ふぬぅぅぅぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ]………あは〜ん……うひうひひひひっ……」

　という黒猫の悶もん絶ぜつとも歓かん声せいともつかない奇声とともに、少女が取り出したのはＩＤカード。

　それをわざわざ提示してきたのだ。

　カードにはしっかりと〝死神『Ａ』の一〇〇一〇〇号〟と記してあった。

　カンベンしてくれ。

　幽ゆう霊れいの次は、死神か。

　しかもどっちも〝ソレ〟っぽくなさすぎる。

　名前もあるし。

　死神少女は、モモで、彼女の黒猫は、ダニエルというらしい。

　ハァ。

　しかし、考えようによっては、これはこれでいいのかも。

　今目の前にいるのは、（信じられないことだが、いるのだからもうどうしようもない）幽霊と死神。

　ということは、死神が幽霊を迎えにきた。ということだろう。

　これで、柳やなぎ原はらから解放される。

「──ま、半分は正解だけどね」

　と死神少女、モモが言った。

　まるで理り胡こ子この心の声が聞こえていたような口くち振ぶりでだ。

「それに、今の担当は彼もだけど──あなたの方もだしね」

　モモは、黒目がちな目を理胡子に向ける。

「はっ？」

　どういうこと？

　じゃあ、あたしも死ぬってこと？

　それともなにか他ほかに……。

　しかし、モモは答えず、

「大切なモノはいつだって失なくしてから、その大切さに気付くモノ──。だから、しっかり抱きしめていないと失くしちゃうの。それとも、大切なモノがありすぎて〝一番〟に気付けてないとか？」

　変な死ヤ神ツだ。

　いや、見た目からして一般的なイメージの死しに神がみとは違って、十分におかしいのだが、言っていることがさっぱりよく判わからない。

「なに言ってんの、アンタ……」

「それと──」

　やはり、モモは答えない。

「もうすぐあなたの思っている通りになる。心配しなくていいから。彼に許された時間はそんなに長くない……」

　彼とは、もちろん、柳やなぎ原はらだろう。

　ああ、そうですか。

　それは、よかったよかった。

「で、いついなくなるワケ？」

　と理胡子は訊きこうとした。が、

「ダニエル、いこ」

「うんっ」

　と、現れたときとは逆に、空間に溶とけるようにモモもダニエルもあっさりと消えてしまった。

「──だってさ」

　残ったのは、まだ笑っている柳原だけ。

　人のことをかき廻すだけかき廻しておいて、さっさといなくなってしまった。

　ムカつく。

　自分が死ぬのか、それともなんなのか。何も判らないじゃないか。

　大切なモノ？

　失くす？

「なんなワケ、いったい？　何様のつもり!?」

「死しに神がみさまじゃない？」

　自分で言って、柳やなぎ原はらは吹き出しそうになる。

　……………………ったく。

　あー……頭イタイ。




　　　　♪




　それに気付いたのは、一週間ほど前だった。

「あーあ、やばい……かも」

　それは言えないことだった。

　誰だれにも言えない。

　もちろん〝カレ〟には言えるはずもない。

　だって、カレは──

　絶ぜつ対たいに言えないよ。




　　　　♪




「だからさ──なんでアンタがここにいるのよ」

「え？」

「なんで！　アンタが！　あたしんちにいんだっつってんの！」

　なかば怒ど鳴なるようにして理り胡こ子こが言うと、柳原は、

「ああ」

　と判わかっているのか判っていないのか、生なま返へん事じをした。

　柳原は、ずっと理胡子のあとをつきまとい、結局、彼女の家族が暮らすマンションまでやってきてしまっていた。

　自分の部屋に入る理胡子のあとから、当然のように柳原は部屋の中に入ってきた。

　いくら理胡子が先にドアを閉じようが鍵かぎをかけようが、柳原には通用しない。

　あたりまえだ。

　幽ゆう霊れいなのだ。いつの間まにかそこにいる。

　ははーん。

　これか。

　これなのか。

　これがかの有名な、いわゆるひとつの〝憑つかれた〟というヤツか。

　マジ、カンベンしてくれ。

　なんであたしだけこんな目に……。

　柳やなぎ原はらはうれしそうに、部屋中をキョロキョロとうかがっている。

　異性の部屋ってのが、そんなに興きよう味みあるモノなのか。

　まあ、柳原というヤツをよく知らないが、浮いた話とは無む縁えんそうだ。

　無情にもはじめて女の部屋にきたのが、死んでから──って？

　あははは……………………ぜんぜん、笑えない。

「ねぇ」

「なに？」

　理り胡こ子こが呼ぶと、柳原は満まん面めんの笑えみで、こちらを見た。

　だからさあ……なんで、そんなうれしそうなのよ。

　死んでんのに…………。

「さっきのヤツって、なに？」

「さっき？」

　真ま顔がおで、柳原は訊きく。

「あの白いの」

　理胡子は制服を着替えようと思ったが、柳原がいるので着替えられないと気付き、やれやれとベッドに腰かけた。

「白いの？　ああっ、モモちゃんね。ホント、あんな美人さんなのに、死しに神がみなんだって。信じられないよね」

　と柳原が楽しそうに言う。

　いやいやいやいや。あたしは、アンタがここにいるのも十分信じられないことだと思うけど。

　幽ゆう霊れいの次が、死神。

　どんどん、マンガみたいになってくんだけど……。

「アンタさ──」

　このまま着替えもお風ふ呂ろもずっと見てる気？

　と言おうとしたが、柳原が遮さえぎるようにして唐とう突とつに喋しやべりはじめた。

　それは、本当に唐突で、どうしようもなくくだらなくて、どうでもいい話だった。

「覚えてる？　小学校の修学旅行のこと」

「修学旅行？」

「そう。ほら、男子のひとりが、女子の部屋に行こうとして二階の窓から外へ出て、そのまま下に落ちちゃったやつ」

　ああ、そういえば、と理り胡こ子こは思い出していた。

　わざわざこんなところまできて、女子の部屋にまで行かなくてもいいじゃん。

　かわいそうに、バカなんだろうなぁ。

　とか、まだ小学六年だった理胡子でさえ思った事件だった。

　修学旅行。

　親がいない。

　夜。

　ちょっとした好奇心。

　窓から覗のぞいたひとつ上の部屋は、密ひそかに想おもう女子がいる部屋。

　よし、ちょっとがんばれば、行ける。

　とか思ったに違いない。男って、単純だから。

　そして、その子は本当にそれをやって見事に落下した。

　普通なら、軽く死んでいる高さだった。

　でも、真ま下したに生はえていた木々がクッションとなり、かすり傷程度ですんだのだ。

　奇き蹟せきである。

　しかし、落下したという恐怖から、その子は泣いて泣いて泣きまくった。

　そのときの理胡子はバカだなぁ、とか思いながら、窓の真下の男の子を見おろしていた。

　そう。

　その子の想い人は、理胡子だったのだ。

　もちろん、そんなバカを理胡子が相手にするはずもない。

　その後そいつは、病院に直行。大事を取ってそのまま検査入院。

　その子が地元に戻ってきたのは、理胡子たちから遅れること一日。

　一泊二日の短い修学旅行。

　その子の修学旅行は半日で終了。あとは病院のベッドの上で一日と半分。

　バカだ。

　バカはキライだ。

　と、理胡子は後ご日じつ、そいつに言った。

　告コクられたのだが、そういって簡かん単たんにフッた。

　しかし、柳やなぎ原はらは違っていたようだ。

「僕はすごいなって思ったんだよ。実は僕、あいつと同じ部屋だったんだ。でさ、おまえらもこいよって言われたんだけど、僕はできなかった。怖かったんだ、いろいろ。下に落ちるかも知れないし、あとで先生に怒られるかも知れないし、あと女の子に嫌きらわれちゃうかも知れない。でもあいつはできたんだよ。好きな女の子のためにそこまでできるんだから、正しよう直じきすごいと思うよ。好きなひとのために命までかけたんだよ？」

「まあ……でも違うんじゃない？　それって。ただカッコつけたかっただけなんじゃないの？　他ほかのヤツに見せつけようとか」

　理り胡こ子こは、ベッドに寝っ転がり、ペラペラとファッション誌のページをめくりながら、適当に言った。

　柳やなぎ原はらの話などどうでもよかった。

　できるなら、さっさと消えて欲しい。

　話して満足するなら、好きなだけ思う存ぞん分ぶん話してくれ。

　で、消えてくれ。頼たのむから。

「けどさ。命かけてまでカッコつけるのってすごくない？」

　柳原は、やたらと真ま面じ目めな顔で言った。

　理胡子の心の内など知るよしもないのだ。

「まあ……」

　そういわれればそうかもしれない。

　命かけてまでカッコつけられるヤツなんてそうざらにはいないだろう。

「でも、やっぱ。バカだよ、あれはバカ。ただの天然」

　言って理胡子は、眺ながめていたファッション誌を放って、仰あお向むけで大の字になった。

　──バカは、バカ。

　それ以外なんでもない。

　そうでしょ？

　莫ば迦かってヤツが、あたしの悩みを解決してくれるの？

　できないでしょ？

　できるわけないじゃん。そんなの。

　誰だれにもできるわけないんだから。

　誰にも──

　あたし自身にも……。

「──でもね」

「え？」

　あまりにもタイミングよく柳原が、理胡子の心の声に切り返したものだから、少し驚おどろいて身体からだを起こしてしまった。

　けれども、柳原は理胡子の心の声に反はん応のうしたのではない。

　あくまでも、思い出話。

「バカって、カッコいいじゃん」

「はぁ？」

　おいおい、ちょっとはふざけろよ。

　柳やなぎ原はらにしてもあの真っ白い死神にしても、そんな真ま面じ目めな顔で言うことじゃない。

　それでも柳原は続ける。

「バカだからカッコいいってことあるでしょ？　ほらアクション映画のヒーローって、よくよく考えてみればすっごいバカなんだけど。けど、すっごいカッコいいじゃん」

「それはそれで、これはこれじゃん」

「僕はそう思うな。うん」

　理り胡こ子この話なんてもはや聞いちゃいなかった。

　ハァー。とため息が出た。

　けど、そのため息がなんとも軽かったことに理胡子自身気付いてなかった。

　今のやりとりで、このくだらなくてバカらしい会話で、少しだけ憂ゆう鬱うつが外に吐き出たようになって、ほんのちょっと、ほんのちょっとだけど身体からだが軽くなっていたことに。

　そのときだ。

　いきなり柳原の表情が一いつ変ぺんした。

　眉み間けんにシワを寄せ、顔中に脂あぶら汗あせ──は出てなかったけれど、それに相当するような苦しげな表情になった。

「なによ、いきなり？」

　理胡子は訊きいた。

　しかし、柳原は答えずじっと虚こ空くうを見つめている。

　そして、

「────く、くるっっ!!」

　クワッ、と目を剝むき柳原が虚空に叫んだ。




　──ピロピロピロリロピロリリロッ！




　突とつ如じよ、携帯電話の着信メロディが部屋に鳴り響ひびいた。

「────ッッ!?」

　理胡子は心しん臓ぞうが飛び出そうなほど、ドキリとしてしまった。

　床の上に無む造ぞう作さに放ほうり投げ置かれた理胡子のバッグの傍そば。やたらとストラップの類たぐいが付けられた携帯が爆ばく音おんでメロディを鳴らし、チカチカと着信のランプを点てん灯とうさせている。




　ピロリロピロリロリロピロリロピロリロリロ…………ッ。




　鳴り続ける電子音のロックミュージック。

　ボリュームを最大に設定しているせいでスピーカーが、ビビッている。

　ある意味それがロックだったりもするが、今の理り胡こ子こにはその大好きなはずの音楽も、憂ゆう鬱うつを運んでくるモノだった。




　ピーリリロリロピリリロリーリロリロリロ…………ッ。




　鳴りやまない。

　繰くり返す発はつ光こう。

　理胡子の中で、何度も聞いたその音が鳴り響ひびく。

　以前は、このメロディが鳴るのを待っていたのに。

　今はもう、聴ききたくないかも。

　今はもう──




　僕等の夢は　あのとき　手が届かなくて　伸ばした手を引っ込めた

　あの月だってつかめそうで　すこしこわくて　すこし笑えた




　このメロディの原曲には、そんな歌詩リリツクが乗せられている。

　ヘタでベタなクセに、単純に響いてしまう。

　インディーズのポッと出の新人のクセに、急に世せ間けんで騒さわがれるようになった。

　歌も演奏もめちゃくちゃヘタクソなのに、やけに響きやがって。

　あたしはずっと前から好きだったのに。

　今だって──響きやがって。

　みんな、本当の良さなんて判わかんないクセに。

　流されやがって。あてられやがって。

　流は行やりのポップミュージックの中に取り込まれたクセに、なんで、こんなときにも響くのよ。

　痛いじゃん。

　理胡子は、ほとんど無意識のうちに携帯を手に取っていた。

　このメロディには、この電話番号には、出ることはないと決めていたのに、思わず手にしてしまった。

　しゃがみ込んで、胸の前で、折り畳たたまれた携帯を開く。

　画面に表示される電話番号と登とう録ろくされた発信者の名前。

「……………………………………………」

　ただ、じっと見つめているだけ。

　何もできない。

　息もできないくらい。

　胸が苦しくて。

　心が痛い。

「────っ！」

　理り胡こ子こは、携帯を閉じていた。

　そして、自分から少しでも遠く引き離はなそうとするように、部屋の壁かべに向かって投げつけた。




　カチャッ。




　と、ひどく軽い音を立て、携帯の本体と電池パックが分ぶん離りした。

「……………………………………………」

　部屋は静せい寂じやくの中に急きゆう激げきにその身を沈めていく。

「──なんで出ないの？」

　先ほどの焦あせった様よう子すでなく、それまで通りの柳やなぎ原はらが言った。

　理胡子は何も答えず、うつむきながら立ち上がり、そのままベッドにダイヴした。

　ふわっと、スカートがめくりあがりショーツが見えそうになるのも、制服がシワになるのも気にせずに。

「てゆうか、アンタ。今、消えてたでしょ？」

「あ、判わかっちゃった？」

　理胡子は、電話が鳴っている間ずっと柳やなぎ原はらの姿が消えていたことを指し摘てきした。

　すると柳原は、少し真ま面じ目めな顔になった。

「なんかさ。僕、幽ゆう霊れいになってから、携帯の電波と相あい性しようが悪くなったみたいで、すっごいその場にいづらいんだよね。たぶんねぇ、思うんだけど。磁じ場ばの関係だろうなぁ、きっと……」

「………………………………プッ……」

　思わず理胡子は吹き出してしまった。

　さっきいきなり真しん剣けんな表情になったのは、このせいだったのか。

　その原因はなんと、携帯の電波。

「アンタ、一いつ体たいなんのよ？」

　もはや笑いながら、理胡子は訊きいた。

　家族が起きてきてしまうかも知れないなんて、考えないで、声を出して笑っていた。

　すると、柳原も笑いながら、

「幽霊っ!!」

　なんだか楽しそうに言った。

　そりゃ、笑えないっつーの。




　街まち中じゆうが寝静まるころになっても、柳やなぎ原はらの無む駄だ話や昔話は続いた。

　理り胡こ子こは、もうなんだかどうでもよくなって、それに付き合ってあげることにした。

　──どうせ、眠れないんだし。

　小学校での運動会の話、学芸会の話。中学になってからの理胡子が知らない、柳原のこと。

　幽霊に憑つかれていながらなんだが、正しよう直じき、ちょっと楽しかった。

　無駄なことが、たわいもないことが、今はほんのちょっぴり身体からだを軽くした。

　あー、ときどきは、バカってのもわりといいんじゃない？

　とか思った。

　そしてそのうちに、いつの間にか、理胡子は眠りの中に落ちていった。

　スースー、と小さな寝息を立てる理胡子の寝顔をそっと柳原が覗のぞき込む。

「……おやすみなさい、香か川がわさん。僕ができることはこれくらいしかないから。本当ならキミの憂ゆう鬱うつの全部を取り去ってあげたい。でもできない。それは僕じゃ役不足だろうし、僕の役目でもないんだろうね、きっと。それはキミ自身にしかできないんだよ、きっと……」

　柳原は、少し淋さびしい目をしていた。

　視し線せんが壁かべ際ぎわに放ほうられた携帯に向けられる。

「…………香川さんも好きだったんだ……ルードレインボウ……」

　何なに気げなく、柳原はメロディを思い出していた。







[image: ]







　そして、ゆっくりと唄うたい出す。

　鼻歌交まじりに奏かなでられたメロディは理り胡こ子この携帯の着信のあの曲だ。




　僕等の夢は　あのとき　手が届かなくて　伸ばした手を引っ込めた

　あの星ならつかめそうで　すこしなみだめ　すこし笑えた

　僕等の空は　あのとき　手が届きそうで　伸ばした手を引っ込めた

　あの月だって　あの星だって　あのときだって

　いつか届く　きっとたしかに　あのときだって

　いつかきっと　雲のうえにある




　柳やなぎ原はらは、壁かべ際ぎわに転がった理胡子の携帯に目をやる。

　唄いながら、柳原は、スゥ、っとその場から消えていった。

　ベッドのうえの理胡子の瞳ひとみから、涙が一ひと雫しずく。

　こぼれ落ちて、薄うす桃もも色いろの枕を濡ぬらした。

　その刹せつ那なが真実でありますように。

　本当は、彼女の心は祈っている。

　偽いつわって、偽って、強がって、嘯うそぶいて、涙を噓うそでごまかして。

　本当は、彼女の心は願ねがっている。

　この刹那が真実でありますように。




　　　　♪




　それは鎮魂曲レクイエムとしては、とてもおかしかった。

　死者を乗せた黒くろ塗ぬりの車。真っ黒のクセにやたら派は手でな金色の装飾。

　家族や大勢の人々が涙で見送るそんな場面に、パンクくずれのへっぽこロックンロールが流れていた。

　故こ人じんが一番好きだったというその曲は、あまりにも場にそぐわなかった。

　現在インディーズで活動しているが、メジャーデビュー寸前とウワサのある若いバンド『ルードレインボウ』の『マイガール』が何な故ぜ、こんな場面で使われたか。

　──故人が死の直前までそれを聴きいていたからだ。

　歩道橋の階段で、老ろう婆ばを助けようとして自分が代わりに死んでしまった少年がそのとき聴いていたＭＤプレーヤー。

　彼の両親がそれを再生したとき、丁ちよう度ど、マイガールが流れ出したのだった。

　ごく普通の、そして、ごく普通な一いつ生しようを送った少年──柳原一かず朋とも。死ぬ前も死んだ後も、ずっとその曲が響ひびいていた。

　そして、彼女にも響き続ける。

「…………………………」

　理り胡こ子こは自分の頰ほおの冷たさで目が覚めた。

　壁かべにかけられた時計の針は、午前六時を指していた。

「……ううーっ」

　理胡子は、涙をごまかし、拭ぬぐうように枕まくらに顔を埋めこすりつけた。

　こんなに深い眠りに落ちたのは、久しぶりだ。

　最近は、まともに眠れなかった。

　気分の悪さで、一、二時間おきに目が覚めてしまっていた。

　だから、ここ何日間よりいくぶん、頭の中がクリアになったような気がする。

　──気がしただけかも知れない。

「おはよう、香か川がわさん」

　あーあ……。こいつはあれだけさんざん喋しやべって満足しなかったようだ。

　ものすごい笑え顔がおの柳やなぎ原はらが、ものすごい近い距きよ離りで理胡子の顔を覗のぞき込んでいた。

「──ぁ、ワァァッ！」

　理胡子は、柳原に枕を投げつける。

　寝顔を見られてたっ!?

「あ……」

　投げつけた枕は、柳原の身体からだを透すき通って、放ほう物ぶつ線せんを描いて壁にぶつかった。

　まったく……。




　家を出た理胡子は、やはり今日きようも学校に行く気にならなかった。

　フラフラと歩いているうちに、理胡子は公園に行き着いた。

　そこはわりと広くて、遊具類も充実していた。

　理胡子も幼稚園に通っていたころ、ここで遊んだ記き憶おくがある。

「そういえばさー。僕、ジャングルジムから落ちたことあるんだよねぇ。うーん。思えば、そんな小さいころから僕は落下していたんだよ。そのときは死ななかったけど」

　言って、柳原は、あははと笑った。

　だから、笑えないっつーの。

　としかし理胡子は心の中で突つっ込む。

　理胡子が腰かけるベンチの隣となりに、あたりまえのように柳原が並んでいる。

　しばらくすると、近所の幼稚園の子供たちが保育士に連れらてやってきた。

　子供たちはいっせいにちりぢりになっていく。

　あちこちから、子供たちのはしゃぐ声が鳴る。

　ひとりの女の子が理り胡こ子この目の前を無む邪じや気きに走っていく。

　が、その子は小石に躓つまずいて、豪ごう快かいに地面にスライディングした。

「わっ……」

　理胡子は、その子に駆かけ寄り、抱き起こしてあげる。

「だいじょうぶ？」

　訊きくと、その子は、目に涙をいっぱい溜ためながらも、

「だいじょうぶぅ！」

　必死に痛みをこらえている。

「えらいねぇ」

　そう言って、理胡子はスカートのポケットの中からハンカチを取り出す。

　理胡子は子供の手を引いて、水道で傷を洗い流してあげた。

　そして最後に、ハンカチで傷口を応急処置する。

「あとは先生に言って、ちゃんと消しよう毒どくとかしてもらってね」

　理胡子が言うと、子供は、

「うん！　ありがとー、おねーちゃん！」

　と、前も見ず手を振ふりながら、パタパタと駆け出していった。

「おいおい。また転ぶなよ」

　なかば呆あきれたように、でも理胡子は笑え顔がおで、子供の小さな小さな背中を見送った。

　不意に、胸がキュッと苦しくなった。

　今、自分を悩ませているはずの〝ソレ〟のことを、想おもう愛いとしさがこみあげてきた。

　子供は、小さな身体からだで保育士の女性に抱き付いた。

　そして、理胡子を指差し、保育士に何やら話している。と、保育士が、理胡子に向かって、

「すみません。ありがとうございました」

　と、ペコリ、頭をさげた。

「いいえ、べつに」

　言って、ベンチに戻った理胡子を、

「優しいんだね、香か川がわさん」

　柳やなぎ原はらが遠い目をして迎えた。

「いやいやいやいや。目の前で子供が地球にダイヴしてりゃ助けるでしょ、そりゃ。血、出てたし。泣き寸すんだったし」

　理胡子は、あんなくらいで誉ほめられてたら、気き恥はずかしくて仕方がないといった風に、ポリポリと頭をかいた。

　けれど、柳原は言う。

「そうかなぁ。最近みんな、なんかさ、自分がどうして忙いそがしいのか判わかってないくらい忙しそうじゃない？　できるだけ面めん倒どうを避さけて、慌あわただしく、なにをそんなに焦あせってるのかな？　面倒臭くさいことを嫌きらうひと多いでしょ？」

「てゆうか、確実にあたしもそんなかのひとりだと思うけどね」

　言いながら、理り胡こ子こはバッグの中を探った。

　タバコを取り出し、一本を口にくわえる。

　そして、火を点つけようとしたところで、手が止まった。

　昨夜ゆうべの電話を思い出した。

　携帯はあのまま、部屋に置いてきてしまったから、ここにはない。けれど、このジッポライターは、あの電話をかけてきた相手からもらったモノだった。

　タバコを吸わないのに、お守り代わりだと持っていたモノを理胡子が、あたしが使うから、ともらったモノ。

　本当は、なんだってよかった。〝カレ〟のモノだったらなんでも。

　なのに。

　なのにどうして、こんな風になってしまったんだろう。

　理胡子は、呼吸をするのも忘れたように、ジッポを見つめていた。

　すると、毎度のように、何の前触れもなく柳やなぎ原はらが唐とう突とつに話をはじめた。

「僕、保父さんになりたかったんだよ」

　はっ、と理胡子は顔をあげ、柳原に向いた。

「幼稚園のときの先生が、珍しい男の先生だったんだ。で、僕、その先生のことすっごい好きで。優しくて大きくて、歌が上手で。憧あこがれたなぁ、だから、なってみたいって思ったんだよ。まあ、僕と先生じゃ全然違うけどさ。でも、なりたかった──」

　過去形なのが、今はもう無理だという柳原の切なさを感じさせた。

　改あらためて、ああ、柳原は死んだんだ。と思い知らされた。

　なんというか。

　それはとても皮ひ肉にくなことだった。

　死んでしまった柳原には、夢があった。

　なのに、生きて此こ処こにいる理胡子には、なんの夢もない。

　見付ける気もない。

　ただ、のうのうと毎日を生きるだけ。

　日々をごまかしながら生きている。




　──夢なんてなくたっていい。




　誰だれかがそう言ってた。

　でもそれは代わりに何かがあったり、のちのち夢や何か見付かるだろうことが前提なんじゃないだろうか？

　だとしたら、理り胡こ子こにとっては、絶ぜつ望ぼう的てきだ。

　夢もないし、見付ける気もない。

　何もない。

　あるのは刹せつ那な的な噓うそだけ。

「うーんでも。もう無理なんだけどね。僕、死んじゃってるから」

　柳やなぎ原はらは、ひどく吞のん気きに笑っていた。

　だからさ。

　笑えないって。

　イタイよ。それは。

　バカにもほどがあるじゃん。

　イタイなんてさ。

　それじゃ、あたしなんかもっとバカに思えてくるよ。

　惨みじめに思えるよ。

　なんで、柳原は此こ処こにいるんだろう。

　なんで、こんなに近くにいるのに、このひとは居ないんだろう。

　此処に在るはずなのに、此処には居ない。

　死んでしまった。

　なんで──

「なんで、アンタはあたしなんかのところにきたの？　なんで、あたしだけに見えるの？」

　理胡子は、言った。

　すると、柳原は、とてもうれしそうに笑った。

「それはきっと、僕が──香か川がわさんのことを好きだからじゃないかな？」

　カンベンしてくれ。

　これは本当に、笑うに笑えないジョークだ。

　あたしは死んでしまってからも想おもい続けてもらえるようなヤツじゃない。

　そう、心で首を振ふる理胡子に、柳原はいつもの遠くを見る目で言う。

「あの修学旅行の日。僕も本当は香川さんのところへ行きたかった。けど、やっぱり怖かったんだよ。落ちる恐怖よりも、先生に怒られる怖さよりも、たどり着いたそこで、キミが笑っていてくれなかったらどうしよう。そう思う方が怖かった。だから、僕はできなかった。弱虫だったんだ」

「でも……だって……そんな…………」

　あたしは、卑ひ怯きようなのだ。

　噓うそをつくことでしか生きられない。

　うそぶいて、噓っぽく笑う。

　夢を見るのが怖くて。それが叶かなわないと知ったときはどうするの？

　あたしは、卑怯なの。

　痛いことはイヤ。つらいのもイヤ。哀かなしいのもイヤ。

　あたしは、そんな風に想おもわれていい人間なんかじゃないんだよ。

　そして、理り胡こ子こは目を閉じ、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、ゆっくりと口を開いた。

「──あのさ。どうでもいい話。たとえば……たとえばね。ある女の子がそこにいたの。その子はすごく弱くて……」




　　　　♪




　女の子はまだ十四歳。

　オトナではなく、かといってコドモでもない。

　複ふく雑ざつなところに在った。

　女の子は毎日が退屈だった。

　昨日きのうが何だったのか、昨日が過ぎてしまったあとで、思い出そうにも何も思い出せない。

　だって、何もなかったのだから。

　思い出せることなんて、何もない。

　可お笑かしくもないのに、笑ってた。

　朝がきて夜がきて、朝がきてまた夜がきて。

　退屈な日々。

　刹せつ那なに身を任まかせる。繰くり返しの日々。

　だから、女の子は思い付いてしまった。

　悪いこと。とても悪いこと。

　暇ひまつぶしだった。

　テレビでやってた悪いオンナの話。

　そうだ。それをやってみよう。

　真ま似ねしてみよう。

　退屈しのぎにはなるだろう。

　女の子は好きでもない男のことをうまく騙だまして、自分を好きにならせるようにし向けた。

　それはうまくいった。

　うまく騙した。

　──つもりだった。

　騙だましたはずなのに、いつからか、女の子は、その男の表情や仕し草ぐさや匂においや言葉や声や唇くちびるの動き、すべてに惹ひかれていた。

　好きにならせたつもりが、女の子の方がどうしようもなく相手を好きになっていた。

　そんなとき、自分に重大な問題が起こってしまっていることを女の子は知った。

　その好きになってしまった男は女の子の家庭教師で、有名な大学に通っていた。彼には、有望な未来が待っているはずだ。

　女の子に熱あつく『夢』を語ったことがあった。

「──政治家になってさ。ちょっとだけでも、ほんのちょっとだけ、今の世界がよくなればいいと思うんだ。ボクにできることは少ないだろうけど。誰だれかが少しでも、今より幸せになれればいいってさ。変わるよきっと、変えられるんだ。ボクらががんばればね」

　いつもは、物言わぬ静しずかな青年が、このときはめずらしく、頰ほおを紅こう潮ちようさせ、饒じよう舌ぜつだった。

　もうオトナなのに、そんな子供みたいにうれしそうに夢を話す彼。

　でもちょっとだけ、はずかしそうに。

　女の子はそんな彼の話を真しん剣けんに受けとめていた。

　真ま面じ目めな彼の性格から、本気でそんな風に思っているんだろうということが簡かん単たんに判わかった。

　彼は大きな志こころざしを持っていた。

　だから、それは言えなかった。

　言えば、男の未来も志も台だい無なしにするかも知れない。

　いや──

　男はそれを知れば、きっと嫌いやな顔ひとつせずに道を踏み外はずしてくれるだろう。

　一いつ緒しよに死んで欲ほしいと言われれば、死ぬだろう。

　女の子のために。

　それほど誠せい実じつに、真剣に男は女の子を想おもっていた。




　だから、言わない。

　言えないの。

「──この子のことは」

　理り胡こ子こは、自分の腹部に手を当てる。

　愛いとしく、そして切なく見つめる。

　あたしのなかの新たな生命。




「僕、知ってたよ」

「…………え？」

　理り胡こ子こは、顔を上げた。

「その女の子は、きっとつよがりで、でも本当は寂さびしがり屋で、ちょっぴり弱くって……。でしょ？」

　やはり笑え顔がおの柳やなぎ原はらが言う。

「僕は死んじゃってるから。香か川がわさんのことを感じてあげられない。こんなに近くにいるのに、腕を取って抱きしめてあげることもできない。けど判わかるんだ。死んでるからかな。命っていうのがとてもよく判る。ひとりで全部抱えていたんだね。悩んで、苦しんで、それでもひとりでがんばっていたんだよね。でも、大丈夫だよ。香川さんなら、きっと、大丈夫だよ。うん」

　何の根こん拠きよがあるのか、適当なことを言う。

　けれども、それがよかった。

　傍そばで笑ってくれるひとがいることが、どれだけ救われるか。

　バカになって、笑えることがどんなに楽なことか。

　言う必要がないと勝手に心に決めて。

　それでいいと思ってた。

　なのに……。

　何な故ぜだか、つらくなった。耐たえられないほど、心がどうにかなってしまいそうで、本当は怖かった。

　理胡子は、うつむいた。

　涙が出そうになった。

　でも、泣いちゃいけない。

　柳原はもう泣けないんだ。

　あたしが泣いてどうする。

　それじゃ、この子はどうなる？

　あたしが弱かったら、この子はどうなる？

　お腹なかの中で、育つ生命。

　あたしは泣けない。

　なんだかなぁ、と理胡子は思った。

　柳原は、すこぶるいいやつで、底抜けにお人ひと好よしだ。

　そして、照れくさいが本当に自分のことを想おもっていてくれる。

　死んでからもずっと。

　こんなにも。

　もっと、早くそれに気付いていれば。

　もっと、早くにこんな風に出で逢あえていたらよかったのに。

　そしたら、今よりずっと楽だったし、悩むことなんてなかったろう。

　退屈に押しつぶされそうにならなかったろう。

　ねぇ、なんで？

　柳やなぎ原はらに呼びかけた。

「なんで、死んじゃったの──？」

　顔を上げた理り胡こ子こ。

「──────────────────────────────────ウソ……」

　いなかった。

　もう柳原の姿はそこになかった。




　──リン。




　消えてしまった。

　もともと死んでいたのだから、それが普通だ。

　けど、これじゃあまりにも突とつ然ぜんじゃないか。

　いなくなるなよ。

　いいやつだって思って、こういうのって変だけど、なんでもないたわいもない会話がすごく幸せで、バカだけどすごく楽で、それがいいかもって思えてきていたのに、失なくなってしまった。

　柳原と一いつ緒しよに失なくなってしまった。

　カンベンしてよ。

「ちょっと、柳原。出てきてよ。隠かくれてるんでしょ？　ねぇ、柳原ぁ！」

「──彼ならもういない」




　──リン。




　鈴の音。

　そこに白い姿の死しに神がみがいた。




　　　　♪




「彼はもういない。すでに魂たましいと肉体を切り離はなされてしまっていて、この世界に長くはいられなかった。ただ、彼の〝想おもい〟が彼をかろうじて繫つなぎとめていただけ」

　モモは言う。

「ホントは、モモが手助けして──きゅーっ」

　すぐ傍そばにいたダニエルが言いかけたが、モモに首根っこをつかまれて黙だまってしまった。

「これは、彼のあなたへの想おもい。判わかるよね？　ちゃんと感じられてるよね？」

「だったら、なんでアイツを連れてったのよ」

　モモの言葉に、理り胡こ子こは食いさがった。

「アンタがやったんでしょ？　アイツのこと連れて行っちゃたんでしょっ!?」

「そう。でも、彼にはもう〝未み練れん〟がなくなったの。だから、〝天上〟へ逝いった」

「なんで、そんなことアンタに判んのよ！」

　なかば怒ど鳴なるように理胡子は叫んだ。

　すると、モモは、

「あら。だって、死神だもん」

　と簡かん単たんに言った。

　柳やなぎ原はらには夢があった。

　保父さんになりたいと彼は笑った。

　そんなの全然笑えない。

　死んだやつが夢を語るなんて。

　いや、それよりも笑えないのは自分自身だ。

　自分には他ひ人とに語って聞かせるほどの夢も何も持ち合わせていない。
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　やがて生まれくる〝この子〟に、話して聞かせてあげられる話もない。

　そんな自分が生きていて、柳やなぎ原はらは死んでしまった。

　どうして。

　どうしてこう、うまくいかないんだろう。

　どうして。

　ポツリポツリ、と雨粒が理り胡こ子この頰ほおを打ち、地面を濡ぬらしはじめた。

　空は晴れているのに、雨が降ってきたのである。

　もしかして、誰だれかが泣いているのだろうか？

　それとも今、自分が泣いているのだろうか？

　雨で濡れてよく判わからない。

　それに、なんだろう。

　だんだん視界が失なくなっていく。

　頭の中が真っ白に塗ぬり潰つぶされていく。

　理胡子は、突とつ然ぜん襲おそってきた、ナイフで切り裂さかれるような腹部の痛みでその場にうずくまってしまった。

「……うぅっ……くっ…………」

　と、それに気が付いた保育士のひとりが、彼女に駆かけよってきた。

　さっき転んだ女の子が抱き付いていたひとだ。

「大丈夫ですか!?」

「おねーちゃん、だいじょうぶぅ？」

　保育士の傍かたわらにいたのは、理胡子が助けたあの女の子だった。

「おねーちゃん、おねーちゃん…………」

　幼い声が遠くなっていく。




　──リン。




　　　　♪




　雨音がして、目を開あけた。

　白かった。

　涙が頰を濡らしていた。

　ったく、あたしは、泣き虫かよ。

「みたいね」

　すぐ傍そばで声がした。

　理り胡こ子こが視し線せんを向けると、そこには白い姿の──モモとダニエルがいた。

　ちょこんと、モモは簡かん素そなパイプの椅い子すに腰かけ、その膝ひざのうえにダニエルが小さくなって眠っていた。

　白い壁かべの四角い部屋。

　白いシーツに、白いベッド。

　そこが病院のベッドのうえだと理胡子が理解するまでにそれほど時間はかからなかった。

　窓を叩たたく雨音。

　理胡子が気を失っている間に、通り雨はやがて本格的な雨に変わっていた。

「気分はどう？」

　モモが訊きいた。

　変なヤツだ。

　死しに神がみのクセに、他人のことを気き遣づかう。

　柳やなぎ原はらがいなくなったのに、ここにいる理由。

　それは、理胡子を迎えにきたんじゃない。

　でも、死神がいる理由が判わかった。

　判ってしまった。

　大切なモノを失なくしたときのどうしようもない喪そう失しつ感かん。それが身体からだ中に蔓まん延えんしている。

　それは──

　自分の中にあるはずの〝生命いのち〟がいなくなっていた。

　どうして、うまくいかないんだろう。

　どうして、大切なモノは失くなってしまうんだろう。

　どうして、失くしてからその大切さに気付くんだろう。

「なんで、なんでよ……」

　理胡子は、重たい身体をゆっくりと起こした。

「なんで、連れていったの？」

　もういない。

　もうひとつの命はもういない。

　死神が連れていったせいだ。

「なんで、そんなに平気でひとを殺せんの!?　なんでそんな平気な顔してられんの!?　柳原もそうやってなんでもない顔して殺したんでしょ！　この子だってそう！　いろんなひとの命をそんな風にもて遊んで何が楽しいのよ！　人殺しッ!!」

　理胡子は一いつ気きに言って、ハッと口をつぐんだ。

「………………なんで……？」

　死神が、泣いていた。

　モモは、じっとこちらを見つめながら、泣いていた。

　涙が溢あふれ、頰ほおを伝って、落ちていく。

「それが──あたしだから」

　モモは泣きながらも笑ってみせた。溢れては、頰を濡ぬらす雫しずくを拭ぬぐおうともせずに。

　一いつ生しよう懸けん命めい、笑え顔がおを作っている。

　そうしたら、なんだか柳やなぎ原はらの笑顔を思い出した。

　本当は、死んでしまって、一番辛つらいのは柳原自身だったんだ。

　でも、彼は笑った。

　そして、この死しに神がみの少女も泣いている。

　人を平気で殺せていたワケじゃないというのか。

　なんで、アンタが泣くのよ。

　これじゃ、あたしが悪者みたいじゃん。

　これじゃ、あたしが泣けないよ。

　……ああ、そうか。だから、代わりにこの少女が泣いているのか。

　死神のクセに。

　まったく、カンベンしてくれ。

　死神は、死神らしくしてほしい。

　すると、モモの涙の雫に濡れたダニエルが目を覚ました。

「……あれ？　モモ……なんで泣いてるの？」

　モモはおだやかに優やさしげな笑えみを浮かべた。

「大丈夫……。大丈夫だよ」

　それは、ダニエルに言っているようで、理り胡こ子こ自身に言っているようにも思えた。

　そんな風に、思えた。




　──香か川がわさんなら、きっと、大丈夫だよ。




　あたしには〝生きろ〟ってことでしょ？

　泣き虫の死神さん。

　それに、ありがとね。

　きてくれて。

　好きでいてくれて。

　柳原──




　　　　♪




　空には虹にじ。

　へんてこな虹。

　曲きよく線せんを描えがかずに真まっ直すぐに伸びる。

　おいおい。それじゃ、らしくないだろう。

　理り胡こ子こは、空と虹に突つっ込んでみた。

　病院で、理胡子はお腹なかの子供について訊たずねた。

　しかし、すべての検査が終わったとき、医師は不思議そうな顔をした。

　──最初から、子供なんていなかった。

　そう医師は言ったのである。

　そんな痕こん跡せきも何も見られないと。

　ああ、なるほど。

　これが有名な、いわゆるひとつの『想そう像ぞう妊にん娠しん』というやつらしい。

　子供ができたと勘かん違ちがいしたうえに、妊娠したときと同じような兆ちよう候こうが現れるという精神的なモノだ。

　けれど、理胡子は確かに命を感じていた。

　そして、しっかりと受け取った。




　生命いのちの理ワ由ケ──を。




　きっと、死しに神がみが連れていったんだ。

　天国あつちでわりと幸せにやっていたりするんじゃないだろうか。

　きっと、驚おどろくくらいに。




「──タバコ、好き？」

　あのとき、柳やなぎ原はらはお腹の子供のことを知っていたからあんなことを訊きいたんだろうか？

　身体からだによくないよ。とでも言いたかったのかも。




　じゃあ、タバコはやめるよ。

　だって、身体によくないんでしょ？

　判わかってるよ、あたしだって。

　カレとも別れる。

　ちゃんと言う。

　好きになっちゃったけど、別れるの。

　好きだけどね。

　いわゆる切ない乙おと女め心ごころってやつ？

　まあ、あたしもわりと女ジヨ子シ校コー生セーなワケね。

　ひどく思春期なワケよ。

　とゆうわけで、

　──とうぶん、そっちに逝いく予定なし。




　んじゃ、また。








rude rainbow - fin.
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　　　　♪




　見あげると、空は灰色で。

　見おろせば、真っ白い世界が其そ処こに広がっている。

　冷たい手。

　わたしは、何ど処こに行けばいいんだろう？

　わたしは、此こ処こにはいない。

　わたしは、此処にいるのに。

　見付けて。

　おねがい。

　見付けて。

　わたしは、此処にいるのに。

　此処にはいないから。

　いつも見あげていたはず。

　なのに、灰色。

　見おろして、真っ白。

　冷たい手。

　なのに、何な故ぜか、温かい心。

　笑った顔。

　きっと、明日あしたには失なくなってしまうけど。

　今は、笑っていよう。

　たぶん、明日には失くなってしまう笑え顔がおでも──

　ずっと、笑っていよう。







　　　　♪




　いつの間に、独ひとりだったんだろう。

　いつから、独りでいることになれたんだろう。




　なれてはいるが、この状況は結構、キビしかった。

「さて……。どうしよう……かな」

　広日向ひろひなたアズリは、その日もやはりひとりだった。

　なれてしまったこととはいえ、これがずっとこの先も続くとなれば話は別だ。

　十一歳になったばかりの彼女は、その見た目や年ねん齢れいよりも、他の同世代の子供と比べずいぶんと精神年齢が高くなってしまっているが、今のこの状況は、そう安易に片付かない問題だ。

　あたりまえだ。

　──両親が死んだのだ。

　車での事故だったらしい。

　原因は目もつ下か、警けい察さつが調ちよう査さ中ちゆう。

　あまりに突とつ然ぜんのことに、普ふ段だんはクールを気き取どっているアズリもさすがに滅め入いる。

　両親が、ふたりの肉親が一いつ遍ぺんにいなくなってしまったのだ。

　そして、彼女は、たちまちオトナの世界に吞のみ込まれた。

　父親が経営していた会社、母親がやっていたファッションブランド、ふたりの財産の相そう続ぞく。今まで、まったくアズリなどには見向きもしなかったオトナたちが、「かわいそうに。なんでも言ってチカラになるから」とか言って、次々と彼女のもとに集まってくる。

　別に、かわいそうでもないし、助けもいらない。

　わたしに近寄らないで。

　わたしはあんたたちの言いなりになったりなんかしない。

　悲ひ劇げきの少女ヒロインを気取るつもりも毛もう頭とうない。

　だから、かまわないで。

　わたしは、わたし。

　ひとりでもやっていける。

　お金ならある。

　そう……パパとママが残してくれた唯ゆい一いつのモノ……。

　オトナたちが、求めるのはわたしなんかじゃない。

　お金だけ。

　まったく、オトナたちがこんなに豹ひよう変へんするとは……。

　オトナたちは、コレを狙ねらってたんじゃないだろうか？

　両親がいなくなることを。

　というよりも、むしろ、コイツらがパパとママを殺したんじゃないだろうか？

　などと、アズリは思いたくなった。

　それだけ突然、両親はいなくなったのである。

　本当の本当に──ひとりになってしまった。

　こういうのは、映画や本の中の話だと思っていたけれど、自分がそうなってみると、案外大変だ。

「ホント……どうしようかな……」

　アズリは、カップに注そそがれた紅茶を口に運んだ。

　生まれて初めて、しかも、ひとりっきりでファミレスというやつにきてみた。が、何をどうしていいやら判わからず、入り口で不覚にもキョロキョロしてしまった。

　と、最悪なことに、頭の悪そうな若い女の店員に「だいじょうぶぅ？　ママは？」とか気を遣つかわれた。

「ひとりよ」

　とアズリが言うと、店員は、

「すごいねぇ、ひとりで来たんだぁ」

　とか舌っ足らずの鼻声で言って、アズリを席に案内した。

　コートとショルダーバッグを座席に置いて、スカートがはためかないようにゆっくりと座席に腰を降ろす。

　自分がこんなにも世せ間けん知らずな人間だったのかと、自じ己こ嫌けん悪おしながらも、とりあえず注文をしないといけないことは判る。

　いくらなんでもそれくらいは判る。

　それで、紅茶を頼たのんでみたのだが──

「…………………………ぜんぜん、おいしくないわ……………これ……」

　こんなのアールグレイじゃない。

　安モノの香り。

　ポットもきちんと温めてない。

　葉っぱの蒸むらしも足たりない。

　お湯の温度が低い。

　全部ダメ。

　ダメ、ダメ、ダメ、ダメ、ダメ、ダメ。

　思わずため息が出そうになるが、彼女にとってそれはあまりかっこうのよいことではなく、ぐっと喉のどの奥に押し返す。

　睨にらんでいても紅茶がおいしくなることはないので、あきらめて、アズリは窓の外に視し線せんを移した。

　雪が降っている。

　この数日間降り続く雪は、街を真っ白で覆おおった。

　空は絶望的な灰色だが、目の前の世界は白銀に染そまる雪景げ色しき。

　どっちが本当なの？

　どっちが本当の姿？

　どっちが本当の世界？

　本当は──なに？

　粉雪が舞まう、窓の外。

　ガラスの向こうへと手を伸ばす。

　触れられない、冷たさ。

　はぁ、と息を吐くと、窓は白く曇くもった。

　ホントハドッチダッテイイ。

　ホントガドッチダッテイイ。

　アズリは、とりあえず、家から出ることだけは決めていた。

　オトナたちの手の届かないところに行ってやろうと思っていた。

　でも、それって何ど処こ？

　小学五年生の幼い少女に行くあてなどない。

　頼たよれるモノなどない。

　何処に行こうか？

「………………とりあえずは……」

　このマズイ紅茶をどうにかしないとね。




　　　　♪




　結局、紅茶は飲まずじまい。

　あんなお粗そ末まつな紅茶を客に出すな、と文句のひとつでも言ってやりたかったが、アズリは会計をすませ、店の外に出た。

　すでに雪は降りやんでいたが、ヒヤッとする冷れい気きがアズリの頰ほおを撫なでた。

　バッグのストラップを肩からしっかりとかけ、アズリは街の中を歩き出した。

　時刻は、午後一時を少し廻ったころ。

　世せ間けんはもう冬休みに入り、こんな時間に少女がひとりで歩いていても、誰だれも特に気にする様よう子すはない。

　今も、アズリと同じくらいの年ねん齢れいの少年少女たちが、そこら辺を行いき交かっている。

　着ているモノが一般の小学五年生の子供たちよりもいくぶん上品で、高価な感じであること以外、アズリは完全に街の中に溶とけ込んでいた。

　彼女自身は身なりのことなどまったく意識していないだろうが。

　しかし、彼女は注意をおこたらない。

　もうアズリが家からいなくなっていることに気付いているはずだ。

　オトナたちが自分を捜しにくる。

　見付からないようにしないと。

「…………あ」

　自分自身に注意をうながした矢先。

　アズリは知った顔に出で逢あってしまった。

「あれ？　アズリ？」

　それも学校の教師に。

　そいつは、原はら上かみセイゴは、アズリのクラスの図工を担当している若い教師だ。

　グレイのコートに、その下には、学校にいるときと変わらずのカジュアルなスーツ。

　コートのエリを立てて、ちょっとおしゃれなつもりだろうか？

「なにやってんだ、こんなとこで。買いモノか？」

　セイゴは、ごく普通のことをごく普通の調ちよう子しで訊きいてきた。

　アズリは、思った。

　これは、もしかすると逆に都つ合ごうがいいかも知れない。

　この男は、他ほかの教師やアズリが知っているオトナとは、ちょっとばかり違っていた。

　ひょうひょうとしていて、つかみどころがなく、授業態たい度どはあまりやる気があるとは思えない、一いつ見けん、ダメダメな大人おとな代表。

　かといって、手を抜いているわけではない。

　ただ、よけいな力を抜いているだけ。常に、自然体なのだ。

　生徒のことを「アズリ」などと、全員を名前で呼び、自分のことは、

「べつに先生とか呼ばなくていいから。俺おれ、そういうガラじゃねぇし」

　とか言っている。

　だから、生徒に「セイゴ」「セイゴちゃん」「セイちゃん」など、気安く呼ばれている。

　しかし、バカにされてるとかではなく、まあまあのルックスや若いということなどで、わりと人気がある。

　服装など身なりもきちんとしていて、今もそうだが、スーツをカジュアルに着こなしている。

　万まん年ねん、ジャージ姿の体育教師とは雲うん泥でいの差。

　さらに、セイゴは昼休みには、男子と本気でサッカーなどして、遊んだりもする。

　他ほかの教師たちも、ジャージを着ている体育教師も、そんなことまずやらない。

　そんな風に、激はげしい遊びで怪け我がでもしたらどうするんだという輩やからまでいる。

　ＰＴＡもうるさい。

　名門としての、規律を重んじる学校にあって、この男だけひどく浮いているのだ。

　しかしそれ以前に、規律規律と言うならば、ジャージ姿の教師はいいのか？　とアズリは思ってしまう。

　アズリは、セイゴのことがキライではない。が、特に好きというワケではない。

「わたしの好みじゃないわ」ということ。

　ただ、アズリは彼の描えがく画えは好きだった。

　課か外がい授業で写生に出かけた先で、セイゴは風景を描かずに、風景を描いている生徒の表情をスケッチしていた。

　そのラフなタッチで描かれた絵は、温かみのある優しいものだった。

　うまいとか、ヘタとか、そういうのではなく、ただいいと感じただけ。

　それだけ。

　それに、セイゴだけが他のオトナと違ったのは、もうひとつある。

　両親が他た界かいして、他のオトナたちのように、あわれんだ目でアズリに情なさけをかけるわけでもなく、いつもの調ちよう子しでいつもの感じで自然に接してくるのだ。

　じっと、アズリはセイゴの目を見た。

　すると、

「あ、これな。いや、そのなに、てゆうか、そのなんだ……」

　セイゴは急に口ごもる。

　ん……？

　アズリはようやく気が付いた。

　セイゴが歩いてきただろう方向──すぐ目の前にパチンコ店があった。

　あー、そういうことか。

　自分がパチンコをしていることがバレれば、他の教師はおろか、保ほ護ご者しやたちからも苦情の嵐だ。教育上の悪あく影えい響きようがうんたらかんたらと、突つつかれるに決まってる。

　普ふ段だんから何かと目立つセイゴだから、これ以上の説教は避さけたいところなのだろう。

「ほ、ほら。やっぱり、ストレスとかをな、持ち込むワケにはいかねーだろ？」

　一いつ生しよう懸けん命めい言いワケをひねり出そうとしている。

「だからな、ストレス発散だよ。ハッサン国王だよ」

　よく判わからない。

　ギャグなんだろうが、そんなモノ、アズリに判るわけがない。

　冷たい視し線せんに、アハハハ……と苦にが笑わらいを浮かべるしかないセイゴ。

　と、

「セイゴくん──」

　アズリは言った。

「ちょっと付き合ってよ────お金なら、あるわ」




　　　　♪




　──リン。




　白い影かげが、雪に溶とけるようにしていた。

「どうすんの？」

　その傍そばにいる黒猫が言った。

「さあね……」

　白い影は、判わからないと首を傾かしげた。

　黒猫は、呆あきれたように器用に前まえ脚あしを組んだ。

「いっつもそう言って、本当は判ってるクセに」

「さあ、あたしは何も判らない。きっと、あの子が知ってるはずよ」

　白い影は、雪に溶けてった。




　　　　♪




「へぇ……アズリでもこんなトコに興きよう味みあるんだな……。まあ、むしろ、それがあたりまえっていえば、あたりまえか」

　独ひとり言のように、セイゴは言った。

　それに対し、アズリが、短めに丁てい寧ねいにカットされている前髪を片手で梳すきながら、

「わたしのこと、どういう風に思ってたのよ？」

　と訊きいた。

「うーん。フケてんなって」

　と答えはあっさり。

　アズリは、心しん外がいだというような視し線せんで彼を見あげた。

「いやいや。違うっつーの。雰ふん囲い気きがだよ。他ほかのやつらよりってこと。おまえ、なんか妙に達たつ観かんしてるようなトコあるからさぁ」

「あ、っそ。──子供一枚と、下げ僕ぼく一枚。あ、違った。大人おとな一枚」

　アズリは、その窓口にいる女性にわざとらしく言った。

「……下げ僕ぼくって……何ど処こで覚えたんだよ、んな言葉……」

　セイゴは、頰ほおを指でかく。

「今は、わたしに付き合ってくれるんでしょ？　アレ、内ない緒しよにしてあげるから」

　悪びれもしないで、アズリは、窓口で受け取った二枚のパスのうち一枚をセイゴに渡した。

「はいはい……。かしこまりました、姫ひめさま」

　言って、セイゴは大おお袈げ裟さに、中世の欧州貴族のようにお辞じ儀ぎして見せた。

「判わかればよい」

　としかし、アズリの方が一枚上うわ手てだった。

　これには、やはりセイゴは苦笑いを浮かべるしかなかった。




　ふたりがやってきたのは、きぐるみキャラクターがマスコットになっている遊園地型のテーマパークだ。

　園内に入るとさっそく、ハムスターのきぐるみがふたりを迎えた。

　が、

「……………」

　アズリは、ポーズをとって彼女を待ちかまえたきぐるみを無視して通りすぎた。

　一いつ瞬しゆん、きぐるみが硬直したように見えた。







[image: ]







　普通なら、子供は嬉き々きとしてきぐるみに駆かけ寄るだろう。そして、きぐるみをそれを予想してアズリを待ち受けたのだが……無視だった。

　いや、正確に言うと『無視』ではなく、「なんなのコイツ？」というような目め線せんを送って通りすぎた。

　かわいそうに、きぐるみの中のひと……。

　しかしセイゴは、ちょっとだけ、彼女〝らしい〟な、とか思った。

　ここが、学校で見るアズリの印象からは意外に感じるほど、彼女くらいの歳とし頃ごろの少女にとって普通すぎる場所だから、よけいそう思えた。

「セイゴくん、なにやってるの？」

　セイゴの前を歩いていたアズリが、振ふり向いて言った。

「あ、わるい」

　ぼんやり考えていたモノだから、少し彼女から離はなれてしまっていた。

　と言っても、ほんの少しなのだが。

　それでもアズリは、その距離を埋めるようにして、小走りに近寄ってきた。

「──ほら、あれ乗るわよ」

　そしてすぐさま、アズリは、セイゴの手をつかんで駆け出した。

「ちょ、っおい。そんなにあわてると転ぶぞっ──俺おれがッッ！」

　そんなセイゴの科白せりふなどアズリは無視して、濡ぬれた地面に足を取られそうになる彼をグイグイと引っ張った。

「お、おいっ！　いいのか？　いいのか、転ぶぞ？　俺は転んでしまうぞ!?　そりゃあ、もうお笑い芸人もビビるくらい、豪ごう快かいかつ大胆な、コケっぷりを──って、おい！　聞けよ!!　てゆうか、聞いてくださーい」

　完全に主導権は、アズリの方にあるのは間違いなかった。

　セイゴ自身もたっぷりそれを認にん識しきしている。

　判わかっていながらも、あえて尻しりに敷しかれてみる。それが男ってもんさ。

　とか、アズリが聞いたなら「ワケが判らないわ」とばっさり切り捨てられそうなことを心で謳うたいつつセイゴは、彼女が乗り込もうとしているコーヒーカップに躊ちゆう躇ちよした。

「……あの……俺……」

「なに？」

　文句なんて言わないよね？

　というアズリの痛いくらいの厳きびしい視し線せん。

「いえ……なんでもありません」

　というワケで。

「……………………………うげー……気持ち悪い…………」

　実は乗り物に酔よいやすい体質のセイゴ。

　アズリの手によって異常な高速回転をするコーヒーカップに、もちろん酔い、

「…………………………」

　と無言でリバースしそうになるのを寸前でくい止めながら、ジェットコースターなどの絶叫系を制せい覇はし、

「………………………………………………ハズぃ……そして──キモチワルぅ……」

　と周囲の冷ややかな目にさらされ、かつ、気分の悪さ倍増のリズムで上下する、メリーゴーランドの白馬にまたがった。

　アズリは、体力の限界でフラフラとしているセイゴを連れ、次から次へとありとあらゆるアトラクション、乗り物に挑戦していった。

　それらの待ち時間の間、アズリから話すことはほとんどなく、場を取とり繕つくろおうとセイゴが必ひつ死しになって話せば話すほど、気まずい雰ふん囲い気きになっていったのは言うまでもなかった。

　そして、ふたりは、最後に観かん覧らん車しやに乗ることになった。

　アズリが、ヘトヘトのセイゴに気を遣つかったのか、ただの気まぐれか、どちらかというと後者の方だろうけど、

「じゃあ、最後はアレ」

　と指差したのが観覧車だった。

　しかし、セイゴが『最後』という言葉に反応することはなく、不健康な白い顔が、さらに真っ青になっていく。

　順番待ちの列に加わり待つ間もセイゴの顔はどんどん青く、短い間に随ずい分ぶんとげっそりしてしまったように思えた。

　そして、ふたりの順番になった。

　係員の女性が、観覧車のドアを開きながらとてもよけいなことを言った。

「あら、お兄さんとデート？　いいわねぇ、かっこいいお兄さんで」

　すると、アズリは、

「下げ僕ぼくよ」

　と、係員が凍り付く一言を残し、自分はさっさと観覧車の中に乗り込んだ。

「何してるの、セイゴくん。早く乗りなさい」

　乗り込むのを躊ちゆう躇ちよしていたセイゴは、その一ひと言ことで意を決した。

「……はーい」

　今にも泣き出しそうな顔で、ゆっくりとゆっくりと慎しん重ちように観覧車に乗り込む。

　そして、揺らさないよう細さい心しんの注意を払いながら、アズリとは向かいの席に腰を降ろした。

　徐々に、高度を増していく観覧車。

　アズリはずっと窓の外の景け色しきを眺ながめている。

　外はすっかり陽ひが沈み、ライトアップされた園内が美しい雪ゆき景げ色しきに映はえた。

　一方、セイゴはずっと小さくなりながら、ピクリとも動かない。

　と──

　不意に、何を思ったのか、無言のままでアズリは窓枠をつかんで、グイグイ、観かん覧らん車しやを揺らしはじめた。

「のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ！」

　途と端たんに大声でセイゴが騒さわぎ出す。

「あ、アズリ！　やめろ、やめろ！」

　やめない。

「あ、アズリぃぃ〜。やめろ、やめろてくれ！　頼たのむ！　いや、むしろ、逆に、お願いします！　ごめんなさい！　もうしませんっ!!」

　最後の方はずいぶんおかしな文章になっていたが、それでアズリは、ピタリ、と揺らすのをやめた。

「ふ…フハハハハハ……」

　そして、セイゴは謎なぞの笑い。

「セイゴくん。もしかして、高所恐怖症ってやつかしら？」

　アズリが訊きいた。

「もしかしなくても、そうだよ！　てゆうか、判わかってて揺らしたろう、今っ！」

　セイゴが引きつった表情で言う。と、

「うん」

　悪びれた様よう子すなど微み塵じんも見せずアズリはうなずいた。

「あのなぁ……」

　こんな小学五年生の少女に完全にもてあそばれている自分がちょっと情なさけなくなった。

　しかし、セイゴが彼女を怒るようなことはなかった。

　学校でも、この性格だ、アズリはひとり〝輪わ〟の中からはずれてしまうことがある。

　別に相手を見み下くだしてるとかそういうワケではないのだが、相手からはそう見えてしまうし、そう聞こえてしまう。

　不ぶ器き用ようなのだ。

　ひとりの時間が長かったせいだろう。

　ディスコミュニケーション──うまく他ひ人とと関係を保たもつことができないのである。

　加えて、何でも人並み以上にこなしてしまう彼女は、よけい相手に『上から見てる』印象を与えてしまっていた。

　セイゴがアズリの年ねん齢れいのころは、ちょっと何かに優れているだけで尊そん敬けいされたり羨せん望ぼうの眼まな差ざしを受けるのが常だった。しかし、それはひとから距きよ離りを置かれることもある。

　ひとりってことになれてしまっているなんて、俺おれならやるせないなぁ。とかセイゴは思っていた。

　と、ここでセイゴは、自分が地上から離はなれていってしまう恐怖から逃のがれるためもあって、コートの内ポケに突つっ込んであった小さなクロッキー帳を引っ張り出す。

　そして、鉛筆でさらさらと描かきはじめた。

　目の前の、窓の外、そのさらに遠くを見つめる少女の姿を。

　普通なら、ため息すら出てしまいそうな、それだけで十分ファンタジックなテーマパークをさらに異世界へと誘さそい込むような一面の銀世界。

　だが、少女は何も言わない。

　何も感じていないように、ただ、遠くを見つめる。

　すると、セイゴの走らせる鉛筆の音だけが狭い空間に響ひびく中、

「……セイゴくんって、美術の大学に行ってたんでしょ？」

　視し線せんは外に向いたまま、アズリが言った。

「まあな。つっても、芸大の美術学部みたいなとこ。専攻は……って。んなこと言っても判わかんないか」

「なんで、図工の先生なんかやってるの……？」

「なんでって言われても……うーん。いろいろあって……絵え描かきになろうとか思ってたんだけど、やっぱな……。で、大学を卒業してブラブラしてたとき、大学で世話になってた先生から、今の、アズリたちの学校で先生みたいなことをやらないかって言われて。それで」

「なんで、絵描きさんにならなかったの？」

　アズリが訊きいた。

　ふぅー、とセイゴは息を吐いた。

「俺は、ならなかったんじゃなくて、なれなかったんだよ」

　言いながらも、セイゴの手は止まっていない。

「なんで、なれなかったの？　セイゴくん、絵すごくじょうずなのに」

「うまいだけじゃ、なれないんだよ。というよりも、俺には絵描きになる才能も情じよう熱ねつも足たりなかったんだろうな」

「なんで、そんなこと判わかるの？」

「判るよ。見ちまったんだよ、才能の違いってやつを。絵に命をかけるほどの情熱ってやつもさ。そのどっちも俺にはなかったんだ。大学生のころな、絵の大会みたいなのに自分の一番を出したことがあったんだよ」

「どんな絵？」

「うーん……。オンナの絵──かな。それで、その絵はわりといい線せんまでいったんだよ、これが。俺にしては上出来っつうくらいに。けどさ、そのとき一等賞をとったやつの絵がさ。すごかったんだよ。絵のクセにまるでそこに光が本当にあるみたいで。思わず見み惚とれた。他人ライバルの描えがいた絵にだぞ？　そいつはまだ十五歳の中ちゆう坊ぼうで、しかも絵にすべてを捧ささげて死んだようなすごい有名な画家の息むす子こだったっていうんだから、もう敵かなわないさ。それが才能ってやつで、遺い伝でん子しってやつなんだって、判わかっちゃったんだからねぇ……」

　おどけながら、セイゴは言った。

　しかし、やはりアズリが笑うことはない。

　ただ、なんとなく言こと葉ば尻じりに力がこもるようになった。気がした。

「なんで、どうしてそれであきらめるの？」

「は？」

　アズリの科白せりふに、セイゴは戸と惑まどう。

「そのひとは、十五歳のそのひとは、すごく努力していたかも知れないじゃない。だから、一番になれたんじゃないの？　それを才能とか簡かん単たんな言葉にしてしまうのって、そのひとに失礼だわ」

「…………………かもな」

　フッ、と笑ってセイゴは肩をすくめた。

　ホント、そうかもな。

　でも、それでも、きっと俺おれは敵わないんだよ。

　だって、そういう努力するのも才能ってやつだろ？

　思ってみても、セイゴは言わなかった。

　言ったところで、何かが変わるということはない。

　セイゴがここにいるということは変わりないのだ。

「けど、いいんだ。俺は。わりと今の仕事も好きだし。子供も好きだし、それに、アズリ、俺はおまえのことも好きだぞ」

　そう言って、セイゴは無む邪じや気きな笑えみを浮かべた。

　特に意味を持った科白ではなかった。

　ところがである──

　ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、アズリの頰ほおが赤く染そまった。

　白い肌に桃もも色いろを付けた。

　今日きよう、いや──あれから、彼女の両親が亡なくなってから、セイゴがはじめて見た彼女の表情の変化だった。

　ずっと、人にん形ぎようのように、冷たく心を閉ざしてしまって表情のない顔だった。

　普ふ段だんから、感情をあまり表に出さない彼女は、あれからよけいにそれが顕けん著ちよになった。

　まるで、自分からそうしているように。

　だから、セイゴは心の奥おく底そこで、なんとかしたいな、と思っていた。

　それは優やさしいだけの言葉でもなく、優しいだけの同情でもなく、ひとりの人間としての彼女にできること。

　自分がそんなたいそうな人間ではないことは知っている。

　もとから、彼女にかける言葉も何もなかった。

　だからこそ今日きようは、偶然だけど、いい機き会かいだった。

　彼女の傍そばにいる。

　ちょっとだけでもいいからさ。

　笑った顔が見てみたい。

　これって結けつ構こう、贅ぜい沢たくな願ねがいかも知れないけど。




　　　　♪




　少し前を歩くアズリ。

　少し後を見守るようにして歩くセイゴ。

　かき出された雪が白い煉れん瓦が造りの塀へいのようになった通路を抜け、ふたりは遊園地の中心にある広場に着いた。

　広こ場こはわざと雪かきが行われていないらしく、ライトアップされ照らし出された雪の絨じゆう毯たんが美しく闇やみ夜よに浮かぶ。

　だが、人ひと影かげはほとんどない。

　みんな、これから行われるきぐるみキャラクターによるイベントを見に行っているからだ。

　サクサク。

　ザクザク。

　小さい足音と大きな足音がふたりが雪を踏みしめるたびに鳴る。

　ふたりは雨あま避よけのあるベンチに座った。

「なんだかなー。あんなピンクのふわふわのきぐるみの何ど処こがいいんだろなー？」

「さあ……」

「なんか、あれだよな。ああいうのは、子供だましってゆうか、子供をだます悪い大人おとなの諸しよ行ぎう無む常じよう…ってゆーか……」

「さあ……」

「てゆーかさー………………………………──楽しくないか？」

　ポツリ、セイゴが言った。

「え？」

　アズリは、言葉の意味が理解できない、といった風に訊きき返した。

「なんか、アズリ、全然楽しそうにしてないからさ」

　セイゴが言うと、アズリは、ああ、とうなずいた。

「……楽しいことなんて、今までなにもなかったから。楽しいってよく判わからないの。楽しいって……うまく笑えないから……」

「そうか？　学校にいるときとか、友達といるときとかは？」

「友達いないから……」

　まずった。とセイゴは自分のバカさ加減に腹が立つ思いだった。

「えっと、ほら、誕たん生じよう日びとかは？　お父さんとかお母さんとか……あ」

　これなら大丈夫だろうと思った質問だったが、セイゴは自分の愚かさを呪のろった。

　亡なくなったばかりの両親の話など禁句も禁句だろう。

　バカだ、俺おれは。

　アホだ、俺は。

　サイテーだ。

　セイゴが自じ虐ぎやくしていると、アズリが言った。

「判らない──。パパもママもお仕事ですごく忙いそがしいひとたちだったから、あまり誕生日の思い出ってない」

　オー、マイ、ガッ。

　セイゴは、腹をかっさばいて、首を差し出したくなった。

　まさか、本当にそんなテレビドラマのような家族の風景が存在していたなんて。

「けどさ……なんかあるだろ？　今日きよう一日、こぉぅ、胸がドキドキ鳴ってさ。うきうきわくわくなんつって。あー、なんだ。その、まるで心んなかでボールが弾はずんでるような感じとか。なんか、ないか!?」

　セイゴは、手足をバタバタさせ、うまく言い表せないイメージを精一杯補足しようとする。

　アズリは、しばらくじっとうつむいて考えていた。

　そして、言った。

「判らない……」

「……そっか……」

　ガックリと肩を落とすセイゴ。しかし。

「でも……」

　アズリが、もどかしそうに言葉を探していた。

「ボールっていうか……胸のあたりがなんかすごい軽いの……まるで羽は根ねでも生はえてるみたいに。ふわふわ、ってなるの」

　しかし、アズリは自分の言葉に戸と惑まどいながらも、気持ちを表そうとしていた。

　それで十分だった。

「──それが楽しいってことだよっ」

　言って、セイゴは、ニッと笑った。

　そして、急に、やる気みなぎる様よう子すで、

「よーし！　まかせろ！　俺おれがアズリのこともっともっと楽しくしてやるよ」

　勢いきおいよく立ち上がる。

「ふーん、下げ僕ぼくのクセに？」

　とアズリは意地悪く返す。

「あははは。こんな下僕でも姫ひめさまには、楽しんでもらいたいじゃないですか」

　今度は、セイゴがうまく言って返した。

「じゃあ……よしっ。とりあえず、ここで待ってろ！」

「え？　どうするの？」

「いいから。すぐ戻ってくる。姫さまをひとりにはしないよ」

　そう言って、セイゴは走り出した。

　ドタバタと、雪が跳はねて服を濡ぬらすのも一いつ向こうに気にせず。

「………………」

　その背中をアズリは黙だまって見送った。

　ヒトリニシナイデ。

　ヒトリハイヤ。

　サミシクナルカラ。

　ココロガチイサクナルカラ。

　ひとりで、アズリは待っていた。

　あの日も、彼女は待っていた。

　久しぶりに両親と一いつ緒しよに出かけるはずだった。

　三人で食事するなんて、ずいぶん昔のことのように思えた。

　アズリは、この日がくるのを待っていた。

　たくさん、話があるの。

　いっぱい、聞いてもらいたいことがあるの。

　うまく話せるかな？

　ちゃんと聞いてくれるかな？

　だって、今日きようはわたしの──

　なのに──

　帰ってくるはずの両親は、いつまでたっても戻ってこない。

　その代わりに父親の秘ひ書しよがやってきて、両親が事故で死んだことを教えてくれた。

　涙を流しながら感情に踊らされる秘書を前に、アズリは泣けなかった。

「お嬢じよう様はお強いのですね」

　と秘書は言った。

　違う。

　泣きたくても、泣けないだけだ。

　感情が、心が壊こわれてしまったんだ、きっと。

　こんなに悲しいのに、こんなに寂さびしいのに。

　本当は強がっていただけなの。

　パパもママも忙いそがしいから、邪じや魔まをしてはいけないって。

　わがままを言ってはいけないって、思ってたの。

　だって、いい子にしていたら誉ほめてくれたから。

　おとなしい子だって言われたから。

　いい子にしてれば、かならずいいことがあったから。

　だから、ひとりっきりでもがまんした。

　帰ってきて、わたしのこと抱きしめてくれるから。

　それだけで、ちゃんとがまんできたの。

　ちゃんと帰ってきてくれるから。

　なのに、もう、逢あえないの？

　もう、帰ってきてはくれないの？

　本当に独ひとりになってしまったの？

　ひとりにしないで。

　ひとりはイヤ。

　寂しくなるから。

　心が小さくなるから。

「ひとりにしないで…………」

　言葉が、心がアズリの唇くちびるからこぼれ落ちた。

「──はい。お待たせいたしました、姫ひめさま」

　そこに、セイゴが立っていた。

　走ってきたのだと判わかる。肩を大きく上下させながら。

　両手に季節外はずれの三さん段だん重がさねのソフトクリーム。

　いちごと、バニラと、チョコレート。

「ど、どうした、おいっ!?」

　セイゴはひどく焦あせった。

　顔をあげ自分の顔を真っ直ぐに見るアズリの瞳ひとみ。

　──あふれる涙。

「わっ。ウソ!?　マジでごめん。ちょっと、あっちの方で人ひと込ごみと、ついでに時代という抗あらがえないほどの荒波に吞のみ込まれて……………………──って、ごめん！　ほんとごめんなさい!!」

「…………違うの、違うの……だって……って……」

　必ひつ死しに首を振ふるアズリ。エグエグとしゃくりあげ、言葉が聞き取れない。

　自分で感情のコントロールができないのだ。

　セイゴは雪に濡ぬれてしまうのも構かまわずに、アズリのもとに片かた膝ひざを付いて、顔を覗のぞき込んだ。

　優やさしく、おだやかな声で。

「どうした？　寂さびしくなったか？　怖くなったのか？」

　アズリは一いつ生しよう懸けん命めい首を振って、言うことを聞いてくれない涙を必死で拭ぬぐう。

「いいんだよ。寂しくたって、悲しくたって、怖くたって……。泣いたっていいんだ。それが普通なんだよ。ごめんな、ひとりにして。もう、ちゃんと傍そばにいるから」

「……う……うん……」

　ようやく、ひとつうなずけた。

「うっし、じゃあ、これを喰くえ。むさぼり喰え」

　そう言って、セイゴは持っていたソフトクリームのひとつをアズリに手渡した。

　さっきはそんな風に感じなかったのに、セイゴの触れた手がとても大きかった。

　大きくて、ごつごつしているのに、綺き麗れいで細くて、それで、温かくて。
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「真冬にソフトクリームもオシャレだろ？」

　ハハハと、セイゴは笑った。

「センスないのね」

　としかし、アズリはおどけて言った。

　ソフトクリームよりも冷たい一ひと言ことを。

　けど、セイゴは笑った。

　アハハ、と笑った。

　そしたら、アズリも笑った。

　なんだか、笑えた。

　いつしか、先さき急いそいで暮れていく冬の陽ひのように、アズリは何かにひどく焦あせっていたのかも知れない。

「わたし……もしかしたら、死のうとしていたのかも──」

　ベンチに並んで、ソフトクリームを舐なめていたアズリの科白せりふに、セイゴは焦ってコーンからソフトクリームを落としそうになった。

「このまま、ずっとワケの判わからないままオトナに流されて生きていくのかなって思って家から逃げてきたの。それに、死んだらパパとママにも逢あえるかもって……」

「………そっか……。そりゃ、なんか判んないでもないかなぁ、って思うけど。けどなー。それはそれで寂さびしくないか？」

「…………？」

「死んで願ねがいが叶かなうんなら、みんな、バッタバッタ死んでくだろ？　それだと困るじゃん。好きなひとに残されたらどう思う？　アズリなら、判るだろ」

「…………すごくイヤ。すごく寂しくて、悲しくて、切なくて……」

「だろ？　俺おれはイヤだぞ。アズリがいなくなったら、すげーイヤ」

「…………ありがとう……セイゴくん」

「礼なんて、言われる覚えないよ。なんせ、俺はアズリ姫ひめの下げ僕ぼくだからな」

　言って、セイゴは大きな口で、パクッとソフトクリームを一いつ気きに頰ほお張ばった。

　そんなセイゴに、アズリはまだぎこちないながらも微ほほ笑えんだ。

「セイゴくんって、彼女いるの？」

　不意に、アズリが言った。

「なんスか、急に。まあ、いたらこんなトコでこんなことしてないけどな」

「そうなんだ。じゃあ、あれは？」

「ん？」

「昔、絵に描かいたって言う女の人は？」

「……ああ。あれか……あれは、昔のカノジョ」

「ふーん。そのひと今は──」

「死んだよ」

「えっ？」

　今度はアズリが焦あせって、ソフトクリームを落としそうになった。

「俺おれが高校んときに、病気であっという間に逝いっちゃった感じでさ」

「あ、えっと……ごめん……」

「なに、謝あやまってんだよ。そりゃ、そんときは悲しかったよ。でも、今はもう大丈夫なんだからさ。だからこそ、絵に描かけたんだよ。ちゃんとあいつが生きてたこと確かめたかった。忘れる前に」

「今は、忘れてないの……？」

「忘れないよ。あいつの絵で、絵え描かきになんのあきらめる決心ができたんだし、俺としては、最高の絵が描けたしな。だから……うーん。なんてゆうか、アズリも大丈夫だよ。きっと」

「……………」

　そう言われても、アズリには自信がなかった。

　セイゴは強いのだ。

　彼女のことを受けとめられるだけの強さがあった。

　けれど、自分は強がっていただけだ。

　強くはない。

　自分で呆あきれるくらい弱い。

　生きることに耐たえられるだろうか？

　今は、笑っていても、明日あしたには笑えなくなってしまうかも知れない。

　今は、此こ処こにあるモノを明日には失っているかも知れない。

　だとしたら、自分はどうしたらいいんだろう？




　やがて、雪が降りはじめた。

　広場を照らすライト。

　真っ白に、真っ白に世界を染そめるホワイトスノー。

　照らすライト。

　空に描く白雪の絵。




　──リン。




　そして、雪が遙はるか上空で結晶になったように、そこに──真っ白い少女が現れた。




　　　　♪




「おいおい。マジかよ……」

　セイゴは、これが夢かなんかだったらいいのにとか思った。

　目の前に現れたというよりも、突とつ然ぜん空間から滲にじみ出てきた少女は、アズリに、

「あたしはモモ。死しに神がみよ。こっちはダニエル。あなたに伝言を持ってきたの」

　と言った。

　ご丁てい寧ねいなことに、『死神「Ａ」の一〇〇一〇〇号』と記されたＩＤカードを示して。

　季節を無視した真っ白いワンピース姿の少女。

　全身の白に対し、目を奪うばう赤い靴くつ。

　幼いような、すごくオトナびているような声。

　幻げん想そう的てきなほど綺き麗れいな顔。

　しかし、その手には、身の丈たけ以上ある鈍にび色いろのカマ。と、傍かたわらのダニエルというらしい黒猫。クリクリとした黄金の瞳ひとみに、首くび輪わに付けられたやけに大きな鈴。

　これらが逆によけいに、少女を死神らしさから遠く離はなしてしまっている。

　少女の見た目はどちらかと言えば、輪っかと羽根のある方じゃないか？

　あー、なるほど。

　これって、あれか？

　きぐるみイベントの一部かなんかで、特別サービスみたいなやつ。

　……だと思いたい。

　そんなセイゴの考えを無視するかのように、死神少女──モモは、アズリに向け、言葉を続つづける。

「あなたのパパとママに頼たのまれたの。──誕たん生じよう日びをちゃんと祝ってあげられなくてごめんなさい。って」

「……え……っ」

　アズリは、ハッとなった。

「パパもママもずっとあなたを見てる。今までも、これからもずっと。あなたのことを愛してるから」

「うん。モモが言ってるんだから間違いないぞ。ときどきは、ワケ判んないけどね」

　とか、あまりフォローになってないフォローを黒猫ダニエルが付け加える。

　セイゴは、これはますます夢であって欲しいと思った。

　猫が喋しやべってる。

　しかもちょっと偉えらそう。

「………………」

　アズリは何も言わなかった。

　死しに神がみが伝えたこと。そんなことは、判わかっていたのだ。

　忙いそがしくてなかなか逢あえない両親。でも愛されていないなんて思ったことはない。

　たったひとりの娘の幸せを願ねがって、両親は一いつ生しよう懸けん命めいがんばっていたのだと思う。

　けれど、けれども、本当はちょっとでも傍そばにいて欲しかった。

　ほんの少しだけでも長く、傍にいたかった。

　ただ、それだけ。

　願った。

　雪が降り積もるように降り積もっていった冷たい感情。

　アズリの心の空を灰色に染そめ、心の扉とびらを凍り付かせてしまった。

　しかし、死神は言う。

「雪はやがては溶とけてしまうモノ……。そうしたら、あとには何が残る……？　それともあなたは何も残らないと思ってる？」

「あなた、なに言ってるの？　それになんでパパとママのこと知ってるの……？」

　アズリが訊きいた。

「死神だから」

　とモモは一ひと言ことだけ。

「ちょ、ちょっと、フザけないで！　わたしは──」

　しかし、アズリの科白せりふの途中で、モモは彼女に背を向けた。

「ダニエル、行こっか」

「もういいの、モモ？」

　ダニエルが訊く。

「うん──」

　言って、死神は消えてしまった。

　リリリン。と黒猫の鈴の音が唄うたうように鳴り響ひびいた。

　アズリとセイゴは、マジックショーでも見せられている気分だった。

「なによ、今の。フザけないでよ！　幻？　それとも…………。ちゃんと答えなさいよ。パパのこともママのことも……。それに──雪が溶けたら……なにも……。なにも残らないじゃない……なにを言ってるのよ。もう、ぜんぜんワケが判らないわ……」

　アズリは、首を振ふった。

　両親が死んでしまった今、アズリには何も残されていないように。

「……やっぱり……わたしは……」

「──俺おれ、なんか判る気がするな……」

　と、アズリとモモのやりとりを見ていただけだったセイゴが、ポツリと呟つぶやいた。

「どういうこと？」

　もちろんアズリは訊きいた。

　セイゴは、うーん、と一ひと呼こ吸きゆう置いてから話しはじめた。

「なんてゆうかさ。雪だるまって、作ってるときから、なんだか少し切ない感じがするていうか。……それって──判わかってるからなんだよ、たぶん」

「なにが？」

「失なくなるのがだよ」

「…………失くなる……？」

「そう。あした、失くなってるんだよ。一いつ生しよう懸けん命めい作ったのに、楽しくて笑え顔がおで作ってたのに、あしたの朝に溶とけてくずれて失くなってたりさ。それって、切ないだろう？　心に穴が空あいたみたいな感じで。なのに、そうなることが最初から判ってるんだよ。作ってるときから、ずっと。なるべくそんなこと考えないようにしようとか思ってるんだけど。でもやっぱり心の何ど処こかではちゃんと判ってるんだ」

「……そんなの……わたし……そんなの判らないよ。だって……雪だるまなんて作ったことがないもの……」

　うつむくアズリに、セイゴは簡かん単たんに言った。

「じゃあ、作ろう」

「え？」

「雪だるま作ったことないんだろう？　だったら、作ればいい。そうすれば判る。かもな」

「で、でも……」

「ほら、いいから。やる。やったらいいって。結けつ構こう、楽しいんだぞっ……俺おれの経けい験けんでは」

　そして、ふたりの雪だるま作りがはじまった。




　　　　♪




　盛大で軽快な音楽が遠くから聞こえる。

　それに誘さそわれるようにして、誰だれもいなくなった広場。

　ふたつの線せん。

　雪をかき集めて、丸く丸くまんまるく。

　ころがして、ころがして、ころころころり。

　ざくざくざく、と雪を踏み鳴らすふたりの、足あし跡あと。

　雪の絨じゆう毯たんに残るふたりの、足音。

「はぁ……冷たぁい……」

　手がとても冷たい。

　真っ赤になっている。

　感覚もだんだんなくなってきた。

　なのに、身体からだはぽっかぽっか。

　何な故ぜか、不思議と笑え顔がおがこぼれてくる。

　楽しいんだ。

　どうせ、溶とけてしまうのに。

　心は切ない。なのに、温かくなる。

　なんでだろう？

　そして、アズリは、その答えを知る。

「よーし、できた！　…………かな？　形はアレだけど、一応、立派な──雪だるまだっ！」

　セイゴが、ポン、っとアズリの頭に手を置いた。

　いびつな形をした泣いてるような笑ってるような雪だるま。

　ああ、そうか。

　なんとなく。

　なんとなくだけど、判わかったような気がする。

　どうせ、溶けてしまう。

　どうせ、いつか失なくなってしまう。

　けど、残っていてくれればいいなと思う。あしたも、あさっても、やのあさっても。

　そんな寂さびしさや切なさを判ったうえで、ひとは歩いていくんだ。

「──明日あした、失くなってしまう笑顔でも、その喪そう失しつ感かんを手にしてでも笑うんだ」

　セイゴは、不ぶ器き用ように言った。

　強く。

　それでもやさしくておだやかな声で。

　あした、失くなってしまうかもしれないけど。

　歩いていこう。

　だって、此こ処こに居るから。

　笑っていよう。

　だって、此処に居るんだから。




「あ、そうだ。忘れるトコだった」

「なに、セイゴくん？」

「はい、これ。今日きようの記念に」

「…………指ゆび輪わ？」

「まー、きぐるみキャラの安モノだけどさ。一応、一番マシなやつを選えらんだつもりなんだけど……」

「ううん。とってもかわいい」

「よかったぁー。っと、そうそう……。それとこれを、姫ひめさまに」

「なに？　……これって…………わたしの絵？」

「もちろん。さっき観かん覧らん車しやで描かいたやつ。あんときはまだ想像だったけど。今は、笑ってるよな。俺おれの想像以上にさ」

「……ありがとう。十一歳になってはじめてもらった。──プレゼント」

「うぇっ？　マジに？」

「うん……。あの日、パパとママが誕たん生じよう日びをお祝いしてくれるはずだった……」

「…………アズリ……」

「でも、だいじょうぶ。ありがとう、セイゴくん。こんなに素す敵てきなもの……」

「そっか。よし、ハッピーバースデー、姫！　遅くなっちゃたけど」

「ありがと。そうだ……あのさ──セイゴくん」

「ん？」

「わたし、セイゴくんのこと気に入ったわ」

「ははは。それは、どうも。姫さま」

「だからね。──お嫁さんになってあげてもいいわよ」

「そう？　じゃあ、とりあえず十年待つよ」

「うん。わたし、すっごいオトナになるから」

「──期待してる」

「それじゃあ、その期待に応こたえるためのまず一歩として……」

「……？」

「──おいしい紅茶を入れてあげるわ」




　　　　♪




　白い死しに神がみは踊る。




　失なくしたモノは大切なモノ。

　大切なモノは失くなってしまう。

　残ざん酷こくだけど、残酷だけだとは思わないで。

　ちゃんとココロにしまって歩いていって。

　やがて、冬は終わる。

　そしたら温かい春。

　雪が溶とけたら……。




　白い死しに神がみは粉雪とともに舞まい踊った。








Snow Rebirth - fin.
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　　　　♪




　そいつは、黒だ。

　真っ黒のクロだ。

　いや、そいつは赤だ。

　真っ赤の赫あかだ。

　そいつは、白だ。

　真っ白のシロだ。

　血の色、夕ゆう陽ひの色。

　黒い夕陽の赤い星。

　雲の色、夜の空。

　そいつは、幻だ。

　きっとそいつは、影かげだ。

　いや、そいつは、光だ。

　黒い光の線せん。

　赤い光の線。

　白いヒカリの線。

　シロく、アカく、クロく──







　　　　♪




　やがて、雲が晴れて、雨はあがる。

　透明な陽ひが、そこにやってくる。




　白い死しに神がみは、泣いていた。

　それでも綺き麗れいに笑った。




「ありがとうございました。死神のおねーちゃん。公こう太たのこと、ブルーのこと助けてくれて」

　幼い少女の精一杯のありがとう。

　でも、モモは首を振ふった。

「ううん。あたしは何もしてあげられない。あなたにだって、あの子たちにだって」

　流れる涙は、この強い少女のため、あの優やさしい少年のため……。

「でも、おねーちゃん、泣き虫だね。公太よりも泣いてる」

「うん。これがあたしだから……」

「あと、おせっかいね。これってもうビョーキだと思うよ。ボクは」

　ダニエルが横から口を挟はさむ。

　すると、少女は、はははっ、と笑った。

「じゃあ、お願ねがいします。あたしは、公太に〝ありがとう〟って、言えました。もう──だいじょうぶ」

　ゆっくりとモモはうなずいて、鈍にび色いろのカマを振るった。

　放はなたれる魂たましい。

　白く、淡く、光る。

　モモは、思い、願う。

　想おもい出も、温かさも、優しさも、全部、運んであげるの。

　それが、ココロにあるから。




「はー、なんだか毎回だけど。切なくなるよ、ボク……」

　ダニエルが、ぼんやりと上を眺ながめながら言った。

　と、モモはその科白せりふに、へぇ、と意外な様よう子すで言う。

「前はそんなこと言わなかったのに。仕事だって、言ってたじゃん」

「う……。ま、まあそんなことはありつつないつつ……」

「言葉、おかしくなってるよ」

　モモは、からかうように言った。

　と、そのとき、ふとモモはあることに気付いた。

　空中のモモたちがいる場所から、やや離はなれた場所に、ぽっかりと黒い影かげが浮いていた。

　さっきまでは、いなかった。

　その死しに神がみは、全身がフード付きの黒いマントにすっぽりと覆おおい隠かくされている。

　真っ黒だ。

　それは死神の、普通の死神の容よう姿しである。

　モモは特とく異いな白い姿をしている。そのため、死神の中ではかなり浮いた存在だった。

「……なにしてるんだろう、あれ？」

　ダニエルが怪け訝げんな表情になる。

　死神はこちらを見ているように思えた。

「死神が、他の死神たにんの持ち場にくるなんて……モモじゃあるまいし。なにかあったのかな？」

　ダニエルはモモに訊きいた。

　モモは、

「……さあ」

　と、言うにとどまったが、その視し線せんは、そいつから離れていなかった。

「うーん……」

　ダニエルは、死神局で何かトラブルのようなモノがあって、黒い死神がここにやってきたのか、もしくは、またモモが自分の知らないところで何かやらかしてそれで……、とか考えた。

　同時に、後者の方がありえる、とダニエルが不安になったのは、日ひ頃ごろの主モ人モの言動を踏まえると仕方がないといえば仕方がない。

　それで、いっそう不安にかられたダニエルは、

「ボク、ちょっと訊いてくる」

　と言って、コウモリのような羽は根ねをはためかせ飛び出してしまった。

「ちょっと待って、ダニエルっ」

　そうモモがとめるのも、もはや聞こえていなかった。

　あっという間に、ダニエルはその死神のもとまでたどり着く。

　そして、ちょっと躊ちゆう躇ちよしながらも、

「あのう……なにかあったのでしょうか？」

　と訊いた。

「………………」

　としかし、その死神は何も答えない。

　フードで隠かくれていてその視線の先は定さだかではないが、ただじっと、モモの方に顔は向けられていた。

　それでダニエルはますます、「これはきっと──ううん！　ぜったいモモがなにかやったに違いない」と思い込んでしまった。

　ど、ど、どうしよ……。

　てゆーか──なにやったんだよぅ、モモぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

　ボク、思いっっっっきり無視されちゃってるじゃないか[image: ][image: ]。

　激げき無視だよ！

　うーん！　うーん！　うーん！

　よしっ！　謝あやまる!?

　って、いきなり謝ってどうするんだよ！

　このひとは、ただ局長クラスのお偉えら方がたから、何か言われてきてるだけかもしれないんだよ？

　そうだよ。そうなんだよ。

　だったら、謝ってもしょうがないじゃないか。

　だったら………………────どうしよう!?

　ダニエルが、うんうん、唸うなり悩んでいるのが、少し離はなれたところにいるモモにもはっきりと手に取るように判わかった。

　けれど、モモは、それよりも、さっきからその死しに神がみから目を離すことができなかった。

　それは、

　──不安。

　そいつが手にした鉄クロ色ガネの巨大なカマ。

　モモが持っているモノよりもさらに大きい。

　モモのカマは、ほとんど本来の使用法で使っていないため、ほころびひとつないモノだが、それは黒く変色し、全体に傷がびっしりとある、酷こく使しされたモノだった。

　しかしそれは、本来の使用法であってもそこまでは傷付かないはずだ。

　一いつ体たい、その無数の傷が意味するモノは何なのか？

　モモの疑ぎ問もんに答えたのは、他ほかでもない、そいつ自身だった。

「──えっ!?」

　モモは我わが目を疑うたがった。

　そいつがいきなりダニエルの小さな頭部を手でつかんだのだ。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

「フギャッ！」

　悲ひ鳴めいをあげ、ダニエルの身体からだが宙を舞まった。

　ビー玉でも弾はじくように、簡かん単たんに。

「ダニエルッ!!」

　見間違えようがない。

　今のは、そいつがやったのだ。

　そいつがダニエルをつかんだまま、衝しよう撃げき波はを浴びせたのだ。

　モモが、キッとそいつを睨にらみ、すぐにダニエルのもとへ飛んだ。

　気き丈じように振ふる舞まうモモだが、なかば混乱状じよう態たいにあった。

　何な故ぜ？

　どうして、同じ死しに神がみがこんなことを？

　上からの命令を、言われたことをただこなすだけの死神が、ほとんど意志のないはずの死神が。まして、他人の仕つかえ魔まに危害を加えるなんて!?

　力無なく地上に落下していくダニエル。

　モモが手を伸ばし、抱きかかえようとした、そのときだ──




　グァァァァァァァァァァァァァァアアァァァァァァァァァアァァッッッ！




　すさまじい衝撃波が、今度はモモに襲おそいかかってきた。




　　　　♪




　青が広がっていた。

　空は澄すみ切っていた。

　ただ、空に浮かんだそいつらは、白と黒。




「──────────っ!?」

　モモの華きや奢しやな身体からだは、その衝撃波に耐たえきれず、後方へ吹っ飛ばされた。

「きゃあ────ッ！」

　それでもモモは、何とか空中で姿し勢せいを立て直し、こちらを見おろすそいつに対たい峙じした。

　そいつは無言のまま、すでに次の一いち撃げきを繰くり出す体勢に入っていた。

「くっ」

　モモは、とっさに身み構がまえるが、どうすればいいかなんて判わからなかった。

　なにしろ、何かと争うことなんてしたことないのだ。

　戦うことなどない。いや、戦う必要などない。

　もちろん、自分に不思議な力が備そなわっていることは知っている。

　それはモモや他ほかの死しに神がみたちもみんな持っている〝チカラ〟だと思っていた。

　だから、モモはそれを特別なモノとは考えていない。

　さっき、驚おどろかせようとあの少年に使ってみたりした。

　けど、そんなのは誰だれかを傷付けるためじゃない。

　誰かを救うためだ。そのために、必然的にあるモノなのだと。

　モモは、力を使うことに抵抗があり、そのためには強い精神力と決断を要した。

　それなのに、この死神は、平然と力を使い、しかもダニエルを傷付け、今度は自分のことも攻こう撃げきしてきた。

「────────きゃぁ！」

　またも衝しよう撃げき波はによって、モモは身体からだごと吹き飛ばされてしまう。

　どうして……。

　同じ死神なのに……。

　どうして……。

　目の前に、そいつが迫っていた。

　しかし、モモにはもうどうすることもできなかった。

　身体が思うように動かない。ダメージがそうとう大きかった。

　全身を激はげしい痛みが襲おそっていた。

　モモが特別なのは、こういう感覚もそうだった。

　人の痛みが判わかるのと同じように、人と同じように痛みを感じる。

　モモの意識は遠ざかりつつあった。

　だというのに、そいつの攻撃はやまなかった。




　グァッ、

　グァッ、

　グァッ、

　グァッ、




　と、執しつ拗ようなまでにモモに攻撃を浴あびせ続つづける。

　まるでボロ雑ぞう巾きんのように……攻撃のたび、モモの華きや奢しやな身体が上下する。

「──つまらない……」

　ため息にも聞こえるような声で、そいつが囁ささやいた。

　そいつは、一ひと際きわ大きくカマを振ふるった。




　グァァァァァァァァァァァ────────




　モモは巨大なエネルギーの塊かたまりをまともに受け、地上へ堕おちていった。




　　　　♪




「…………モ、モモ……」

　地上で意識を取り戻したダニエルは、こちらへ落下してくる主モ人モを目まの当たりにした。

　そして目の前で、ドシャ、とひどく鈍にぶい音を立て、モモが地面に叩たたき付けられた。

「モモ……っ！」

　主人に駆かけ寄ろうとしたダニエルに後方から声がかけられた。

「ダニエル──」

　その声には聞き覚えがあった。

　ハッ、となって振ふり返るダニエルは、その姿に戸と惑まどった。

　そこにモモをこんな風にした死しに神がみがいた。

　そして、そのすぐ傍そばに、灰色の猫がいっぴき寄り添そうようにしている。

　少し様よう子すが変わったけれど、その常磐緑エヴアーグリーンの瞳ひとみは記き憶おくの中のまま。

「…ニコル……？」

　それは、ダニエルの幼おさな馴な染じみの姿だった。

「お久しぶりです……ダニエル」

　懐なつかしい声。

　こんな場所でなかったら、こんな状況でなかったら、うれしくてきっと半ベソかいていたかもしれない。

「ニコル！　これはいったいどういうことだよッ!?」

　ダニエルが吠ほえるように言う。

「なんで、モモを──ボクの大切な主人を傷付ける!?」

「…………」

　彼の主人同様、ニコルは無言でじっとダニエルを見み据すえていた。

「答えてよ、ニコル！　その死神が、そいつがキミの主人なら、答えてよ！」

　必ひつ死しの形ぎよう相そうのダニエルに、ニコルは冷静なまでの口く調ちようで言う。

「ダニエル、キミらしくない。わたしの主人に対して失礼な物もの言いいですね」

「なにをいってるんだ！　失礼なのはどっちだよ！　モモをこんなにしたのは、そいつじゃないかッ!!」

「それが失礼だと言っているんです。この方は、死神『Ａ』の九十九号さま。偉大なるわたしの主人です」

　すると、その死しに神がみが言った。

「もういい、ニコラウス……」

「は、はい。ご主人さまマスター……」

「つまらないな……この程度とは……」

　フードのせいで表情は判わからないが、明らかにそいつは落らく胆たんしたように言った。

　それにダニエルの怒りは頂点に達した。

「こんのぉぉぉぉっ！　おまえなんか、死神でもなんでもない！」

　ついに、こらえきれずダニエルは牙きばを剝むき、そいつに飛びかかった。

　が──

「ダニエルッ！」

　間に割って入ったのは、もちろんニコルだ。

「いい加減にしてください！」

「うるさい！　なんでキミがこんなヤツの仕つかえ魔まをやっているんだ！　こんなひどいヤツにキミみたいないい仕え魔が！」

　ダニエルの家『アラーラ』は仕え魔の名めい家かである。

　そして、ニコルこと、ニコラウスの家『ウィノラ』もアラーラに並ぶ名家。

　アラーラとウィノラは昔から競きそい合うようにして、天上に名だたる仕え魔を輩はい出しゆつしてきた。







[image: ]







　ところが、ダニエルもニコルも争ったり、競きそったりすることがあまり好きではない。

　だからこそ、ふたりはライバル同士の家柄でありながら、親しん友ゆうになることができた。

　やがて、ダニエルはモモに仕えることになり、ふたりは逢あうことはなくなった。

　でも、親友だったはずだ。

　離はなれてもずっと親友だって、言ってたじゃないか。

　ダニエルは歯がゆさと、言いようのない怒りで、全身の毛を逆さか立だてていた。

　が、

「それは、ダニエル、キミにも言えることでしょう!?」

　としかし、ニコルは言い放はなつ。

「なにがだ！」

「あんな、死しに神がみらしくない〝ディス〟に仕えてるじゃないですか！」

　ダニエルは息が止まりそうな思いだった。

　まさか、幼おさな馴な染じみから、親友から、ディスなんて差別的な言葉が出でくるとは……。

「ニコル！　本気でそんなこと言ってるのか!?　本気でそんな風に思っているのか!?　だったら、ボクはキミを許さないぞ！」

　すると、ニコルは一いつ瞬しゆん言葉につまり目をそらした。

　その瞳ひとみに後こう悔かいの念と迷いを見たような気がした。

　しかしそれも一瞬で変わった。

　変わってしまった。

　それがダニエルにはどうしようもなく淋さびしくて、やりきれなかった。

　幼いころの温ぬくもりが、少しずつ冷えていってしまうような気がした。

「なんで、なんで……ニコル。そんな風になっちゃったんだよ。なんでそんな風に変わっちゃたんだよ……」

　ダニエルの切なさに、ニコルは言う。

「変わって何が悪いんですか。変わってないキミの方が不自然だ。ぼくたちはもう子供じゃないんです。いつまでも同じじゃいられないんです！」

　はじめてニコルが感情を見せた。

　今まで感情を表さないように押し殺していたが、限界だった。

「ニコル！　キミは……キミは…………」

「──五う月る蠅さいんだよ」

　ダニエルの言葉を遮さえぎるように突とつ然ぜん、ニコルの背後から手が伸びてきた。

　そいつの手がダニエルの頭を再びつかんだ。

「おまえら仕つかえ魔まのことなんて、オレには関係ない」

　そいつはダニエルをつかむ手に力を加えた。

　なんの容よう赦しやもなく。

「うぎゃぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　ダニエルの頭部がきしむ音がニコルの耳にも届いた。

　非情に振ふる舞まっていたニコルもさすがに目を背そむけたくなった。

　と──

「ダニエルを離はなして……」

　弱々しくも、凜りんとした声だった。

「────」

　そいつが目を向けた先には、モモが立っていた。

　ボロボロでやっと立っているような状じよう態たいで、カマを支えにしている。

「離して」

　いっそう力を込めてモモは言い放はなつ。

　が、そいつは離そうとしない。

　むしろ、なお手に力を込めた。

「ぎゃあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　ダニエルが悲ひ鳴めいをあげる。

　と、次の瞬しゆん間かん、

　今までいた場所にモモの姿はなく、一いつ瞬しゆんにしてそいつのすぐ傍そばまで移動していた。

　そして、そのままカマを振ふるった。




　シュッ！




　そいつはその一いち撃げきを軽くかわした。

　というよりも、モモには当てるつもりなどなかった。

　ただ、モモのカマの切っ先は、そいつのかぶっていたフードを切り裂さいていた。

　それによって不意を衝つかれたそいつは、ダニエルを手から離はなした。

　ダニエルを空中でキャッチし、モモはすばやくそいつから間ま合あいを取った。

「マスターっ!?」

　今度はニコルが叫んだ。

　しかし、フードから覗のぞくそいつの口元はニヤリと笑っていた。

　ニコルは言葉を飲み込んだ。

「フッ……」

　そいつは、フードの、モモによって切り裂かれた部分をゆっくりと指でなぞった。

「そうこないと…………」

　言って、そいつは楽しげに声を弾はずませた。

　そして無む造ぞう作さにフードをめくった。

　モモももちろん、ダニエルも絶句してしまった。

　フードに覆おおわれていたそいつの顔は、まるで鏡かがみを見せられているようだった。

「…………モモに…そっくり…………」

　ダニエルは啞あ然ぜんとした。

　そいつの顔はどうみても、いつも見なれた、ちょっとおせっかいすぎて、ひどく泣き虫で、それでも大好きな──モモとおんなじ顔だった。




　　　　♪




「──それでは、『Ａ』の一じゆう〇まん〇と一ん〇で〇ひやく号。すべては、あなたの責任だと？」

「はい」

　ボロボロの衣服に、それ以上にボロボロになった少女。

　モモは、真っ白い空間の中に立っていた。

　そこはただ広く、上下もなく、そして何もない。

　彼女からかなり離はなれた場所に、簡かん素そな机と椅い子すがあって、そこに黒い服を着た元人間がいた。

　今は、死しに神がみたちが所属する『天てん寿じゆ命めい数すう管理局』通称──死神局のデータなどを管理する役を受け持つ存在だ。ただ、表情も感情もなくたんたんと作業をこなすだけの。

　モモとのやりとりも、事務的に機械的に行われている。

　希き薄はくな感情。

　仮か面めんの表情。

「なら、あなたの責任ということで〝上〟には報告しておきます」

　口元だけが微かすかに動く。

「お願いします」

　言って、モモはペコリとお辞じ儀ぎをする。傍かたわらでは、ダニエルが、大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられた頭を同じようにさげる。

　が、

「仕方ないですね──ディスですから」

　黒服がポツリと漏もらしたその科白せりふに、ダニエルは全身の毛を逆さか立だてた。

「くあぁぁぁ[image: ][image: ][image: ]っ！」

　飛びかかろうかと羽は根ねを展開させ、突とつ進しんしたまではよかったが、

「ふげっ……」

　モモに首くび輪わをつかまれ、その反動で窒ちつ息そく状じよう態たい。

　パタパタパタパタパタパタッ、と羽は根ねだけがまだ勢いを持っている。

　しかし、みるみるダニエルの意識は遠のいていく。

「………………」

　パタパタパタパタパタッ。

「…………」

　パタパタパタッ。

「……」

　パタ…パタ……パタ……………………………。

「………………………………………………………………────ひゃぁぁぁぁぁぁぁつ！」

　ようやく自分が呼吸できていないと覚さとったダニエル。

　目一杯、呼吸してみる。

「すぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっぅうぅっぅぅうっぅぅぅう[image: ][image: ]────っっ」

　とりあえず、落ち着いた。

「──って、なにするんだよ、モモ！」

「自分でやってたんでしょ。ほら、もう行くよ」

　言って、モモが空中に手を差し出すと、浮き上がるようにそこに扉とびらが現れた。

　モモはさっさと扉を開いて、向こう側に行ってしまった。

「ちょ、ちょっと、待ってよ！　ボクも──って、ぎゃふ……」

　モモのあとを追うはずだったのに。

　その前に、扉が閉まった。

　閉まってしまった。

　なので、ダニエルはそれに激げき突とつした。

　自分が半分くらいの薄うすさになってしまったのではないかと思った。

「…………こんなのばっかり……」




　　　　♪




　そいつは、モモと同じ顔の死しに神がみは、バッとマントをひるがえした。

　その胸むな元もとには鮮あざやかな──赫あかいスカーフが結ばれていた。

　全身の黒の中に一点の赫色。




　そいつは、カマを掲かかげた。

「…………………」

　一点。黒い瞳ひとみがモモだけを見つめる。

　しかし、

「マスター……いくらあなたのようなすばらしい、偉大な死しに神がみであっても、これ以上ことが大きくなれば、後あと々あとの処理や、上の連中に対しても面めん倒どうなことになってきます」

　そう言って、死神をとめたのはニコルだった。

「なんだ、ニコラウス……。いつからオレに意見するようになった？」

　としかし、そいつは、モモと同じ顔で、ひどく冷たい声で言った。

「も、申し訳ありません、マスターっ！」

　焦あせってニコルは、謝しや罪ざいした。

　ビクビクと身体からだを震ふるわせ怯おびえた様よう子すのニコルの姿に、ダニエルは何ともやるせなくなった。

　なんで、そんな風になっても、そんなヤツに仕つかえるんだ……。

「まあ、いい」

　そいつは言った。

「どうせ、いつでも逢あえる。いつでもヤレる」

　そいつの薄うすい笑えみが、顔は同じでもモモとはまったくの別の存在であることを認にん識しきさせる。

「じゃあな……」

　言ってそいつは消えた。

　最後に、モモを見やって。

　楽しそうに、噓うそっぽく笑った。

　それらが、モモにはどうにも〝チカラ〟を使うことを楽しんでいるように思えてならなかった。

　あとに続きニコルが姿を消そうとする。

「ニコル！」

　呼び止めるダニエルだったが、ニコルは目を背そむけたまま、消えた。




　あとには、異常なほどボロボロになった白い少女と、黒猫がいっぴき。

　陽ひが落ちようとしていた。




　　　　♪




　モモとダニエルは、ひどく広い、距きよ離り感かんのまったくない空間を歩いていた。

　その空間に、三百六十度、左右も上下も関係なく、点々とデスクがある。そこには先ほどの黒服と同じような存在が、作業をしていた。

　ここは死神局のモモたちが所属する部署。

　作業しているのは、みんな死神たちだ。

　ただ、どの死しに神がみも一いち様ようにひどく顔色が悪く無表情である。

　モモがここに姿を現すことはあまりない。

　彼女にとってここが居い心ごこ地ちのよいところではないからである。

　それもそうだろう。

　空間を行くモモに、ちらちらと死神たちの視し線せんが飛ぶ。

　──あいつだ。

　──ディスだ。

　──ふざけたヤツ。

　──自分の仕事をすればいいのに。

　──おろかなヤツ。

　そんな誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようのような視線がそこにはあった。

　死神は感情が希き薄はくだ。

　なのに、負の感情はその中でも強い割合を占めているようだ。

　それが死神になった自分への後こう悔かいの念からくるモノなのか。

　モモには判わからない。

「……やっぱり、あれかな？」

「どうしたの、モモ？」

　訊きき返しながらも、ダニエルはモモの心の内を察さつしていた。

　きっと、こんなひどい仕打ちに耐たえられないのだろう。

　そんな風に主を想おもってみたが──

「もしかして、あたしがこんなボロボロだから、みんな見てる？」

　としかし、モモはぜんぜん的はずれのすっとぼけたことを口にした。

「ち、違うと思うけど……」

「そうかなぁ……？」

　モモは言う。

　ダニエルは、モモがわざととぼけているのだと思った。

　と思いたかった。

　……でもなぁ。モモって、本気でボケてるときあるからなぁ〜……。

　それにしても……ここはやな感じだなぁ。

「……ボク、ここキライだよ」

　ポツリ、小さくダニエルが鳴いた。

「あたしも、好きじゃないけど……。調しらべたいこともあるし」

「調べたいこと？」

「そう」

「もしかして、さっきのアレ？」

　アレとはもちろん、地上で遭そう遇ぐうしたあいつのことだ。

「まあね」

　モモは、ある場所までやってくると、立ち止まった。

　何もない空中に手をかざすと、例のごとく扉とびらが現れた。

　そして、中に入る。

　またも、ただ広く何もない場所に出た。

　前方に、巨大な透明の球体をはめ込んだテレビのようなモノがひとつある。

　ダニエルが羽は根ねを広げ、さっきのように首くび輪わを引っ張られないか、ちょっとだけモモを警けい戒かいしつつ、水すい晶しようにしっぽの先を近付けた。

　と、小指の先ほどだけ白くなった部分が、水晶の中にスーッと入っていく。

「コード確認。ダイヤルアップ終了。オンライン。よっし。モモ、オッケーだよ」

　さすが自称、とっても優秀な仕つかえ魔ま。仕事は常に迅じん速そく。

「サンキュー、ダニエル」

　モモはこういった事務的な作業がどうも苦にが手てだ。

　だから、いつもダニエルまかせ。

　頼たよりにしてるよ、優秀な仕え魔さん。

「さてと、はじめますか」

　言ってモモはおもむろに、ボロボロのボサボサで、まとまりのない髪の毛をサイドでまとめ結ゆった。

　それに対しダニエルが、めざとくツッコミを入れてきた。

「なに？　こんな誰だれもいないのに、身だしなみチェック？　ほぇ〜、やっぱりモモも女の子なんだねぇ[image: ][image: ]」

　とか大おお袈げ裟さに腕組みで感心してみる。

　しかし、

「まあねー。ほっんと困るなー、この服もボロボロだし、気に入ってたのになぁ」

　と、今度はモモが大袈裟にため息を吐ついて、やれやれ、と困った風に肩をすくめた。

　それとその科白せりふに、妙に真しん実じつ味みがあったのである。

「あ…そ、そうなんだ。じゃあ、あとで新しい服出すよ。予備があったと思うから……」

　何だか、肩すかしを食らった感じと、モモの女の子な一面に、ダニエルは普通のリアクションをしてしまった。

　ううぅ、せっかくボケたのに。てゆーか、まずいボケしちゃったかも……。やっぱり、モモ、さっき言ってたのも本気で身なりを気にしてたんじゃ……。

　ダニエルが、密ひそかに落ち込み考えを巡めぐらせている間に、モモはさっさと作業を開始していた。

　モモが水すい晶しように触れると、ぽぅ、と淡い光を発しはじめた。

　死しに神がみ局が管理しているデータにアクセスして、黒いあいつのことを調しらべるのだ。

　だが、しかし、

「……………………？」

　いくらやっても、何ど処こをどう調べても、何も出てこない。

　あいつに関するデータの一いつ切さいがないのである。

「どういうこと？」

　モモはダニエルに訊きいた。

　しかしダニエルは、プルプルと首を振ふる。

「判わかんない……死神のデータが管理局のデータベースに載のってないなんてありえないよ」

　ダニエルは真しん剣けんに考え込む。

　じゃあ、あの死神は？

　ニコルが仕えているあいつは、いったい誰だれなんだ？

　死神じゃない？

　でも、ニコルがいたし……。

　ならどうして、何も判わからないんだ？

　うーん。







[image: ]







「……………………ダメだ。ぜんぜん判わかんないや」

　ふーっ、とダニエルは大きくため息を吐つく。

「しょうがないね。行こっか、ダニエル」

　モモが言った。

「へ？　もう、調しらべないの？」

　拍ひよう子し抜けしたように、ダニエルは訊きき返す。

「ダニエルが判らないなら、ここでこれ以上調べても仕方ないでしょ？　また、べつの方法で調べられるかもしれないじゃん」

「べつの方法って？」

「さあ」

「さあって……それじゃ、なんにも変わらないじゃないか……」

「だから、『かもしれない』って」

　ダニエルは、またため息をひとつ。

　まったく、ご主人さまながらなんて能天気なんだ。

　あんな目にあっておいて……。

　そうだよ……。

　……ニコル……。

　なんで、どうして、あんなヤツに……。

　ホントなんなんだよ、あの『Ａ』の九十九号とか言うヤツ！

　Ａの九十九号…………っ？

「ん？　あっ──」

「どうしたの、ダニエル？」

　急に何か思い出したように声をあげたダニエルを、モモが不思議そうに見つめる。

「あ、うん。いや、なんでもっ。なんでもないよ」

「そう？」

「うんうん。あ…あとはボクが閉じとくから、先に行ってて！」

　そう言って、ダニエルはモモの背中を押すようにして、出口へと向かわせた。

「判った……けど、どうしたの急に？」

　モモは不自然な態たい度どのダニエルが少し気になった。

　けれど、

「だから、なんでもないってば。ほらほら、片付けちゃうからさ」

「あ、うん」

　などと、押し切られ、モモは外へ出されてしまった。

　と、ダニエルの表情が、一いつ変ぺんして硬くこわばったものになる。

「……………………」

　気になることがあった。

　あの死しに神がみのＩＤは、『Ａ』の九十九号。

　Ａコードは珍めずらしいコードだ。

　いや、ダニエルはＡコードを持つ死神にこれまで逢あったことがないし、知らない。

　たったひとりをのぞいて。

　その、たったひとりこそ、自分の主──モモだ。

　モモのＩＤは『Ａ』の一〇〇一〇〇号。

　さらには、あいつの顔はモモにそっくりだった。

　これって……どういう……。

　何か嫌いやな気がした。

　思考の奥でヒリヒリとしたモノを感じる。

「………………まさか……ね」

　そう思いながらも、拭ぬぐい去れないものが確かにあった。

「……よし……」

　意を決し、ダニエルは、水すい晶しようにしっぽの先の白くなった部分を沈めた。

　水晶が光を放はなち、データの検けん索さくが進んでいく。

　そして、

「…………噓うそでしょ……。そんなことって…………………」

　悪い方の予感が的てき中ちゆうしてしまった。

　あの謎なぞの死神と同じように、モモに関する一いつ切さいのデータもまったく──なかった。




　　　　♪




「──それはきっと『ＵアＮン』だわ」

　ダニエルがデータ室から出ると、モモがひとりの女の死神と話しているところだった。

　彼女はディスと蔑さげすまれるモモに理解を示してくれている希き少しような死神だった。

　彼女は、女死神は言う。

「アンは、死神でありながら何ど処こにも所属せず、たったひとりで動いているの。そしてその処理能力はケタ外はずれで、ときにはよけいな魂たましいまで送ってしまうそうよ。だから、死神の間で──唯ゆい一いつの存在『ＵＮ』と呼ばれてるの」

「……アン……」

　モモは、口の中で何度もその名を呟つぶやく。

　一方のダニエルは、その名に聞き覚えがあった。

　噂うわさには聞いていたけど、あれがアン……。

　あいつと同じ顔のモモ……同じ『Ａ』を持ってるモモ……。

　モモっていったい──なに？

「…………っ！」

　口元まででかかったその科白せりふを飲み込み、ダニエルはブンブンと首を振ふった。

　ううん。モモはモモだよ。

　モモはモモ……。モモでしかない。

　そうは思っても、何かがどんよりと頭の中を曇くもらせていた。




　ふたりは、モモとダニエルはまた、ひどく広い死しに神がみ局の中を歩いていた。

　地上に降おり、魂たましいを天上に送る。

　そして、ここに戻ってきて、事務的な作業を繰くり返す。

　死神たちは、それらをただ、淡々とこなす。

　そこにモモのような悲しみも痛みも、ココロを交まじわすこともない。

　それは機械的に繰り返されるだけなのだ。

　他ほかの死神たちのように自分専用のデスクがモモにはない。

　いや、前はあった。

　あったのだが、あまりここに立ち寄らないモモのことを気にくわない誰だれかが、デスクを、モモの場所を何ど処こかにやってしまった。

　そして、なおさらここにモモの居場所はなくなった。

　でも、そんなつまらない仕し業わざをモモが気にすることはなかった。

　それにダニエルが事務の作業をやってくれる。

　もともとデスク作業が得意ではないモモは、ただただ感かん謝しやである。

　ダニエルがデータ管理をし、上からの仕事を受け取る。

　モモはその通りに──ときには少し、ときにはちょっと大胆に、で、結局、大幅にハミ出しつつ、仕事をこなしている。

「あのさぁ……」

　ダニエルが話を切り出す。

「なに？」

　モモはダニエルの少し先を歩いていた。

　その背中にダニエルは、話しかける。

　どうでもいい話を。

　ただ、何なに気げなく……何気なく……。

「あいつ……やなヤツだよね……」

「あいつって？」

　判わかってるクセに、とは言わずダニエルは続けた。

「アンってヤツのことだよ」

「ああ」

　モモは、とぼけた口く調ちようでうなずいた。

「なんだよ、それ。あんなにひどい目にあわされたのに、それだけ!?」

「べつにいいじゃない？　ダニエルもこうやって無事だし」

「ボクよりも、モモだろ！　モモの方がひどい──」

　言いかけて、ダニエルはやめた。

　モモが振ふり返って、真しん剣けんな目で見ていた。

「あたしは、いいの。ダニエルが大丈夫ならそれでいいんだよ」

「な、なに言ってるんだよ!?　大丈夫なワケけないだろ！　だって、だって、モモはボクのご主人さまなんだよ!?　ボクはモモの仕つかえ魔まなんだ！　モモが大丈夫じゃないのに、ボクが大丈夫なワケないじゃないかっっ!!」

　怒ってダニエルは言う。

　しかしモモはにっこりと──綺き麗れいに笑った。

「じゃあ、大丈夫だよね。あたしが大丈夫だから」

　ハァー、とダニエルはため息が出た。

　とてもおっきなやつが出た。

　あいかわらずだな、このご主人さまは。

　いつだって、大切なのは自分より他ほかの誰だれか。

　たとえば、それは小さな仕え魔だったり。

　たとえば、それは人間だったり。

　たとえば、それはココロだったり。

　たとえば、自分を傷付けてしまう誰かだったり。

　きっと、傷付いたとしても笑うのだろう。

「なんで、そんな風に笑えるの？」

　ダニエルは心しん底そこ不思議だというように訊きいた。

「ほら。さっき天上に送った強い女の子も、あの優やさしい男の子も笑ってくれたじゃん」

　モモは、みずからが関かかわった人間のことを言っていた。

　それはダニエルが求めた答えと違う。

「モモって──いったいなんなの……？　すごくお人ひと好よしで、かなりおせっかいで、ひどく泣き虫でさ」

「まあね。それはしょうがない」

「なんで？」

　きょとん、としてダニエルが訊きく。

　すると、モモは言った。

　凜りんとして。

「それが──あたしだから」








I'm waiting for my girl ＼ momo extra.2 - fin.
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epilogue - Call my name






　黒猫が言う。

「そういえばさ、願ねがいごと決まった？」

「あー。星に願いをってやつ？　えーっと…ぜんぜん考えてない」

「なんかないの？」

「そうだなぁ……」

「なに？　なに？」

「これって、ぜったい、言わなきゃダメ？」

「ボク、聞きたいな」

「どうしようっかなぁ……」

「言って言ってっ」

「じゃあ……願わくは……」

「願わくは？」

「──やっぱり、教えない」

　真っ白い少女は、綺き麗れいに笑う。








momo the girl god of death " my girl " - all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in " my girl"









　こんなに早く再会できるとは思ってもいませんでした。

　ひたすら、感動、感かん涙るいしています。

　何の実じつ績せきもなく、実力不足の僕の本を出版していただいたうえに、それを手にしていただいたみなさまには、果てしなく感かん謝しやです。ありがとうございます。




　一作目のあと、僕はただひたすら、ほけーっ、としてました。

　この二作目までには、電でん撃げきｈｐ（volume.24）掲載バージョンの「水のないプール。」がありましたが、一作目と短たん篇ぺんは間がなかったので終わったあとは、ぼ────っ、と。

　わが自宅兼仕事場に設置してあるＰＳ２（ゲームとか全然しない畑ばたけの人間なんで、ＤＶＤプレーヤー）で、好きなバンドやアーティストのライヴ、ＰＶ集などを観みて「あはは、あはは」と、のほほ〜んとしていたのですが。

　再び、このような形で再会を果たせました！

　それもこれも、心の支えというものがしっかりとあったからです。

　みんなからの手紙や愛読者カードなどのメッセージが、本当にとても励はげみになっています。

　誰だれかの声援をこれほど、強く、重く、そして、温かく感じたことはありませんでした。

　無限大のようなうれしい気持ちでいっぱいです。

　すばらしい出で逢あいに感謝です。

　この本を出せたことが、ひとつの返事であり、ひとつの答えであればと願ねがいます。

　しにがみのバラッド。という物語たちの中で、少年少女たちは、決して強くはありません。

　むしろ、弱すぎるくらいかも知れません。

　なにしろ、すぐに泣いたりします。

　けれども、だからこそ、「泣いたっていいんだよ」と彼らは言うことができるのかも。

　でも、彼らの物語が〝涙〟になることはなかったりします。

　この物語が、ときに涙を拭ぬぐうハンカチのようなモノになればいいなと、ふと思ったり。




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　再会を願って。





二〇〇三年　夏の太陽光線のもとで




ハセガワケイスケ






　　　　♪（Special Thanks）




　ねこさま　Ｋさま　壺つぼのみなさま　I thinkさま

　七なな草くささま　ミキさま　メディアワークススタッフのみなさま

　マイファミリー　ラヴリー・ボーイフレンズ＆ガールフレンズ

　そして、

　この本に関する、触れる、

　すべてのみなさまにこころから感かん謝しやいたします。




　ありがとう。








for "your lovely world!!"









ハセガワケイスケ

12月26日生まれ。Ｏ型。産地・福井県。

うさぎが好きだッ!!

あと、くじら、ペンギン、いぬ、ねことかも。

大好きだっ！　なのに、↓くま!?
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る京都在住の関西人。日の当たらない生活が得意。
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